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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式［１］
【化１】

｛式中、Ｔは、ＣＨ又は窒素原子であり、
　Ｒ１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３

～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、又はＲ２とＲ３及びＲ４と
Ｒ５はそれぞれ独立にそれらが結合する炭素原子と一緒になってカルボニル基（Ｃ＝Ｏ）
を形成し、
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　Ｒ６は、それぞれ独立してオキソ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１

～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであ
り、
　ｎは、０～２であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４はそれぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒド
ロキシ、ニトロ、ホルミル、メルカプト、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、
Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ

６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ２～Ｃ６アルケニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ア
ルキニルオキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニルオキシ、Ｃ２～
Ｃ６ハロアルキニルオキシ、カルボキシ、カルバモイル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ

３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアル
コキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルコキシアルキル、Ｃ２

～Ｃ６ハロアルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ

８アルコキシアルコキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルコキシ、Ｃ４～Ｃ１０シク
ロアルキルアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルア
ルキル、Ｃ４～Ｃ１０アルキルシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４シクロアルキルシクロアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルキルアルキル、Ｃ６～Ｃ１４ハロシクロアルキルシク
ロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロアルキルシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ１０アルキルシクロア
ルキルアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルケニル、－Ｓ
Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５、－（Ｃ１～Ｃ

６アルキル）Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキル
スルフィニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、
Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シ
クロアルコキシカルボニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキルアルコキシカルボニル、Ｃ２～
Ｃ６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８

シクロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６

ハロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８シクロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ３

～Ｃ６アルキルカルボニルアルコキシ、－ＮＲ２６Ｒ２７、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノア
ルキル、Ｃ３～Ｃ８（ジアルキルアミノ）アルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルアミノアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアミノアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニルアミ
ノ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、
Ｃ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）カルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルアミノカルボ
ニル、Ｃ２～Ｃ８（Ｎ－アルコキシ－Ｎ－アルキル）アミノ、Ｃ２～Ｃ８（ジアルキルア
ミノ）オキシ、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルヒドラジニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリ
ル、Ｃ４～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキル、Ｃ５～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリルオキシ、Ｃ４～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコ
キシ、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコキシアルキル、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキル
シリルアルキニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルオキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルスルホニルオキシアルキル、－Ｃ（＝ＮＯＲ２８）Ｒ２９、－Ｃ（＝ＮＲ３０

）Ｒ２９、Ｃ２～Ｃ６シアノアルキル、フェニル、フェノキシ又はベンジルであり、又は
Ｘ１及びＸ２、Ｘ２及びＸ３並びにＸ３及びＸ４は、一緒になって酸素原子、硫黄原子、
－ＮＲ３１－を含んでもよいＣ２～Ｃ６アルキレン鎖を形成し、又はそれらが結合する炭
素原子と一緒になってチオフェン環、ピリジン環、ピロール環、イミダゾール環、ベンゼ
ン環、ナフタレン環、ピリミジン環、フラン環、ピラジン環、ピラゾール環又はオキサゾ
ール環を形成し、
　Ｒ２５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、フェニル又はベンジルで
あり、フェニル又はベンジルは１以上Ｒ３２で置換されていてもよく、
　Ｒ３２は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
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、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８シクロアルコキシ、Ｃ

３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルフィニ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニル、ハロゲン原子、シアノ又はヒド
ロキシであり、
　Ｒ２６及びＲ２７は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ア
ルコキシ、Ｃ２～Ｃ８ジアルキルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル又はＣ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）
カルボニルであり、
　Ｒ２８は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル又はベンジルであ
り、
　Ｒ２９は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアルキル、フ
ェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、フェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル
、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６ハロシクロア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルフィニルアルキル、
Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ３～Ｃ６アルコキシカルボ
ニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ３～Ｃ６（ジアルキルアミノ）
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルであ
り、
　Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立してＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン原子、Ｃ３～Ｃ６シ
クロアルキル又はＣ１～Ｃ４ハロアルキルであり、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒドロキシ、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ
、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ

１～Ｃ６アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルフィニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルで
あり、
　Ｇ１は、酸素原子又は硫黄原子である｝
で表される化合物、そのエナンチオマー、もしくはそれらの混合物、又はその農園芸上許
容可能な塩の少なくとも一種と、（ｂ）農園芸用殺菌剤又はその塩の少なくとも一種とを
含み、
　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、核酸合成阻害剤、有糸核分裂と細胞分裂阻
害剤、呼吸阻害剤、アミノ酸及びタンパク質生合成阻害剤、シグナル伝達阻害剤、脂質及
び細胞膜生合成阻害剤、細胞膜のステロール生合成阻害剤、細胞壁生合成阻害剤、細胞壁
のメラニン合成阻害剤、宿主植物の抵抗性誘導剤、又は多作用点接触阻害剤から選択され
る、
殺菌性組成物。
【請求項２】
　（ａ）式［１］
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【化２】

｛式中、Ｔは、ＣＨ又は窒素原子であり、
　Ｒ１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３

～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、又はＲ２とＲ３及びＲ４と
Ｒ５はそれぞれ独立にそれらが結合する炭素原子と一緒になってカルボニル基（Ｃ＝Ｏ）
を形成し、
　Ｒ６は、それぞれ独立してオキソ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１

～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであ
り、
　ｎは、０～２であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４はそれぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒド
ロキシ、ニトロ、ホルミル、メルカプト、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、
Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ

６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ２～Ｃ６アルケニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ア
ルキニルオキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニルオキシ、Ｃ２～
Ｃ６ハロアルキニルオキシ、カルボキシ、カルバモイル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ

３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアル
コキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルコキシアルキル、Ｃ２

～Ｃ６ハロアルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ

８アルコキシアルコキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルコキシ、Ｃ４～Ｃ１０シク
ロアルキルアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルア
ルキル、Ｃ４～Ｃ１０アルキルシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４シクロアルキルシクロアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルキルアルキル、Ｃ６～Ｃ１４ハロシクロアルキルシク
ロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロアルキルシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ１０アルキルシクロア
ルキルアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルケニル、－Ｓ
Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５、－（Ｃ１～Ｃ

６アルキル）Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキル
スルフィニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、
Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シ
クロアルコキシカルボニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキルアルコキシカルボニル、Ｃ２～
Ｃ６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８

シクロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６

ハロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８シクロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ３

～Ｃ６アルキルカルボニルアルコキシ、－ＮＲ２６Ｒ２７、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノア
ルキル、Ｃ３～Ｃ８（ジアルキルアミノ）アルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルアミノアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアミノアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニルアミ
ノ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、
Ｃ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）カルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルアミノカルボ
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ニル、Ｃ２～Ｃ８（Ｎ－アルコキシ－Ｎ－アルキル）アミノ、Ｃ２～Ｃ８（ジアルキルア
ミノ）オキシ、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルヒドラジニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリ
ル、Ｃ４～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキル、Ｃ５～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリルオキシ、Ｃ４～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコ
キシ、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコキシアルキル、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキル
シリルアルキニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルオキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルスルホニルオキシアルキル、－Ｃ（＝ＮＯＲ２８）Ｒ２９、－Ｃ（＝ＮＲ３０

）Ｒ２９、Ｃ２～Ｃ６シアノアルキル、フェニル、フェノキシ又はベンジルであり、又は
Ｘ１及びＸ２、Ｘ２及びＸ３並びにＸ３及びＸ４は、一緒になって酸素原子、硫黄原子、
－ＮＲ３１－を含んでもよいＣ２～Ｃ６アルキレン鎖を形成し、又はそれらが結合する炭
素原子と一緒になってチオフェン環、ピリジン環、ピロール環、イミダゾール環、ベンゼ
ン環、ナフタレン環、ピリミジン環、フラン環、ピラジン環、ピラゾール環又はオキサゾ
ール環を形成し、
　Ｒ２５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、フェニル又はベンジルで
あり、フェニル又はベンジルは１以上Ｒ３２で置換されていてもよく、
　Ｒ３２は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８シクロアルコキシ、Ｃ

３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルフィニ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニル、ハロゲン原子、シアノ又はヒド
ロキシであり、
　Ｒ２６及びＲ２７は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ア
ルコキシ、Ｃ２～Ｃ８ジアルキルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル又はＣ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）
カルボニルであり、
　Ｒ２８は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル又はベンジルであ
り、
　Ｒ２９は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアルキル、フ
ェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、フェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル
、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６ハロシクロア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルフィニルアルキル、
Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ３～Ｃ６アルコキシカルボ
ニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ３～Ｃ６（ジアルキルアミノ）
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルであ
り、
　Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立してＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン原子、Ｃ３～Ｃ６シ
クロアルキル又はＣ１～Ｃ４ハロアルキルであり、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒドロキシ、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ
、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ
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１～Ｃ６アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルフィニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルで
あり、
　Ｇ１は、酸素原子又は硫黄原子である｝
で表される化合物、そのエナンチオマー、もしくはそれらの混合物、又はその農園芸上許
容可能な塩の少なくとも一種と、（ｂ）農園芸用殺菌剤又はその塩の少なくとも一種とを
含み、
　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、フララ
キシル、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ、オキサジキシル、オフレース、ブピリメート
、ジメチリモル、エチリモル、ヒメキサゾール、オクチリノン、オキソリニック酸、ベノ
ミル、カルベンダジム、フベリダゾール、チアベンダゾール、チオファネート、チオファ
ネートメチル、ジエトフェンカルブ、ゾキサミド、エタボキサム、ペンシクロン、フルオ
ピコリド、ジフルメトリム、トルフェンピラド、ベノダニル、フルトラニル、メプロニル
、イソフェタミド、フルオピラム、フェンフラム、カルボキシン、オキシカルボキシン、
チフルザミド、ベンゾビンディフルピル、ビキサフェン、フルキサピロキサド、フラメト
ピル、イソピラザム、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、ボスカリド、アゾ
キシストロビン、クモキシストロビン、エノキサストロビン、フルフェノキシストロビン
、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、トリクロピリカルブ
、クレソキシムメチル、トリフロキシストロビン、ジモキシストロビン、フェナミンスト
ロビン、メトミノストロビン、オリサストロビン、ファモキサドン、フルオキサストロビ
ン、マンデストロビン、ピリミノストロビン、フェナミドン、ピリベンカルブ、シアゾフ
ァミド、アミスルブロム、アメトクトラジン、フルアジナム、シプロジニル、メパニピリ
ム、ピリメタニル、ブラストサイジンＳ、カスガマイシン、ストレプトマイシン、オキシ
テトラサイクリン、キノキシフェン、プロキナジド、フェンピクロニル、フルジオキソニ
ル、クロゾリネート、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン、エジフェンホス、
イプロベンホス（ＩＢＰ）、ピラゾホス、イソプロチオラン、ビフェニル、クロロネブ、
ジクロラン、キントゼン（ＰＣＮＢ）、テクナゼン（ＴＣＮＢ）、トルクロホス－メチル
、エトリジアゾール、ヨードカルブ、プロパモカルブ、プロチオカルブ、Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｓｙｎ．、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅ
ｎｓ　ＱＳＴ７１３株、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ＦＺ
Ｂ２４株、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ＭＢＩ６００株、
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　Ｄ７４７株、Ｍｅｌａｍｅｕ
ｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ（ティーツリー）抽出物、トリホリン、ピリフェノック
ス、ピリゾキサゾール、フェナリモル、ヌアリモル、イマザリル、オキスポコナゾール、
ペフラゾエート、プロクロラズ、トリフルミゾール、アザコナゾール、ビテルタノール、
ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシ
コナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾー
ル、フルトリアホル、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコ
ナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、シメコナゾール、テブ
コナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール
、プロチオコナゾール、アルジモルフ、ドデモルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ
、フェンプロピジン、ピペラリン、スピロキサミン、フェンヘキサミド、フェンピラザミ
ン、ピリブチカルブ、ナフチフィン、テルビナフィン、バリダマイシン、ポリオキシン、
ジメトモルフ、フルモルフ、ピリモルフ、ベンチアバリカルブ、イプロバリカルブ、バリ
フェナレート、マンジプロパミド、フサライド、ピロキロン、トリシクラゾール、カルプ
ロパミド、ジクロシメット、フェノキサニル、トルプロカルブ、アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル、プロベナゾール、チアジニル、イソチアニル、ラミナリン、Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ
　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ（オオイタドリ）抽出物、銅、塩基性硫酸銅、硫黄、ファ
ーバム、マンゼブ、マネブ、メチラム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム、キャプタ
ン、カプタホル、ホルペット、クロロタロニル、ジクロフルアニド、トリフルアニド、グ
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アザチン、イミノクタジン、アニラジン、ジチアノン、キノメチオネート、フルオロイミ
ド、シモキサニル、ホセチル－アルミニウム、亜リン酸、テクロフタラム、トリアゾキシ
ド、フルスルファミド、ジクロメジン、メタスルホカルブ、シフルメナミド、メトラフェ
ノン、ピリオフェノン、ドジン、フルチアニル、フェリムゾン、テブフロキン、オキサチ
アピプロリン、ピカルブトラゾクス、ＮＮＦ－０７２１、ＮＣ－２３３、ＮＦ－１７１、
又はこれらの塩から選択される
殺菌性組成物。
【請求項３】
　式［１］の化合物が
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、及び
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビ
ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
もしくはこれらの混合物から選択される
請求項１又は２に記載の殺菌性組成物。
【請求項４】
　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、ベンチアバリカルブ、バリフェナレート、
ゾキサミド、ファモキサドン、イプロバリカルブ、フェナミドン、フルオピコリド、アメ
トクトラジン、シアゾファミド、マンジプロパミド、メタラキシル－Ｍ、エタボキサム、
ジメトモルフ、シモキサニル、塩基性硫酸銅、クロロタロニル、マンゼブ、プロピネブ、
キャプタン、クレソキシム－メチル、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、フ
ルアジナム、ピリベンカルブ、ペンチオピラド、キノキシフェン、ピリオフェノン、プロ
パモカルブ、ホセチル－アルミニウム、イミノクタジン、フルジオキソニル、チオファネ
ート－メチル、イプロジオン、テブコナゾール、シプロジニル、アミスルブロム、トリシ
クラゾール、ポリオキシン、テブフロキン、プロピコナゾール、オキサチアピプロリン、
又はこれらの塩から選択される、請求項２に記載の殺菌性組成物。
【請求項５】
　農園芸用殺菌剤として使用する、請求項１～４の何れか１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項６】
　（ａ）請求項１に記載の式［１］で表される化合物、および（ｂ）農園芸用殺菌剤又は
その塩を、植物または植物周辺の領域に処理する工程を含み、成分（ａ）および成分（ｂ
）が同時に、連続して、または別々に処理され、
　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、核酸合成阻害剤、有糸核分裂と細胞分裂阻
害剤、呼吸阻害剤、アミノ酸及びタンパク質生合成阻害剤、シグナル伝達阻害剤、脂質及
び細胞膜生合成阻害剤、細胞膜のステロール生合成阻害剤、細胞壁生合成阻害剤、細胞壁
のメラニン合成阻害剤、宿主植物の抵抗性誘導剤、又は多作用点接触阻害剤から選択され
る、
植物有害生物の防除方法。
【請求項７】
　（ａ）請求項１に記載の式［１］で表される化合物、および（ｂ）農園芸用殺菌剤又は
その塩を、植物または植物周辺の領域に処理する工程を含み、成分（ａ）および成分（ｂ
）が同時に、連続して、または別々に処理され、
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　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、フララ
キシル、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ、オキサジキシル、オフレース、ブピリメート
、ジメチリモル、エチリモル、ヒメキサゾール、オクチリノン、オキソリニック酸、ベノ
ミル、カルベンダジム、フベリダゾール、チアベンダゾール、チオファネート、チオファ
ネートメチル、ジエトフェンカルブ、ゾキサミド、エタボキサム、ペンシクロン、フルオ
ピコリド、ジフルメトリム、トルフェンピラド、ベノダニル、フルトラニル、メプロニル
、イソフェタミド、フルオピラム、フェンフラム、カルボキシン、オキシカルボキシン、
チフルザミド、ベンゾビンディフルピル、ビキサフェン、フルキサピロキサド、フラメト
ピル、イソピラザム、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、ボスカリド、アゾ
キシストロビン、クモキシストロビン、エノキサストロビン、フルフェノキシストロビン
、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、トリクロピリカルブ
、クレソキシムメチル、トリフロキシストロビン、ジモキシストロビン、フェナミンスト
ロビン、メトミノストロビン、オリサストロビン、ファモキサドン、フルオキサストロビ
ン、マンデストロビン、ピリミノストロビン、フェナミドン、ピリベンカルブ、シアゾフ
ァミド、アミスルブロム、アメトクトラジン、フルアジナム、シプロジニル、メパニピリ
ム、ピリメタニル、ブラストサイジンＳ、カスガマイシン、ストレプトマイシン、オキシ
テトラサイクリン、キノキシフェン、プロキナジド、フェンピクロニル、フルジオキソニ
ル、クロゾリネート、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン、エジフェンホス、
イプロベンホス（ＩＢＰ）、ピラゾホス、イソプロチオラン、ビフェニル、クロロネブ、
ジクロラン、キントゼン（ＰＣＮＢ）、テクナゼン（ＴＣＮＢ）、トルクロホス－メチル
、エトリジアゾール、ヨードカルブ、プロパモカルブ、プロチオカルブ、Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｓｙｎ．、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅ
ｎｓ　ＱＳＴ７１３株、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ＦＺ
Ｂ２４株、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ＭＢＩ６００株、
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　Ｄ７４７株、Ｍｅｌａｍｅｕ
ｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ（ティーツリー）抽出物、トリホリン、ピリフェノック
ス、ピリゾキサゾール、フェナリモル、ヌアリモル、イマザリル、オキスポコナゾール、
ペフラゾエート、プロクロラズ、トリフルミゾール、アザコナゾール、ビテルタノール、
ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシ
コナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾー
ル、フルトリアホル、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコ
ナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、シメコナゾール、テブ
コナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール
、プロチオコナゾール、アルジモルフ、ドデモルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ
、フェンプロピジン、ピペラリン、スピロキサミン、フェンヘキサミド、フェンピラザミ
ン、ピリブチカルブ、ナフチフィン、テルビナフィン、バリダマイシン、ポリオキシン、
ジメトモルフ、フルモルフ、ピリモルフ、ベンチアバリカルブ、イプロバリカルブ、バリ
フェナレート、マンジプロパミド、フサライド、ピロキロン、トリシクラゾール、カルプ
ロパミド、ジクロシメット、フェノキサニル、トルプロカルブ、アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル、プロベナゾール、チアジニル、イソチアニル、ラミナリン、Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ
　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ（オオイタドリ）抽出物、銅、塩基性硫酸銅、硫黄、ファ
ーバム、マンゼブ、マネブ、メチラム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム、キャプタ
ン、カプタホル、ホルペット、クロロタロニル、ジクロフルアニド、トリフルアニド、グ
アザチン、イミノクタジン、アニラジン、ジチアノン、キノメチオネート、フルオロイミ
ド、シモキサニル、ホセチル－アルミニウム、亜リン酸、テクロフタラム、トリアゾキシ
ド、フルスルファミド、ジクロメジン、メタスルホカルブ、シフルメナミド、メトラフェ
ノン、ピリオフェノン、ドジン、フルチアニル、フェリムゾン、テブフロキン、オキサチ
アピプロリン、ピカルブトラゾクス、ＮＮＦ－０７２１、ＮＣ－２３３、ＮＦ－１７１、
又はこれらの塩から選択される、
植物有害生物の防除方法。
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【請求項８】
　前記処理が、噴霧、散布、散粉、スプレー、拡散、浸漬、灌注、注入、散水（浸水）、
発泡、塗布、粉衣、コーティング、吹付け、くん蒸、くん煙、煙霧および塗装からなる群
から選ばれる少なくとも一つである、請求項６又は７に記載の植物有害生物の防除方法。
【請求項９】
　前記植物周辺の領域が、土壌、水田、水耕栽培の水、および栽培資材からなる群から選
ばれる少なくとも一つである、請求項６～８の何れか１項に記載の植物有害生物の防除方
法。
【請求項１０】
　式［１］の化合物が
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、及び
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビ
ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
もしくはこれらの混合物から選択される
請求項６～９の何れか１項に記載の植物有害生物の防除方法。
【請求項１１】
　成分（ｂ）の農園芸用殺菌剤又はその塩が、ベンチアバリカルブ、バリフェナレート、
ゾキサミド、ファモキサドン、イプロバリカルブ、フェナミドン、フルオピコリド、アメ
トクトラジン、シアゾファミド、マンジプロパミド、メタラキシル－Ｍ、エタボキサム、
ジメトモルフ、シモキサニル、塩基性硫酸銅、クロロタロニル、マンゼブ、プロピネブ、
キャプタン、クレソキシム－メチル、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、フ
ルアジナム、ピリベンカルブ、ペンチオピラド、キノキシフェン、ピリオフェノン、プロ
パモカルブ、ホセチル－アルミニウム、イミノクタジン、フルジオキソニル、チオファネ
ート－メチル、イプロジオン、テブコナゾール、シプロジニル、アミスルブロム、トリシ
クラゾール、ポリオキシン、テブフロキン、プロピコナゾール、オキサチアピプロリン、
又はこれらの塩から選択される、
請求項７に記載の植物有害生物の防除方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、縮合１１員環化合物、そのエナンチオマー、もしくはそれらの混合物、又は
その農園芸上許容可能な塩の少なくとも一種と、他の農園芸用殺菌剤又はその塩を少なく
とも一種とを含有することを特徴とする殺菌性組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　これまでに多くの農園芸用殺菌剤が見出されてきているが、薬剤感受性低下の問題、効
果の持続性の問題、使用時の安全性（例えば、作業者への安全性）や、環境影響面での安
全性から、いまなお効力が高く、安全性の高い新規薬剤が求められている。また、植物病
原菌が、薬剤に対する耐性、低感受性を獲得することを妨げる防除方法が求められている
。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第１９９３／０９１１３号
【特許文献２】特開２００４－１３７２５５号公報
【特許文献３】国際公開第２０１２／０３７４１１号
【特許文献４】国際公開第２０１０／０７７７５２号
【特許文献５】米国特許第４２１８４６４号
【特許文献６】国際公開第２００９／０１４６３７号
【特許文献７】国際公開第２００６／０８２００１号
【特許文献８】国際公開第２００３／００８４７５号
【特許文献９】国際公開第２０１２／０８２５８０号
【特許文献１０】国際公開第２００７／０１４２９０号
【特許文献１１】国際公開第２００８／０９１５８０号
【特許文献１２】国際公開第２００９／０９４４０７号
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】JANSEN, R. J. et al., Journal of Organic Chemistry, 2001, Vol.66
, No.8, pp.2643-2653
【非特許文献２】AHAD, J. et al., Journal of the Chemical Society, Perkin Transac
tions 1 ： Organic and Bio-organic Chemistry, 1980, No.11, pp.2445-2449
【非特許文献３】SANTOSO, H. et al., Organic & Biomolecular Chemistry, 2014, Vol.
12, No.1, pp.171-176
【非特許文献４】BHATTACHARJEE, D. et al., Journal of Heterocyclic Chemistry, 198
0, Vol.17, No.2, pp.315-320
【非特許文献５】MEISENHEIMER, P. L. et al.,DRUG METABOLISM AND DISPOSITION, 2011
, Vol.39, No.12, pp.2403-2410
【非特許文献６】ＦＲＡＣコード表（２０１５年）、ＦＲＡＣ（Ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ　Ｒ
ｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）
【非特許文献７】ペスチサイド　マニュアル（２０１３年）、ブリティシュクロッププロ
テクションカウンシル
【非特許文献８】クミアイ農薬総覧(２０１４年)、全国農業協同組合連合会
【非特許文献９】ＳＨＩＢＵＹＡ　ＩＮＤＥＸ(第１７版)、全国農村教育協会
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　有用作物の病害防除には多くの農園芸用殺菌化合物が使用されており、殺菌活性能力を
向上させるために農園芸用殺菌化合物を混合して農薬製剤を開発する事も試みられている
が、これらの防除効果は十分とは言えない。本発明は、かかる問題を解決した優れた殺菌
活性を有する新規な殺菌性組成物を提供する事を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、前記の課題を解決するために鋭意検討した結果、下記式［１］に示すあ
る種の縮合１１員環化合物と他の農園芸用殺菌化合物とを組み合わせて用いることにより
、植物病害を効率的に防除できる事を見出した。本発明はこの知見に基づくものである。
【０００７】
　（１）
　（ａ）式［１］
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【化１】

｛式中、Ｔは、ＣＨ又は窒素原子であり、
　Ｒ１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３

～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであり、又はＲ２とＲ３及びＲ４と
Ｒ５はそれぞれ独立にそれらが結合する炭素原子と一緒になってカルボニル基（Ｃ＝Ｏ）
を形成し、
　Ｒ６は、それぞれ独立してオキソ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ１

～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲン原子、シアノ又はヒドロキシであ
り、
　ｎは、０～２であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４はそれぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒド
ロキシ、ニトロ、ホルミル、メルカプト、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、
Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ

６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ２～Ｃ６アルケニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ア
ルキニルオキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニルオキシ、Ｃ２～
Ｃ６ハロアルキニルオキシ、カルボキシ、カルバモイル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ

３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアル
コキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルコキシアルキル、Ｃ２

～Ｃ６ハロアルコキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ

８アルコキシアルコキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルコキシ、Ｃ４～Ｃ１０シク
ロアルキルアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルア
ルキル、Ｃ４～Ｃ１０アルキルシクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４シクロアルキルシクロアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０ハロシクロアルキルアルキル、Ｃ６～Ｃ１４ハロシクロアルキルシク
ロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０ハロアルキルシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ１０アルキルシクロア
ルキルアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルケニル、－Ｓ
Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）Ｒ２５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５、－（Ｃ１～Ｃ

６アルキル）Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキル
スルフィニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、
Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シ
クロアルコキシカルボニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキルアルコキシカルボニル、Ｃ２～
Ｃ６アルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８

シクロアルキルカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６

ハロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ４～Ｃ８シクロアルコキシカルボニルオキシ、Ｃ３

～Ｃ６アルキルカルボニルアルコキシ、－ＮＲ２６Ｒ２７、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノア
ルキル、Ｃ３～Ｃ８（ジアルキルアミノ）アルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキルアミノアル
キル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアミノアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニルアミ
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ノ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、
Ｃ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）カルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルアミノカルボ
ニル、Ｃ２～Ｃ８（Ｎ－アルコキシ－Ｎ－アルキル）アミノ、Ｃ２～Ｃ８（ジアルキルア
ミノ）オキシ、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルヒドラジニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリ
ル、Ｃ４～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキル、Ｃ５～Ｃ１０トリアルキルシリルアルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ１０トリアルキルシリルオキシ、Ｃ４～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコ
キシ、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキルシリルアルコキシアルキル、Ｃ５～Ｃ１２トリアルキル
シリルアルキニルオキシ、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルオキシアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルスルホニルオキシアルキル、－Ｃ（＝ＮＯＲ２８）Ｒ２９、－Ｃ（＝ＮＲ３０

）Ｒ２９、Ｃ２～Ｃ６シアノアルキル、フェニル、フェノキシ又はベンジルであり、又は
Ｘ１及びＸ２、Ｘ２及びＸ３並びにＸ３及びＸ４は、一緒になって酸素原子、硫黄原子、
－ＮＲ３１－を含んでもよいＣ２～Ｃ６アルキレン鎖を形成し、又はそれらが結合する炭
素原子と一緒になってチオフェン環、ピリジン環、ピロール環、イミダゾール環、ベンゼ
ン環、ナフタレン環、ピリミジン環、フラン環、ピラジン環、ピラゾール環又はオキサゾ
ール環を形成し、
　Ｒ２５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、フェニル又はベンジルで
あり、フェニル又はベンジルは１以上のＲ３２で置換されていてもよく、
　Ｒ３２は、それぞれ独立してＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～
Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８シク
ロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルチオ、Ｃ

１～Ｃ６ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニル、ハロゲン原子
、シアノ又はヒドロキシであり、
　Ｒ２６及びＲ２７は、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ア
ルコキシ、Ｃ２～Ｃ８ジアルキルアミノ、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカ
ルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルコキシカルボニル又はＣ３～Ｃ１０（ジアルキルアミノ）
カルボニルであり、
　Ｒ２８は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル又はベンジルであ
り、
　Ｒ２９は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハ
ロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、Ｃ４～Ｃ１０シクロアルキルアルキル、フ
ェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３～Ｃ８ハロシクロアルキル、フェニル又はベンジルであり、
　Ｒ３１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル
、Ｃ２～Ｃ６アルコキシアルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ６ハロシクロア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルチオアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルフィニルアルキル、
Ｃ２～Ｃ６アルキルスルホニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ３～Ｃ６アルコキシカルボ
ニルアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ３～Ｃ６（ジアルキルアミノ）
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルであ
り、
　Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立してＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン原子、Ｃ３～Ｃ６シ
クロアルキル又はＣ１～Ｃ４ハロアルキルであり、
　Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒドロキシ、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ１～Ｃ６ハロア
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ルキル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルケニル、Ｃ２～Ｃ６ハロアルキニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ
、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオ、Ｃ

１～Ｃ６アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキ
ルチオ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルスルフィニル又はＣ１～Ｃ６ハロアルキルスルホニルで
あり、
　Ｇ１は、酸素原子又は硫黄原子である。｝
で表される化合物、そのエナンチオマー、もしくはそれらの混合物、又はその農園芸上許
容可能な塩の少なくとも一種と、（ｂ）農園芸用殺菌剤又はその塩を少なくとも一種とを
含む殺菌性組成物。
【０００８】
　（２）
　式［１］の化合物が
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、水素原子であり、
　ｎは、０であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４がそれぞれ独立して水素原子、ハロゲン原子、シアノ、ヒド
ロキシ、ニトロ、ホルミル、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ４

ヒドロキシアルキル、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ、Ｃ１～Ｃ４ハロアルコキシ、－ＳＲ２５、
－Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５、Ｃ２～Ｃ４アルキルカルボニルオキシ、Ｃ

２～Ｃ４アルコキシカルボニルオキシ、又は－Ｃ（＝ＮＯＲ２８）Ｒ２９であり、
　Ｒ２５はＣ１～Ｃ４アルキル、シクロプロピル又はＣ１～Ｃ４ハロアルキルであり、
　Ｒ２８及びＲ２９は、それぞれ独立して水素原子又はメチルであり、
　Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立してＣ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン原子又はＣ１～Ｃ４

ハロアルキルであり、
　Ｒ９及びＲ１０は水素原子であり、
　Ｇ１は酸素原子である
（１）に記載の殺菌性組成物。
【０００９】
　（３）
　式［１］の化合物が
　Ｘ１は－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５であり、
　Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、
　Ｘ４は水素原子、ニトロ、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、メチル、メトキシ、ジフ
ルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ又は－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５であり、
　Ｒ２５はメチルであり、
　Ｒ７は、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又は塩素原子であり、
　Ｒ８は、それぞれ独立してメチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル又は塩素原
子である
（１）または（２）に記載の殺菌性組成物。
【００１０】
　（４）
　式［１］の化合物が
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、及び
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　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビ
ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン
もしくはこれらの混合物から選択される
（１）～（３）の何れか一つに記載の殺菌性組成物。
【００１１】
　（５）
　成分（ｂ）が、ベンチアバリカルブ、バリフェナレート、ゾキサミド、ファモキサドン
、イプロバリカルブ、フェナミドン、フルオピコリド、アメトクトラジン、シアゾファミ
ド、マンジプロパミド、メタラキシル－Ｍ、エタボキサム、ジメトモルフ、シモキサニル
、塩基性硫酸銅、クロロタロニル、マンゼブ、プロピネブ、キャプタン、クレソキシム－
メチル、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、フルアジナム、ピリベンカルブ
、ペンチオピラド、キノキシフェン、ピリオフェノン、プロパモカルブ、ホセチル－アル
ミニウム、イミノクタジン、フルジオキソニル、チオファネート－メチル、イプロジオン
、テブコナゾール、シプロジニル、アミスルブロム、トリシクラゾール、ポリオキシン、
テブフロキン、プロピコナゾール、オキサチアピプロリン又はこれらの塩から選択される
少なくとも一種の化合物を含む、（１）～（４）の何れか一つに記載の殺菌性組成物。
【００１２】
　（６）
　農園芸用殺菌剤として使用する、（１）～（５）の何れか一つに記載の殺菌性組成物。
【００１３】
　（７）
　（ａ）（１）に記載の式［１］で表される化合物、および（ｂ）農園芸用殺菌剤又はそ
の塩を、植物または植物周辺の領域に処理する工程を含み、成分（ａ）および成分（ｂ）
が同時に、連続して、または別々に処理される、植物有害生物の防除方法。
【００１４】
　（８）
　前記処理が、噴霧、散布、散粉、スプレー、拡散、浸漬、灌注、注入、散水（浸水）、
発泡、塗布、粉衣、コーティング、吹付け、くん蒸、くん煙、煙霧および塗装からなる群
から選ばれる少なくとも一つである、（７）に記載の植物有害生物の防除方法。
【００１５】
　（９）
　前記植物周辺の領域が、土壌、水田、水耕栽培の水、および栽培資材からなる群から選
ばれる少なくとも一つである、（７）又は（８）に記載の植物有害生物の防除方法。
【００１６】
　（１０）
　式［１］の化合物が
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
　４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベンゾ
ジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、及び
　４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－
２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビ
ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン、
もしくはこれらの混合物から選択される
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（７）～（９）の何れか一つに記載の植物有害生物の防除方法。
【００１７】
　（１１）
　成分（ｂ）が、ベンチアバリカルブ、バリフェナレート、ゾキサミド、ファモキサドン
、イプロバリカルブ、フェナミドン、フルオピコリド、アメトクトラジン、シアゾファミ
ド、マンジプロパミド、メタラキシル－Ｍ、エタボキサム、ジメトモルフ、シモキサニル
、塩基性硫酸銅、クロロタロニル、マンゼブ、プロピネブ、キャプタン、クレソキシム－
メチル、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、フルアジナム、ピリベンカルブ
、ペンチオピラド、キノキシフェン、ピリオフェノン、プロパモカルブ、ホセチル－アル
ミニウム、イミノクタジン、フルジオキソニル、チオファネート－メチル、イプロジオン
、テブコナゾール、シプロジニル、アミスルブロム、トリシクラゾール、ポリオキシン、
テブフロキン、プロピコナゾール、オキサチアピプロリン又はこれらの塩から選択される
少なくとも一種の化合物を含む、
（７）～（１０）の何れか一つに記載の植物有害生物の防除方法。
【発明の効果】
【００１８】
　式［１］で示される縮合１１員環化合物自体も有害生物、即ち、農園芸用植物に対する
病原菌に対して優れた防除効果を示すが、本発明である殺菌性組成物として使用した場合
に優れた相乗効果を発揮する。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明について詳細に説明する。
【００２０】
　本発明における上記縮合１１員環化合物には、式［１］で示される縮合１１員環化合物
の他に、当該化合物の塩、及び式［１］で示される縮合１１員環化合物のＮ－オキシドも
包含される。ここで塩としては特に限定されず、例えば、農薬製造上許容される塩が挙げ
られ、具体的には、ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、アルミ
ニウム塩などが挙げられる。さらに本発明化合物に存在するすべての可能な立体異性体も
しくは光学異性体も、式［１］で示される縮合１１員環化合物の範囲に含まれる。
【００２１】
　本発明の縮合１１員環化合物は、非晶性物質または結晶の形態で使用されてもよく、水
和物、溶媒和物を形成した固体、または溶液、懸濁液の形態で使用することもできる。本
発明の縮合１１員環化合物は、他の成分との混合物として使用してもよいほか、式［１］
の化合物の混合物、特にラセミ体などのエナンチオマーの混合物やジアステレオマーの混
合物として使用することも含まれる。
【００２２】
　式［１］は、本発明によって使用し得る縮合１１員環化合物の一般的な定義を与えてい
る。上記及び下記において示される式に関する基の好ましい定義について、以下に記載す
る。そのような定義は、式［１］で表される最終生成物に適用され、及び、同様に、全て
の中間体にも適用される。
【００２３】
　以下に好ましい形態を記載する。
【００２４】
　Ｔは、好ましくはＣＨである。
【００２５】
　Ｒ１は、好ましくは水素原子である。
【００２６】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、好ましくは水素原子又はメチルであり、さらに好ましく
は水素原子である。
【００２７】
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　ｎは、好ましくは０である（すなわち、Ｒ６は、好ましくは存在しない）。
【００２８】
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４はそれぞれ独立して、好ましくは、水素原子、ハロゲン原子
、シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、ホルミル、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ハロアルキ
ル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ、Ｃ１～Ｃ４ハロアルコキシ
、－ＳＲ２５、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ２５、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５、Ｃ２～Ｃ４アルキルカルボ
ニルオキシ、Ｃ２～Ｃ４アルコキシカルボニルオキシ、又は－Ｃ（＝ＮＯＲ２８）Ｒ２９

であり、さらに好ましくは、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４のうち少なくとも一つは－ＯＳ（
＝Ｏ）２Ｒ２５であり、特に好ましくは、Ｘ１は、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５であり、特に好
ましくは、Ｘ２及びＸ３は、水素原子であり、特に好ましくは、Ｘ４は、水素原子、ニト
ロ、フッ素原子、臭素原子、メチル、メトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメト
キシ又は－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ２５であり、最も好ましくは、Ｘ４は、水素原子、ニトロ、メ
チル、フッ素原子又はメトキシである。
【００２９】
　Ｒ２５は、好ましくは、Ｃ１～Ｃ４アルキル、シクロプロピル又はＣ１～Ｃ４ハロアル
キルであり、さらに好ましくは、メチルである。
【００３０】
　Ｒ２８は、好ましくは、水素原子又はＣ１～Ｃ４アルキルであり、さらに好ましくは、
水素原子又はメチルである。
【００３１】
　Ｒ２９は、好ましくは、水素原子又はＣ１～Ｃ４アルキルであり、さらに好ましくは、
水素原子又はメチルである。
【００３２】
　Ｒ７、Ｒ８はそれぞれ独立して、好ましくは、Ｃ１～Ｃ４アルキル、ハロゲン原子又は
Ｃ１～Ｃ４ハロアルキルであり、さらに好ましくは、メチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロメチル又は塩素原子である。
【００３３】
　Ｒ９及びＲ１０は、好ましくは水素原子である。
【００３４】
　Ｇ１は、好ましくは酸素原子である。
【００３５】
　一般的な範囲又は好ましい範囲において、上記で示されている基の定義及び説明は、必
要に応じて互いに組み合わせることも可能である。即ち、それぞれの範囲と好ましい範囲
の間で組み合わせることも可能である。それらは、最終生成物とそれに対応する前駆体及
び中間体の両方に適用される。
【００３６】
　好ましい１つの態様は、式［１］｛式中、Ｒ７はトリフルオロメチルであり、Ｒ８はメ
チルを表す｝で表される化合物である。
【００３７】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｒ７及びＲ８はトリフルオロメチ
ルを表す｝で表される化合物である。
【００３８】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｒ７及びＲ８はジフルオロメチル
を表す｝で表される化合物である。
【００３９】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｒ７及びＲ８はメチルを表す｝で
表される化合物である。
【００４０】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｒ７及びＲ８は塩素原子を表す｝
で表される化合物である。
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【００４１】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４のうち
少なくとも一つはメチルスルホニルオキシを表す｝で表される化合物である。
【００４２】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４は水素原子を表す｝で表される化合物である。
【００４３】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４はフッ素原子を表す｝で表される化合物であ
る。
【００４４】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４は塩素原子を表す｝で表される化合物である
。
【００４５】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４は臭素原子を表す｝で表される化合物である
。
【００４６】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４はメトキシを表す｝で表される化合物である
。
【００４７】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４はシアノを表す｝で表される化合物である。
【００４８】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４はニトロを表す｝で表される化合物である。
【００４９】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１はメチルスルホニルオキシで
あり、Ｘ２及びＸ３は水素原子であり、Ｘ４はトリフルオロメトキシを表す｝で表される
化合物である。
【００５０】
　好ましい別の態様は、さらにまた、式［１］｛式中、Ｘ１及びＸ４はメチルスルホニル
オキシであり、Ｘ２及びＸ３は水素原子を表す｝で表される化合物である。
【００５１】
　本明細書に記載された用語について説明する。
【００５２】
　ハロゲン原子とはフッ素原子、塩素原子、臭素原子又はヨウ素原子を包含する。
【００５３】
　Ｃ１～Ｃ６のような元素記号と下付きの数字による表記は、これに続いて表記されてい
る基の元素数が下付きの数字で示される範囲であることを示している。例えば、この場合
では炭素数が１～６であることを示しており、Ｃ２～Ｃ６の表記では炭素数が２～６であ
ることを示している。
【００５４】
　Ｃ１～Ｃ６のような元素記号と下付きの数字による表記に続いて複合置換基が表記され
ている場合、複合置換基全体の元素数が下付きの数字で示される範囲であることを示して
いる。例えば、Ｃ４～Ｃ８シクロアルキルカルボニルオキシにおいては、シクロアルキル
カルボニルオキシ全体の炭素数が４～８であることを示しており、シクロプロピルカルボ
ニル基などを含む。また、例えば、Ｃ２～Ｃ８シアノアルキルにおいては、シアノアルキ
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ル全体の炭素数が２～８であることを示している。Ｃ２～Ｃ８シアノアルキルにおいては
、１又は複数のシアノ基を含んでいてよく、シアノメチル基などを含む。
【００５５】
　アルキルとは、例えば、炭素数が１～８、好ましくは炭素数が１～６の直鎖又は分岐鎖
状のアルキルを意味し、例えばメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソブチル、ｎ－ブチル
、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、１－メチルブチル、
２－メチルブチル、３－メチルブチル、１－エチルプロピル、１，１－ジメチルプロピル
、１，２－ジメチルプロピル、ネオペンチル、ｎ－へキシル、１－メチルペンチル、２－
メチルペンチル、３－メチルペンチル、４－メチルペンチル、１－エチルブチル、２－エ
チルブチル、１，１－ジメチルブチル、１，２－ジメチルブチル、１，３－ジメチルブチ
ル、２，２－ジメチルブチル、２，３－ジメチルブチル、３，３－ジメチルブチル、１，
１，２－トリメチルプロピル、１，２，２－トリメチルプロピル、１－エチル－１－メチ
ルプロピル、１－エチル－２－メチルプロピル等の基を挙げることができる。この定義は
、別段の定義が無い限り、例えばハロアルキル、アルキルチオ、アルキルカルボニル、ア
ルキルスルホニルオキシなどの複合置換基の一部としてのアルキルにも適用される。例え
ばアルキルシクロアルキルのように、アルキルを末端に含む複合置換基の場合、シクロア
ルキルのその部分は、同一にもしくは異なるアルキルにより独立にモノ置換又は多置換さ
れていてもよい。他の基、例えばアルケニル、アルコキシ、ヒドロキシ、ハロゲン原子な
どが末端にある複合置換基も同様に解される。
【００５６】
　シクロアルキルとは、例えば、炭素数が３～８、好ましくは炭素数が３～６の分岐鎖を
有するシクロアルキルを意味し、例えばシクロプロピル、１－メチルシクロプロピル、２
－メチルシクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、４，４－ジ
メチルシクロヘキシル等の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り
、例えばハロシクロアルキルなどの複合置換基の一部としてのシクロアルキルにも適用さ
れる。
【００５７】
　シクロアルケニルとは、例えば、炭素数が３～８、好ましくは炭素数が３～６の分岐鎖
を有するシクロアルケニルを意味し、例えばシクロプロペニル、１－メチルシクロプロペ
ニル、シクロブテニル、シクロペンテニル、シクロヘキセニル等の基を挙げることができ
る。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロシクロアルケニルなどの複合置換基
の一部としてのシクロアルケニルにも適用される。
【００５８】
　シクロアルコキシとは、例えば、炭素数が３～８、好ましくは炭素数が３～６の分岐鎖
を有するシクロアルコキシを意味し、例えばシクロプロピルオキシ、１－メチルシクロプ
ロピルオキシ、シクロブチルオキシ、シクロペンチルオキシ、シクロヘキシルオキシ等の
基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロシクロアルコ
キシなどの複合置換基の一部としてのシクロアルコキシにも適用される。
【００５９】
　「ハロ・・・」（例えば、「ハロアルキル」）における「ハロ」という用語は、フッ素
、塩素、臭素及びヨウ素を包含する。「ハロ」との接頭語で表されるハロ置換は、モノ置
換又は多置換を包含し、好ましくはモノ置換、ジ置換及びトリ置換を含む。
【００６０】
　ハロアルキルとは、例えば、炭素数が１～６の直鎖又は分岐鎖状のアルキルであって、
それらの基における水素原子の一部又は全てがハロゲン原子によって置換された基を意味
し、例えばフルオロメチル、クロロメチル、ブロモメチル、ヨードメチル、ジフルオロメ
チル、ジクロロメチル、ジブロモメチル、ジヨードメチル、トリフルオロメチル、トリク
ロロメチル、トリブロモメチル、トリヨードメチル、１－クロロエチル、１－ブロモエチ
ル、２－トリフルオロエチル、３－クロロプロピル、３－ブロモプロピル、４－クロロブ
チル、４－ブロモブチル、４－トリフルオロブチル、５－クロロペンチル、６－クロロヘ
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キシル等の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロア
ルキルカルボニルなどの複合置換基の一部としてのハロアルキルにも適用される。
【００６１】
　アルケニルとは、例えば、炭素数が２～６の直鎖又は分岐鎖状のアルケニルを意味し、
例えばビニル、１－プロペニル、２－プロペニル、イソプロペニル、３－ブテニル、１，
３－ブタジエニル、４－ペンテニル、５－ヘキセニル等の基を挙げることができる。この
定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロアルケニルなどの複合置換基の一部としての
アルケニルにも適用される。
【００６２】
　アルキニルとは、例えば、炭素数が２～６の直鎖又は分岐鎖状のアルキニルを意味し、
例えばエチニル、１－プロピニル、２－プロピニル、３－ブチニル、１－メチル－３－プ
ロピニル、４－ペンチニル、５－ヘキシニル等の基を挙げることができる。この定義は、
別段の定義が無い限り、例えばハロアルキニルなどの複合置換基の一部としてのアルキニ
ルにも適用される。
【００６３】
　アルコキシとは、例えば、炭素数が１～６の直鎖又は分岐鎖状のアルコキシを意味し、
例えばメトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ブトキシ、イソブトキシ、ｓ
ｅｃ－ブトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ、ペンチルオキシ、ヘキシルオキシ等の基を挙げる
ことができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロアルコキシ、アルコキシ
カルボニルなどの複合置換基の一部としてのアルコキシにも適用される。
【００６４】
　ハロアルコキシとは、例えば、１個以上、好ましくは１～１０個のハロゲン原子によっ
て置換された炭素数が１～６の直鎖又は分岐鎖状のアルコキシを意味し、例えばフルオロ
メトキシ、クロロメトキシ、ブロモメトキシ、ヨードメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジ
クロロメトキシ、ジブロモメトキシ、ジヨードメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリク
ロロメトキシ、トリブロモメトキシ、トリヨードメトキシ、１－クロロエトキシ、１－ブ
ロモエトキシ、２－トリフルオロエトキシ、３－クロロプロポキシ、３－ブロモプロポキ
シ、４－クロロブトキシ、４－ブロモブトキシ、４－トリフルオロブトキシ、５－クロロ
ペントキシ、６－クロロヘキシルオキシ等の基を挙げることができる。この定義は、別段
の定義が無い限り、例えばハロアルコキシカルボニルなどの複合置換基の一部としてのハ
ロアルコキシにも適用される。
【００６５】
　アルキルチオとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である炭素数が１～６の（アル
キル）－Ｓ－基を意味し、例えばメチルチオ、エチルチオ、ｎ－プロピルチオ、イソプロ
ピルチオ等の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロ
アルキルチオなどの複合置換基の一部としてのアルキルチオにも適用される。
【００６６】
　アルキルスルフィニルとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である炭素数が１～６
の（アルキル）－ＳＯ－基を意味し、例えばメチルスルフィニル、エチルスルフィニル、
ｎ－プロピルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル等の基を挙げることができる。こ
の定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロアルキルスルフィニルなどの複合置換基の
一部としてのアルキルスルフィニルにも適用される。
【００６７】
　アルキルスルホニルとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である炭素数が１～６の
（アルキル）－ＳＯ２－基を意味し、例えばメチルスルホニル、エチルスルホニル、ｎ－
プロピルスルホニル、イソプロピルスルホニル等の基を挙げることができる。この定義は
、別段の定義が無い限り、例えばハロアルキルスルホニルなどの複合置換基の一部として
のアルキルスルホニルにも適用される。
【００６８】
　ヒドロキシアルキルとは、１～５個のヒドロキシ基により置換された炭素原子数１～６
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の直鎖状又は分岐状のアルキル基を意味し、例えば、ヒドロキシメチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピル又はヒドロキシイソプロピル等を挙げることができる。
【００６９】
　アルキルスルホニルオキシとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である炭素数が１
～６の（アルキル）－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－基を意味し、例えばメチルスルホニルオキシ、エチ
ルスルホニルオキシ、ｎ－プロピルスルホニルオキシ、イソプロピルスルホニルオキシ等
の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロアルキルス
ルホニルオキシなどの複合置換基の一部としてのアルキルスルホニルオキシにも適用され
る。
【００７０】
　アルキルカルボニルとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である（アルキル）－Ｃ
（＝Ｏ）－基を意味し、例えばホルミル、アセチル、プロピオニル、ブチリル、ピバロイ
ル等の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が無い限り、例えばハロアルキ
ルカルボニルなどの複合置換基の一部としてのアルキルカルボニルにも適用される。
【００７１】
　アルキルカルボニルオキシとは、例えば、アルキル部分が上記の意味である（アルキル
）－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－基を意味し、例えばメチルカルボニルオキシ、エチルカルボニルオキ
シ、プロピルカルボニルオキシ等の基を挙げることができる。この定義は、別段の定義が
無い限り、例えばハロアルキルカルボニルオキシなどの複合置換基の一部としてのアルキ
ルカルボニルオキシにも適用される。
【００７２】
　本発明に係る反応で使用する酸とは、特に言及が無ければ、反応系中でプロトンを放出
するブレンステッド酸を意味し、塩酸、臭化水素酸、硫酸などの無機酸、酢酸、トリフル
オロ酢酸、ｐ－トルエンスルホン酸、トリフルオロメタンスルホン酸などの有機酸が例示
される。本発明に係る反応で使用するルイス酸は、水素イオン以外で反応系中で電子対受
容体として機能する化合物を意味し、例えば塩化亜鉛、塩化アルミニウム、塩化錫、三塩
化ホウ素、三ふっ化ホウ素、トリフルオロメタンスルホン酸トリメチルシリルなどが例示
される。
【００７３】
　本発明に係る反応で使用する塩基とは、特に言及が無ければ、反応系中でプロトンを受
け取る化合物、又は反応系中で電子対供与体として機能する化合物を意味し、トリエチル
アミン、ピリジン、４－ジメチルアミノピリジン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、１，８－
ジアザビシクロ［５，４，０］－７－ウンデセンなどの有機アミン類；炭酸ナトリウム、
炭酸カリウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウムなどの金属炭酸塩類；炭酸水素ナトリ
ウム、炭酸水素カリウムなどの金属炭酸水素塩類；酢酸ナトリウム、酢酸カリウム、酢酸
カルシウム、酢酸マグネシウムなどの金属酢酸塩類に代表されるカルボン酸金属塩類；ナ
トリウムメトキシド、ナトリウムエトキシド、ナトリウムｔｅｒｔ－ブトキシド、カリウ
ムメトキシド、カリウムｔｅｒｔ－ブトキシドなどの金属アルコキシド；水酸化ナトリウ
ム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム、水酸化マグネシウムなどの金属水酸化物；水素
化リチウム、水素化ナトリウム、水素化カルシウムなどの金属水素化物などが例示される
。
【００７４】
　本明細書における表中の次の表記は下記の通りそれぞれ該当する基を表す。
【００７５】
　例えば、
　Ｍｅ：メチル基、
　Ｅｔ：エチル基、
　ｎ－Ｐｒ：ｎ－プロピル基、
　ｉ－Ｐｒ：イソプロピル基、
　ｃ－Ｐｒ：シクロプロピル基、
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　ｎ－Ｂｕ：ｎ－ブチル基、
　ｉ－Ｂｕ：イソブチル基、
　ｔ－Ｂｕ：ｔｅｒｔ－ブチル基、
　ｎ－Ｈｅｘ：ｎ－ヘキシル基、
　Ｐｈ：フェニル基、
　Ｂｎ：ベンジル基。
【００７６】
　式［１］で示される本発明化合物の代表的な製造方法を以下に例示するが、これらの方
法に限定されるものではない。
【００７７】
　＜製造方法１＞
　式［１］で示される本発明化合物は下記に例示する反応式からなる方法により製造する
ことができる。
【００７８】

【化２】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｇ１、Ｘ１

、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｔ及びｎはそれぞれ［１］に定義した通りである。）
【００７９】
　式［２］で表される化合物と式［３］で表される化合物とを、溶媒中、酸又はルイス酸
の存在下、好ましくは酸の存在下で反応させることにより、式［１］で表される本発明化
合物を製造することができる。
【００８０】
　ここで使用する式［３］の化合物の使用量は、式［２］の化合物１モルに対して１．０
～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～３．０モルである。
【００８１】
　本工程で使用できる酸としては、例えば塩酸、臭化水素酸、硫酸などの無機酸、酢酸、
トリフルオロ酢酸、ｐ－トルエンスルホン酸、トリフルオロメタンスルホン酸等の有機酸
などが挙げられる。
【００８２】
　本工程で使用できるルイス酸としては、例えば塩化亜鉛、塩化アルミニウム、塩化錫、
三塩化ホウ素、三ふっ化ホウ素、トリフルオロメタンスルホン酸トリメチルシリル等が挙
げられる。
【００８３】
　酸又はルイス酸の使用量は式［２］の化合物１モルに対して０．０１～５モルの範囲か
ら適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１．０モルである。
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【００８４】
　本工程で使用できる溶媒としては、本反応の進行を阻害しないものであればよく、例え
ばアセトニトリル等のニトリル類；ジエチルエーテル、ジイソプロピルエーテル、テトラ
ヒドロフラン、ジオキサン、モノグライム、ジグライム等のエーテル類；ジクロロメタン
、ジクロロエタン、クロロホルム、四塩化炭素、テトラクロロエタン等のハロゲン化炭化
水素類；ベンゼン、クロロベンゼン、ニトロベンゼン、トルエン等の芳香族炭化水素類；
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のアミド類；１，３－
ジメチル－２－イミダゾリノン等のイミダゾリノン類；ジメチルスルホキシド等の硫黄化
合物類等を使用することができ、さらにこれらの混合溶媒も使用することができる。
【００８５】
　溶媒の使用量は式［２］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から適宜選
択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【００８６】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１５０℃の範囲で行うのがよい。
【００８７】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【００８８】
　反応の目的物である式［１］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取され
、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもでき
る。
【００８９】
　＜製造方法２＞
　また、式［１］で示される本発明化合物は下記に例示する反応式からなる方法によって
も製造することができる。
【００９０】
【化３】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｇ１、Ｘ１

、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｔ及びｎはそれぞれ（１）に定義した通りであり、Ｌ１は塩素原子
、臭素原子などのハロゲン原子を表す。）
【００９１】
　（工程１）
　式［１］の化合物は、式［４］の化合物と式［５］の化合物とを、塩基の存在下／非存
在下、脱水縮合剤存在下、溶媒中で反応させることによっても製造することができる。
【００９２】



(23) JP 6649967 B2 2020.2.19

10

20

30

40

50

　本工程で使用する式［５］の化合物の使用量は、式［４］の化合物１モルに対して０．
５～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～１．２モルである。
【００９３】
　本工程で使用することができる脱水縮合剤としては、ジシクロヘキシルカルボジイミド
（ＤＣＣ）、Ｎ－（３－ジメチルアミノプロピル）－Ｎ’―エチルカルボジイミド（ＥＤ
Ｃ又はＷＳＣ）、Ｎ，Ｎ－カルボニルジイミダゾール、２－クロロ－１，３－ジメチルイ
ミダゾリウムクロリド、ヨウ化－２－クロロ－１－ピリジニウム等を用いることができる
。
【００９４】
　本反応で使用する脱水縮合剤の使用量は式［４］の化合物１モルに対して１．０～１０
モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～３．０モルである。
【００９５】
　本工程で使用できる塩基としては、例えばトリエチルアミン、ピリジン、４－ジメチル
アミノピリジン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、１，８－ジアザビシクロ［５，４，０］－
７－ウンデセン等の有機アミン類；炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸マグネシウム、
炭酸カルシウム等の金属炭酸塩類；炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム等の金属炭酸
水素塩類；酢酸ナトリウム、酢酸カリウム、酢酸カルシウム、酢酸マグネシウム等の金属
酢酸塩類に代表されるカルボン酸金属塩類；ナトリウムメトキシド、ナトリウムエトキシ
ド、ナトリウムｔｅｒｔ－ブトキシド、カリウムメトキシド、カリウムｔｅｒｔ－ブトキ
シド等の金属アルコキシド；水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム、水
酸化マグネシウム等の金属水酸化物；水素化リチウム、水素化ナトリウム、水素化カルシ
ウム等の金属水素化物等が挙げられる。
【００９６】
　本反応で使用する塩基の使用量は式［４］の化合物１モルに対して０～１００モルの範
囲から適宜選択すればよく、好ましくは０～１０モルである。
【００９７】
　本工程で使用することができる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げ
ることができる。
【００９８】
　また、溶媒の使用量は式［４］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から
適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【００９９】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１００】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１０１】
　（工程２）
　式［１］の化合物は、式［４］の化合物と式［６］の化合物とを、塩基の存在下、溶媒
中で反応させることによっても製造することができる。
【０１０２】
　本工程で使用する式［６］の化合物の使用量は、式［４］の化合物１モルに対して０．
５～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～１．２モルである。
【０１０３】
　本工程で使用できる塩基としては、工程１で説明した同様のものを挙げることができる
。
【０１０４】
　本反応で使用する塩基の使用量は式［４］の化合物１モルに対して０～１００モルの範
囲から適宜選択すればよく、好ましくは０～１０モルである。
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【０１０５】
　本工程で使用することができる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げ
ることができる。
【０１０６】
　また、溶媒の使用量は式［４］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から
適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１０７】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１０８】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１０９】
　反応の目的物である式［１］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取され
、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもでき
る。
【０１１０】
　＜中間体製造方法１＞
【化４】

（式中、Ｒ１、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｇ１、Ｔ及びｎは、それぞれ（１）に
定義した通りであり、Ｌ１は塩素原子、臭素原子などのハロゲン原子を表す。）
【０１１１】
　（工程１）
　式［２］の化合物は、式［７］の化合物（ＷＯ２００８／０１３６２２の記載などに基
づいて製造可能である）と式［５］の化合物とを、塩基の存在下／非存在下、脱水縮合剤
存在下、溶媒中で反応させることによって製造することができる。
【０１１２】
　本工程で使用する式［５］の化合物の使用量は、式［７］の化合物１モルに対して０．
５～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～１．２モルである。
【０１１３】
　本工程で使用することができる脱水縮合剤及び塩基としては、製造方法２工程１で説明
した同様のものを挙げることができる。
【０１１４】
　本反応で使用する脱水縮合剤の使用量は式［７］の化合物１モルに対して１．０～１０
モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～３．０モルである。
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　本反応で使用する塩基の使用量は式［７］の化合物１モルに対して０～１００モルの範
囲から適宜選択すればよく、好ましくは０～１０モルである。
【０１１６】
　本工程で使用することができる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げ
ることができる。
【０１１７】
　本反応で使用する溶媒の使用量は式［７］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌ
の範囲から適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１１８】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１１９】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１２０】
　（工程２）
　式［２］の化合物は、式［７］の化合物と式［６］の化合物とを、塩基の存在下、溶媒
中で反応させることによっても製造することができる。
【０１２１】
　本工程で使用する式［６］の化合物の使用量は、式［７］の化合物１モルに対して０．
５～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～１．２モルである。
【０１２２】
　本工程で使用できる塩基としては、製造方法２工程１で説明した同様のものを挙げるこ
とができる。
【０１２３】
　本反応で使用する塩基の使用量は式［７］の化合物１モルに対して０～１００モルの範
囲から適宜選択すればよく、好ましくは０～１０モルである。
【０１２４】
　本工程で使用することができる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げ
ることができる。
【０１２５】
　本工程で使用する溶媒の使用量は式［７］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌ
の範囲から適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１２６】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１２７】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１２８】
　反応の目的物である式［２］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取され
、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもでき
る。
【０１２９】
　＜中間体製造方法２＞
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【化５】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｔ及びｎはそ
れぞれ（１）に定義した通りであり、Ｙは１，１－ジメチルエチルオキシカルボニル又は
ベンジルなどのアミン保護基を表す。）
【０１３０】
　式［４］で表される化合物は、式［９］の化合物を適切な方法を用いて脱保護すること
により調製することができる（アミン保護基の方法については、たとえば、Ｔ．Ｗ．Ｇｒ
ｅｅｎｅ及びＰ．Ｇ．Ｗｕｔｓ著、Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ、第４版；Ｗｉｌｅｙ：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、２００７を参
照のこと）。アミンの保護基には多種多様な保護基が適しており、適切な保護基の選択肢
は化学合成分野の当事者には自明であろう。脱保護後、従来技術において周知の基本方法
によって、式［４］のアミンを酸塩又は遊離アミンとして単離可能である。
【０１３１】
　式［８］で表される化合物と式［３］で表される化合物とを、溶媒中、酸又はルイス酸
の存在下で反応させることにより、式［９］で表される本発明化合物を製造することがで
きる。
【０１３２】
　ここで使用する式［３］の化合物の使用量は、式［８］の化合物１モルに対して１．０
～１０モルの範囲から適宜選択すればよく、好ましくは１．０～３．０モルである。
【０１３３】
　本工程で使用できる酸、ルイス酸及び溶媒は、製造方法１で説明した同様のものを挙げ
ることができる。
【０１３４】
　酸又はルイス酸の使用量は式［８］の化合物１モルに対して０．０１～５モルの範囲か
ら適宜選択すればよく、好ましくは０．１～１．０モルである。
【０１３５】
　溶媒の使用量は式［８］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から適宜選
択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１３６】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１５０℃の範囲で行うのがよい。
【０１３７】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１３８】
　反応の目的物である式［９］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取され
、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもでき
る。
【０１３９】
　＜中間体製造方法３＞
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【化６】

（式中、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４はそれぞれ（１）に定義した通りである。）
【０１４０】
　式［３ａ］の化合物は、式［１０］の化合物を、溶媒中、還元剤を用いて還元すること
によって製造することができる。
【０１４１】
　本工程で使用できる還元剤としては、水素化アルミニウムリチウム、水素化ジイソブチ
ルアルミニウム、ボラン等を挙げることができる。
【０１４２】
　還元剤の使用量は式［１０］の化合物１モルに対して１．０～１０モルの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは２．０～５．０モルである。
本工程で使用できる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げることができ
る。
【０１４３】
　溶媒の使用量は式［１０］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１４４】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１４５】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１４６】
　反応の目的物である式［３ａ］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取さ
れ、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもで
きる。
【０１４７】
　＜中間体製造方法４＞

【化７】

（式中、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４はそれぞれ（１）に定義した通りであり、Ｒ３３は水素
原子又はＣ１～Ｃ４アルキルを表す。）
【０１４８】
　また、式［３ａ］の化合物は、式［１１］の化合物を、溶媒中、還元剤を用いて還元す
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ることによっても製造することができる。
【０１４９】
　本工程で使用できる還元剤としては、中間体製造方法３で説明した同様のものを挙げる
ことができる。
【０１５０】
　還元剤の使用量は式［１１］の化合物１モルに対して１．０～１０モルの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは２．０～５．０モルである。
本工程で使用できる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げることができ
る。
【０１５１】
　溶媒の使用量は式［１１］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
【０１５２】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１５３】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１５４】
　反応の目的物である式［３ａ］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取さ
れ、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもで
きる。
【０１５５】
　＜中間体製造方法５＞
【化８】

（式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４はそれぞれ（１）に定義した通りである。
）
【０１５６】
　式［３ｂ］の化合物は、式［１２］の化合物を、溶媒中、還元剤を用いて還元すること
によって製造することができる。
【０１５７】
　本工程で使用できる還元剤としては、中間体製造方法３で説明した同様のものを挙げる
ことができる。
【０１５８】
　還元剤の使用量は式［１２］の化合物１モルに対して１．０～１０モルの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは１．０～３．０モルである。
本工程で使用できる溶媒としては、製造方法１で説明した同様のものを挙げることができ
る。
【０１５９】
　溶媒の使用量は式［１２］の化合物１モルに対して０．０１～１００Ｌの範囲から適宜
選択すればよく、好ましくは０．１～１０Ｌである。
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【０１６０】
　反応温度は－２０℃から使用する不活性溶媒の沸点域の範囲から選択すればよく、好ま
しくは０℃～１００℃の範囲で行うのがよい。
【０１６１】
　反応時間は反応温度、反応基質、反応量等により異なるが、通常１０分～４８時間であ
る。
【０１６２】
　反応の目的物である式［３ｂ］の化合物は、反応終了後、定法により反応系から採取さ
れ、必要に応じてカラムクロマトグラフィー、再結晶等の操作によって精製することもで
きる。
【０１６３】
　式［１］の化合物を調製するための上述したいくつかの試薬及び反応条件が中間体に存
在する特定の官能基に適合しない場合が想定される。これらの例において、合成に保護／
脱保護の手法又は官能基の相互転換を取り入れることで、所望の生成物を得ることができ
る。保護基の使用と選択肢については化学合成分野の当業者であれは自明であろう（たと
えば、Ｔ．Ｗ．Ｇｒｅｅｎｅ及びＰ．Ｇ．Ｗｕｔｓ著、Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕ
ｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ、第４版；Ｗｉｌｅｙ：Ｎｅｗ　Ｙｏ
ｒｋ、２００７を参照のこと）。場合によっては、個々のスキームで説明したように特定
の試薬を導入後、式［１］の化合物の合成を完了するためには説明していない定法の合成
工程を追加で実行する必要があり得ることを当業者は認識するであろう。式［１］の化合
物を調製するために提案された特定の順に示した以外の順番で、上記スキームに例示した
工程の組み合わせを実行する必要があり得ることも当業者は認識するであろう。
【０１６４】
　本明細書に記載の手法を従来技術において周知の方法と併用することで、［表１］～［
表４］に示すＸ１～Ｘ４を有する式[１ａ]～[１ｊ]化合物をそれぞれ調製可能である。
【０１６５】
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【化９】

【０１６６】
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【表１】

【０１６７】
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【表２】

【０１６８】
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【表３】

【０１６９】
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【表４】

【０１７０】
　本発明は、（ａ）上記式［１］で表わされる化合物又はその農薬上許容される塩を少な
くとも一種と、（ｂ）農園芸用殺菌化合物又はその塩を少なくとも一種とを活性成分とし
て含有することを特徴とする殺菌性組成物である。構成成分（ｂ）はＦＲＡＣ（Ｆｕｎｇ
ｉｃｉｄｅ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）、ブリティシ
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ュクロッププロテクションカウンシル発行のペスチサイド　マニュアル（２０１３年）、
全国農業協同組合連合会発行のクミアイ農薬総覧(２０１４年)及び全国農村教育協会発行
のＳＨＩＢＵＹＡ　ＩＮＤＥＸ(第１７版) などで知られている化合物から選択する事が
でき、下記にＦＲＡＣによる例を示すが、これらに限定されるものではない。
【０１７１】
　構成成分（ｂ）は、「核酸合成阻害剤（ＦＲＡＣコード４、８、３２、３１）」：ベナ
ラキシル（ｂｅｎａｌａｘｙｌ）、ベナラキシル－Ｍ（ｂｅｎａｌａｘｙｌ－Ｍ）、フラ
ラキシル（ｆｕｒａｌａｘｙｌ）、メタラキシル（ｍｅｔａｌａｘｙｌ）、メタラキシル
－Ｍ（ｍｅｔａｌａｘｙｌ－Ｍ）、オキサジキシル（ｏｘａｄｉｘｙｌ）、オフレース（
ｏｆｕｒａｃｅ）、ブピリメート（ｂｕｐｉｒｉｍａｔｅ）、ジメチリモル（ｄｉｍｅｔ
ｈｉｒｉｍｏｌ）、エチリモル（ｅｔｈｉｒｉｍｏｌ）、ヒメキサゾール（ｈｙｍｅｘａ
ｚｏｌｅ）、オクチリノン（ｏｃｔｈｉｌｉｎｏｎｅ）、オキソリニック酸（ｏｘｏｌｉ
ｎｉｃ　ａｃｉｄ）等、「有糸核分裂と細胞分裂阻害剤（ＦＲＡＣコード１、１０、２２
、２０、４３、３９）」：ベノミル（ｂｅｎｏｍｙｌ）、カルベンダジム（ｃａｒｂｅｎ
ｄａｚｉｍ）、フベリダゾール（ｆｕｂｅｒｉｄａｚｏｌｅ）、チアベンダゾール（ｔｈ
ｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオファネート（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ）、チオファネー
トメチル（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、ジエトフェンカルブ（ｄｉｅｔｈ
ｏｆｅｎｃａｃｒｂ）、ゾキサミド（ｚｏｘａｍｉｄｅ）、エタボキサム（ｅｔｈａｂｏ
ｘａｍ）、ペンシクロン（ｐｅｎｃｙｃｕｒｏｎ）、フルオピコリド（ｆｌｕｏｐｉｃｏ
ｌｉｄｅ）等、「呼吸阻害剤（ＦＲＡＣコード３９、７、１１、２１、２９、３０、３８
、４５）」：ジフルメトリム（ｄｉｆｌｕｍｅｔｏｒｉｍ）、トルフェンピラド（ｔｏｌ
ｆｅｎｐｙｒａｄ）、ベノダニル（ｂｅｎｏｄａｎｉｌ）、フルトラニル（ｆｌｕｔｏｌ
ａｎｉｌ）、メプロニル（ｍｅｐｒｏｎｉｌ）、イソフェタミド（ｉｓｏｆｅｔａｍｉｄ
）、フルオピラム（ｆｌｕｏｐｙｒａｍ）、フェンフラム（ｆｅｎｆｕｒａｍ）、カルボ
キシン（ｃａｒｂｏｘｉｎ）、オキシカルボキシン（ｏｘｙｃａｒｂｏｘｉｎ）、チフル
ザミド（ｔｈｉｆｌｕｚａｍｉｄｅ）、ベンゾビンディフルピル（ｂｅｎｚｏｖｉｎｄｉ
ｆｌｕｐｙｒ）、ビキサフェン（ｂｉｘａｆｅｎ）、フルキサピロキサド（ｆｌｕｘａｐ
ｙｒｏｘａｄ）、フラメトピル（ｆｕｒａｍｅｔｐｙｒ）、イソピラザム（ｉｓｏｐｙｒ
ａｚａｍ）、ペンフルフェン（ｐｅｎｆｌｕｆｅｎ）、ペンチオピラド（ｐｅｎｔｈｉｏ
ｐｙｒａｄ）、セダキサン（ｓｅｄａｘａｎｅ）、ボスカリド（ｂｏｓｃａｌｉｄ）、ア
ゾキシストロビン（ａｚｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、クモキシストロビン（ｃｏｕｍｏｘｙ
ｓｔｒｏｂｉｎ）、エノキサストロビン（ｅｎｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）、フルフェノキシ
ストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ピコキシストロビン（ｐｉｃｏｘｙ
ｓｔｒｏｂｉｎ）、ピラクロストロビン（ｐｙｒａｃｌｏｓｔｒｏｂｉｎ）、ピラメトス
トロビン（ｐｙｒａｍｅｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）、トリクロピリカルブ（ｔｒｉｃｌｏｐｙ
ｒｉｃａｒｂ）、クレソキシムメチル（ｋｒｅｓｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリフロキ
シストロビン（ｔｒｉｆｌｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ジモキシストロビン（ｄｉｍｏｘｙ
ｓｔｒｏｂｉｎ）、フェナミンストロビン（ｆｅｎａｍｉｎｓｔｒｏｂｉｎ）、メトミノ
ストロビン（ｍｅｔｏｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）、オリサストロビン（ｏｒｙｓａｓｔｒ
ｏｂｉｎ）、ファモキサドン（ｆａｍｏｘａｄｏｎｅ）、フルオキサストロビン（ｆｌｕ
ｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）、マンデストロビン（ｍａｎｄｅｓｔｒｏｂｉｎ）、ピリミノス
トロビン（ｐｙｒｉｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）、フェナミドン（ｆｅｎａｍｉｄｏｎｅ）
、ピリベンカルブ（ｐｙｒｉｂｅｎｃａｒｂ）、シアゾファミド（ｃｙａｚｏｆａｍｉｄ
）、アミスルブロム（ａｍｉｓｕｌｂｒｏｍ）、アメトクトラジン（ａｍｅｔｏｃｔｒａ
ｄｉｎ）等、「アミノ酸及びタンパク質生合成阻害剤（ＦＲＡＣコード９、２４、２５、
４１）」：シプロジニル（ｃｙｐｒｏｄｉｎｉｌ）、メパニピリム（ｍｅｐａｎｉｐｙｒ
ｉｍ）、ピリメタニル（ｐｙｒｉｍｅｔｈａｎｉｌ）、ブラストサイジンＳ（ｂｌａｓｔ
ｉｃｉｄｉｎ－Ｓ）、カスガマイシン（ｋａｓｕｇａｍｙｃｉｎ）、ストレプトマイシン
（ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｉｎ）、オキシテトラサイクリン（ｏｘｙｔｅｔｒａｃｙｃｌｉ
ｎｅ）等、「シグナル伝達阻害剤（ＦＲＡＣコード１３、１２、２）」：キノキシフェン
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（ｑｕｉｎｏｘｙｆｅｎ）、プロキナジド（ｐｒｏｑｕｉｎａｚｉｄ）、フェンピクロニ
ル（ｆｅｎｐｉｃｌｏｎｉｌ）、フルジオキソニル（ｆｌｕｄｉｏｘｏｎｉｌ）、クロゾ
リネート（ｃｈｌｏｚｏｌｉｎａｔｅ）、イプロジオン（ｉｐｒｏｄｉｏｎｅ）、プロシ
ミドン（ｐｒｏｃｙｍｉｄｏｎｅ）、ビンクロゾリン（ｖｉｎｃｌｏｚｏｌｉｎ）等、「
脂質及び細胞膜生合成阻害剤（ＦＲＡＣコード６、１４、２８、４４）」：エジフェンホ
ス（ｅｄｉｆｅｎｐｈｏｓ）、イプロベンホス（ｉｐｒｏｂｅｎｆｏｓ、ＩＢＰ）、ピラ
ゾホス（ｐｙｒａｚｏｐｈｏｓ）、イソプロチオラン（ｉｓｏｐｒｏｔｈｉｏｌａｎｅ）
、ビフェニル（ｂｉｐｈｅｎｙｌ）、クロロネブ（ｃｈｌｏｒｏｎｅｂ）、ジクロラン（
ｄｉｃｌｏｒａｎ）、キントゼン（ｑｕｉｎｔｏｚｅｎｅ、ＰＣＮＢ）、テクナゼン（ｔ
ｅｃｎａｚｅｎｅ、ＴＣＮＢ）、トルクロホス－メチル（ｔｏｌｃｌｏｆｏｓ－ｍｅｔｈ
ｙｌ）、エトリジアゾール（ｅｔｒｉｄｉａｚｏｌｅ）、ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒ
ｂ）、プロパモカルブ（ｐｒｏｐａｍａｃａｒｂ）、プロチオカルブ（ｐｒｏｔｈｉｏｃ
ａｒｂ）、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｓｙｎ．、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙ
ｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ｓｔｒａｉｎ　ＱＳＴ７１３、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ｓｔｒａｉｎ　ＦＺＢ２４、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ｓｔｒａｉｎ　ＭＢＩ６００、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
ｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ　ｓｔｒａｉｎ　Ｄ７４７、ｅｘｔｒａｃｔ　ｆｒｏ
ｍ　Ｍｅｌａｍｅｕｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ（ｔｅａ　ｔｒｅｅ）等、「細胞膜
のステロール生合成阻害剤（ＦＲＡＣコード３、５、１７、１８）」：トリホリン（ｔｒ
ｉｆｏｒｉｎｅ）、ピリフェノックス（ｐｙｒｉｆｅｎｏｘ）、ピリゾキサゾール（ｐｙ
ｒｉｚｏｘａｚｏｌｅ）、フェナリモル（ｆｅｎａｒｉｍｏｌ）、ヌアリモル（ｎｕａｒ
ｉｍｏｌ）、イマザリル（ｉｍａｚａｌｉｌ）、オキスポコナゾール（ｏｘｐｏｃｏｎａ
ｚｏｌｅ）、ペフラゾエート（ｐｅｆｕｒａｚｏａｔｅ）、プロクロラズ（ｐｒｏｃｈｌ
ｏｒａｚ）、トリフルミゾール（ｔｒｉｆｌｕｍｉｚｏｌｅ）、アザコナゾール（ａｚａ
ｃｏｎａｚｏｌｅ）、ビテルタノール（ｂｉｔｅｒｔａｎｏｌ）、ブロムコナゾール（ｂ
ｒｏｍｕｃｏｏｎａｚｏｌｅ）、シプロコナゾール（ｃｙｐｒｏｃｏｎａｚｏｏｌｅ）、
ジフェノコナゾール（ｄｉｆｅｎｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、ジニコナゾール（ｄｉｎｉｃｏ
ｎａｚｏｌｅ）、エポキシコナゾール（ｅｐｏｘｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、エタコナゾール
（ｅｔａｃｏｎａｚｏｌｅ）、フェンブコナゾール（ｆｅｎｂｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、フ
ルキンコナゾール（ｆｌｕｑｕｉｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、フルシラゾール（ｆｌｕｓｉｌ
ａｚｏｌｅ）、フルトリアホル（ｆｌｕｔｒｉａｈｏｌ）、ヘキサコナゾール（ｈｅｘａ
ｃｏｎａｚｏｌｅ）、イミベンコナゾール（ｉｍｉｂｅｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、イプコナ
ゾール（ｉｐｃｏｎａｚｏｏｌｅ）、メトコナゾール（ｍｅｔｃｏｎａｚｏｌｅ）、ミク
ロブタニル（ｍｙｃｌｏｂｕｔａｎｉｌ）、ペンコナゾール（ｐｅｎｃｏｎａｚｏｌｅ）
、プロピコナゾール（ｐｒｏｐｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、シメコナゾール（ｓｉｍｅｃｏｎ
ａｚｏｌｅ）、テブコナゾール（ｔｅｂｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、テトラコナゾール（ｔｅ
ｔｒａｃｏｎａｚｏｌｅ）、トリアジメホン（ｔｒｉａｄｉｍｅｆｏｎ）、トリアジメノ
ール（ｔｒｉａｄｉｍｅｎｏｌ）、トリチコナゾール（ｔｒｉｔｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、
プロチオコナゾール（ｐｒｏｔｈｉｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、アルジモルフ（ａｌｄｉｍｏ
ｒｐｈ）、ドデモルフ（ｄｏｄｅｍｏｒｐｈ）、フェンプロピモルフ（ｆｅｎｐｒｏｐｉ
ｍｏｒｐｈ）、トリデモルフ（ｔｒｉｄｅｍｏｒｐｈ）、フェンプロピジン（ｆｅｎｐｒ
ｏｐｉｄｉｎ）、ピペラリン（ｐｉｐｅｒａｌｉｎ）、スピロキサミン（ｓｐｉｒｏｘａ
ｍｉｎｅ）、フェンヘキサミド（ｆｅｎｈｅｘａｍｉｄ）、フェンピラザミン（ｆｅｎｐ
ｙｒａｚａｍｉｎｅ）、ピリブチカルブ（ｐｙｒｉｂｕｔｉｃａｒｂ）、ナフチフィン（
ｎａｆｔｉｆｉｎｅ）、テルビナフィン（ｔｅｒｂｉｎａｆｉｎｅ）等、「細胞壁生合成
阻害剤（ＦＲＡＣコード２６、１９、４０）」：バリダマイシン（ｖａｌｉｄａｍｙｃｉ
ｎ）、ポリオキシン（ｐｏｌｙｏｘｉｎ）、ジメトモルフ（ｄｉｍｅｔｈｏｍｏｒｐｈ）
、フルモルフ（ｆｌｕｍｏｒｐｈ）、ピリモルフ（ｐｙｒｉｍｏｒｐｈ）、ベンチアバリ
カルブ（ｂｅｎｔｈｉａｖａｌｉｃａｒｂ）、イプロバリカルブ（ｉｐｒｏｖａｌｉｃａ
ｒｂ）、バリフェナレート（ｖａｌｉｆｅｎａｌａｔｅ）、マンジプロパミド（ｍａｎｄ
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ｉｐｒｏｐａｍｉｄ）等、「細胞壁のメラニン合成阻害剤（ＦＲＡＣコード１６．１、１
６．２、１６．３）」：フサライド（ｆｔｈａｌｉｄｅ）、ピロキロン（ｐｙｒｏｑｕｉ
ｌｏｎ）、トリシクラゾール（ｔｒｉｃｙｃｌａｚｏｌｅ）、カルプロパミド（ｃａｒｐ
ｒｏｐａｍｉｄ）、ジクロシメット（ｄｉｃｌｏｃｙｍｅｔ）、フェノキサニル（ｆｅｎ
ｏｘａｎｉｌ）、トルプロカルブ（ｔｏｌｐｒｏｃａｒｂ）等、「宿主植物の抵抗性誘導
剤（ＦＲＡＣコードＰ１～Ｐ５）」：アシベンゾラル－Ｓ－メチル（ａｃｉｂｅｎｚｏｌ
ａｒ－Ｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、プロベナゾール（ｐｒｏｂｅｎａｚｏｌｅ）、チアジニル（
ｔｉａｄｉｎｉｌ）、イソチアニル（ｉｓｏｔｉａｎｉｌ）、ラミナリン（ｌａｍｉｎａ
ｒｉｎ）、ｅｘｔｒａｃｔ　ｆｒｏｍ　Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓ
ｉｓ（ｇｉａｎｔ　ｋｎｏｔｗｅｅｄ）等、「多作用点接触阻害剤（ＦＲＡＣコードＭ１
～Ｍ１１）」：銅（ｃｏｐｐｅｒ）、硫黄（ｓｕｌｐｈｕｒ）、ファーバム（ｆｅｒｂａ
ｍ）、マンゼブ（ｍａｎｃｏｚｅｂ）、マネブ（ｍａｎｅｂ）、メチラム（ｍｅｔｉｒａ
ｍ）、プロピネブ（ｐｒｏｐｉｎｅｂ）、チラム（ｔｈｉｒａｍ）、ジネブ（ｚｉｎｅｂ
）、ジラム（ｚｉｒａｍ）、キャプタン（ｃａｐｔａｎ）、カプタホル（ｃａｐｔａｆｏ
ｌ）、ホルペット（ｆｏｌｐｅｔ）、クロロタロニル（ｃｈｌｏｒｏｔｈａｌｏｎｉｌ）
、ジクロフルアニド（ｄｉｃｈｌｏｆｌｕａｎｉｄ）、トリフルアニド（ｔｏｌｙｆｌｕ
ａｎｉｄ）、グアザチン（ｇｕａｚａｔｉｎｅ）、イミノクタジン（ｉｍｉｎｏｃｔａｄ
ｉｎｅ）、アニラジン（ａｎｉｌａｚｉｎｅ）、ジチアノン（ｄｉｔｈｉａｎｏｎ）、キ
ノキサリン系（ｃｈｉｎｏｍｅｔｈｉｏｏｎａｔ／ｑｕｉｎｏｍｅｔｈｉｏｎａｔｅ）、
フルオロイミド（ｆｌｕｏｒｏｉｍｉｄｅ）等、「作用機構不明（ＦＲＡＣコード２７、
３３、３４、３５、３６、３７、４２、Ｕ６、Ｕ８、Ｕ１２～Ｕ１７）」：シモキサニル
（ｃｙｍｏｘａｎｉｌ）、ホセチル－アルミニウム（ｆｏｓｅｔｙｌ－Ａｌ）、亜リン酸
（ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ　ａｃｉｄ　ａｎｄ　ｓａｌｔｓ）、テクロフタラム（ｔｅｃ
ｌｏｆｔｈａｌａｍ）、トリアゾキシド（ｔｒｉａｚｏｘｉｄｅ）、フルスルファミド（
ｆｌｕｓｕｌｆａｍｉｄｅ）、ジクロメジン（ｄｉｃｌｏｍｅｚｉｎｅ）、メタスルホカ
ルブ（ｍｅｔｈａｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、シフルメナミド（ｃｙｆｌｕｆｅｎａｍｉｄ）
、メトラフェノン（ｍｅｔｒａｆｅｎｏｎｅ）、ピリオフェノン（ｐｙｒｉｏｆｅｎｏｎ
ｅ）、ドジン（ｄｏｄｉｎｅ）、フルチアニル（ｆｌｕｔｉａｎｉｌ）、フェリムゾン（
ｆｅｒｉｍｚｏｎｅ）、テブフロキン（ｔｅｂｕｆｌｏｑｕｉｎ）、オキサチアピプロリ
ン（ｏｘａｔｈｉａｐｉｐｒｏｌｉｎ）、ピカルブトラゾクス（ｐｉｃａｒｂｕｔｒａｚ
ｏｘ）等。このほかにも、ＢＡＦ－１１０７，ＢＡＦ－１１２０、ＫＵＦ－１４１１、Ｍ
ＩＦ－１００２、ＭＩＦ－１１０２、ＮＮＦ－０７２１、ＮＣ－２３３、ＮＦ－１７１、
ＮＦ－１８０、Ｓ－２３９９、ＳＹＪ－２４７、ＳＹＪ－２５２、ＳＹＪ－２６４
、ＳＹＪ－２６９等が組み合わせ例として挙げられる。
【０１７２】
　本発明による殺菌性組成物は、多種多様な群から選択される構成成分（ｂ）と上記式［
１］を組み合わせて用いることにより優れた相乗効果を発揮する。
【０１７３】
　本発明の殺菌性組成物は、植物病原菌に対して極めて強力な殺菌活性を有しており、植
物病原性微生物、例えば、ネコブカビ門（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｏｔａ）
、卵菌門（Ｏｏｍｙｃｏｔａ）に属する原生生物、接合菌門（Ｚｙｇｏｍｙｃｏｔａ）、
子嚢菌門（Ａｓｃｏｍｙｃｏｔａ）、担子菌門（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｏｔａ）、及び不
完全菌門（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｏｔａ）などに属する菌類、並びに、例えば、シュード
モナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ） 、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃ
ｅａｅ）、腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ） 、コリネバクテリウ
ム科（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ） 及びストレプトミセス科（Ｓｔｒｅｐ
ｔｏｍｙｃｅｔａｃｅａｅ）などに属する細菌、並びにこれらにより発生する植物病害を
防除するために使用することができる。また、本発明による殺菌性組成物は、ネコブカビ
門及び卵菌門に属する原生生物に特に高い相乗的な殺菌活性を示すことから、これにより
発生する植物病害に優れた防除効果を示す。
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【０１７４】
　以下に本発明に従って防除することが可能な植物病原性微生物の例を挙げるが、必ずし
もこれらに限定されるものではない。
【０１７５】
　卵菌門（Ｏｏｍｙｃｏｔａ）に属する病原性微生物の例としては；
　白さび病（ｗｈｉｔｅ　ｒｕｓｔ）の病原体であるアルブゴ（Ａｌｂｕｇｏ）属原生生
物、例えばアルブゴ　カンジダ（Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄｉｄａ）；
　根腐病（ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）、苗立枯病（ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）の病原体であるア
ファノミセス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ）属原生生物、例えばアファノミセス　エウテイ
ケス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｅｕｔｅｉｃｈｅｓ）；
　べと病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）属原生
生物、例えばブレミア　ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）；
　べと病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるペロノスポラ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐ
ｏｒａ）属原生生物、例えばペロノスポラ　ピシ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）
、ペロノスポラ　ブラシカエ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ペロノ
スポラ　パラシティカ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、ペロノスポ
ラ　タバシナ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｔａｂａｃｉｎａ）；
　べと病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるプラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａ
ｒａ）属原生生物、例えばプラスモパラ　ビティコラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉ
ｃｏｌａ）；
　べと病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるプセウドペロノスポラ（Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）属原生生物、例えばプセウドペロノスポラ　クベンシス（
Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、プセウドペロノスポラ　フ
ムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）；
　疫病（ｌａｔｅ　ｂｌｉｇｈｔ、ｗｈｉｔｅ　ｐｏｗｄｅｒｙ　ｒｏｔ）、褐色腐敗病
（ｂｒｏｗｎ　ｒｏｔ）、根腐疫病（ｒｅｄ　ｓｔｅｌｅ）、心腐病（ｈｅａｒｔ　ｒｏ
ｔ）、綿疫病（ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏｔ）の病原体であるフィトフトラ（Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）属原生生物、例えばフィトフトラ　カクトルム（Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）、フィトフトラ　カプシシ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ
　ｃａｐｓｉｃｉ）、フィトフトラ　シンナモニ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｎｎ
ａｍｏｎｉ）、フィトフトラ　インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ）、フィトフトラ　メガスペルマ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐ
ｅｒｍａ）、フィトフトラ　パラシティカ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔ
ｉｃａ）；
　根腐病（ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）、苗立枯病（ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）、根腐病（ｂｒｏ
ｗｎｉｎｇ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）、舞病（ｂｅｄ　ｒｏｔ）の病原体であるピシウム（Ｐ
ｙｔｈｉｕｍ）属原生生物、例えばピシウム　アファニデルマツム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａ
ｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、ピシウム　ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕ
ｍ）が挙げられる。
【０１７６】
　ケルコゾア門（Ｃｅｒｃｏｚｏａ）に属する病原性微生物の例としては、根こぶ病（ｃ
ｌｕｂｒｏｏｔ）の病原体であるプラスモジオホラ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ）属
原生生物、例えばプラスモジオホラ　ブラシカエ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｂｒ
ａｓｓｉｃａｅ）が挙げられる。
【０１７７】
　接合菌門（Ｚｙｇｏｍｙｃｏｔａ）に属する病原性微生物の例としては、苗立枯病（ｓ
ｅｅｄｌｉｎｇ　ｂｌｉｇｈｔ）、腐敗病（ｂｕｌｂ　ｒｏｔ）、黒かび病（Ｒｈｉｚｏ
ｐｕｓ　ｒｏｔ）、軟腐病（ｓｏｆｔ　ｒｏｔ）の病原体であるリゾプス（Ｒｈｉｚｏｐ
ｕｓ）属菌類、例えばリゾプス　ストロニフェル（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｓｔｏｌｏｎｉｆ
ｅｒ）が挙げられる。
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【０１７８】
　子嚢菌門（Ａｓｃｏｍｙｃｏｔａ）に属する病原性微生物の例としては；
　花腐病（ｒａｙ　ｂｌｉｇｈｔ）、褐斑病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）、輪紋病（Ａｓｃ
ｏｃｈｙｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、黒斑病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるア
スコキタ（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ）属菌類、例えばアスコキタ　レンチス（Ａｓｃｏｃｈｙ
ｔａ　ｌｅｎｔｉｓ）；
　うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるブルメリア（Ｂｌｕｍｅ
ｒｉａ）属菌類、例えばブルメリア　グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ
）；
　麦角病（ｅｒｇｏｔ）、稲こうじ病（ｆａｌｓｅ　ｓｍｕｔ）の病原体であるクラビセ
プス（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）属菌類、例えばクラビセプス　プルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅ
ｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）；
　ごま葉枯病（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、斑点病（ｓｐｏｔ　ｂｌ
ｏｔｃｈ）、褐条病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｒｉｐｅ）の病原体であるコクリオボルス（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）属菌類、例えばコクリオボルス　サチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏ
ｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、コクリオボルス　ミヤベアヌス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ
　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）、コクリオボルス　サチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓ
ａｔｉｖｕｓ）；
　胴枯病（ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃａｎｋｅｒ）の病原体であるジアポルテ（Ｄｉａｐｏ
ｒｔｈｅ）属菌類、例えばジアポルテ　シトリ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）；
　黒とう病（ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ）、そうか病（ｓｃａｂ）、黒とう病（ｓｐｈａｃ
ｅｌｏｍａ　ｓｃａｂ）、白星病（ｗｈｉｔｅ　ｓｃａｂ）、とうそう病（ｌｅａｆ　ｓ
ｐｏｔ）の病原体であるエルシノエ（Ｅｌｓｉｎｏｅ）属菌類、例えばエルシノエ　ファ
ウセッチイ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）、エリシフェ　グラミニス（Ｅｒｙ
ｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、エリシフェ　ポリゴニ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｏｌｙ
ｇｏｎｉ）；
　立枯病（ｔａｋｅ－ａｌｌ）の病原体であるガエウマンノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏ
ｍｙｃｅｓ）属菌類、例えばガエウマンノミセス　グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；
　芽枯病（ｔｗｉｇ　ｂｌｉｇｈｔ）、ばか苗病（ｂａｋａｎａｅ　ｄｅｓｅａｓｅ）、
芽腐病（ｂｕｄ　ｒｏｔ）、立枯病（ｓｔｕｂ　ｄｉｅｂａｃｋ）の病原体であるジベレ
ラ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）属菌類、例えばジベレラ　ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　
ｚｅａｅ）；
　炭そ病（ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ）、晩腐病（ｒｉｐｅ　ｒｏｔ）、赤腐病（ｒｅｄ　
ｒｏｔ）、斑点病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるグロメレラ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌ
ｌａ）属菌類、例えばグロメレラ　シングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａ
ｔａ）；
　グイグナルジア（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）属菌類、例えばグイグナルジア　ビドウェリ
（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）；
　小黒菌核病（ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）、銀か病（ｓｉｌｖｅｒ　ｓｃｕｒｆ）、ひょう紋病
（ｚｏｎａｔｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍ
ｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）属菌類、例えばヘルミンソスポリウム　シグモイデウム（Ｈ
ｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｉｇｍｏｉｄｅｕｍ）、ヘルミントスポリウム　ソ
ラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ヘルミンソスポリウム　ト
リティシ　レペンティス（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｔｒｉｔｉｃｉｒｅｐｅ
ｎｔｉｓ）、ヘルミンソスポリウム　ゾナタム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｚ
ｏｎａｔｕｍ）；
　茎枯病（ｂｌｉｇｈｔ）、輪斑病（ｒｉｎｇ　ｓｐｏｔ）の病原体であるレプトスファ
エリア（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）属菌類、例えばレプトスファエリア　ジュンシナ
（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｊｕｎｃｉｎａ）、レプトスファエリア　マクランス（
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Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）、ペプトスファエリア　サッカリ（Ｌ
ｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓａｃｃｈａｒｉ）；
　小球菌核病（ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）の病原体であるマグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈ
ｅ）属菌類、例えばマグナポルテ　グリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）
、マグナポルテ　サルビニ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｓａｌｖｉｎｉｉ）；
　灰星病（ｂｒｏｗｎ　ｒｏｔ）、モニリア病（ｂｌｏｓｓｏｍ　ｂｌｉｇｈｔ）の病原
体であるモニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）属菌類、例えばモニリニア　フルクティコラ
（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、モニリニア　ラキサ（Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘａ）、モニリニア　マリ（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｍａｌｉ）；
　褐色葉枯病（ｌｅａｆ　ｓｃａｌｄ）、紅色雪腐病（ｓｎｏｗ　ｍｏｌｄ）の病原体で
あるモノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）属菌類、例えばモノグラフェラ　ア
ルブセンサ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ａｌｂｅｓｃｅｎｓａ）、モノグラフェラ　
ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）；
　黒渋病（ｂｌａｃｋ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、褐斑病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病
原体であるマイコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）属菌類、例えばマイコ
スファエレラ　アラキジコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌ
ａ）、マイコスファエレラ　フィジエンシス（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊｉ
ｅｎｓｉｓ）、マイコスファエレラ　グラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇ
ｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）；
　ファエオモニエラ（Ｐｈａｅｏｍｏｎｉｅｌｌａ）病の病原体であるファエオモニエラ
（Ｐｈａｅｏｍｏｎｉｅｌｌａ）属菌類、例えばファエオモニエラ　クラミドスポラ（Ｐ
ｈａｅｏｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）；
　ふ枯病（ｇｌｕｍｅ　ｂｌｏｔｃｈ）の病原体であるファエオスファエリア（Ｐｈａｅ
ｏｓｐｈａｅｒｉａ）属菌類、例えばファエオスファエリア　ノドルム（Ｐｈａｅｏｓｐ
ｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
　うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるポドスファエラ（Ｐｏｄ
ｏｓｐｈａｅｒａ）属菌類、例えばポドスファエラ　レウコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅ
ｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）、ポドスファエラ　トリダチラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒ
ａ　ｔｒｉｄａｃｔｙｌａ）；
　斑葉病（ｓｔｒｉｐｅ）、網斑病（ｎｅｔ　ｂｌｏｔｃｈ）の病原体であるピレノホラ
（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）属菌類、例えばピレノホラ　グラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、ピレノホラ　テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅ
ｓ）；
　黄化萎縮病（ｄｏｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）、菌核病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏｔ
）の病原体であるスクレロチニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）属菌類、例えばスクレロチ
ニア　スクレロチオラム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）；
　白絹病（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇｈｔ）、黒腐菌核病（ｗｈｉｔｅ　ｒｏｔ）の病
原体であるスクレロティウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）属菌類、例えばスクレロティウム
　ロルフィシ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）；
　うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原菌であるスファエロテカ（Ｓｐｈ
ａｅｒｏｔｈｅｃａ）属菌類、例えばスファエロテカ　フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈ
ｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）、ファセロテカ　レイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃ
ａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）；
　すじ葉枯病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるファエルリ
ナ（Ｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ）属菌類、例えばファエルリナ　オリジナ（Ｓｐｈａｅｒｕ
ｌｉｎａ　ｏｒｙｚｉｎａ）；
　タペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）病の病原菌であるタペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）属菌類、例
えばタペシア　アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）；
　縮葉病（ｌｅａｆ　ｃｕｒｌ）、ふくろみ病（ｐｌｕｍ　ｐｏｃｋｅｔｓ）の病原体で
あるタフリナ（Ｔａｐｈｒｉｎａ）属菌類、例えばタフリナ　デホルマンス（Ｔａｐｈｒ
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ｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）、タフリナ　プルニ（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｐｒｕｎｉ）；
　うどんこ病（ｐｏｗｄｅｒｙ　ｍｉｌｄｅｗ）の病原体であるウンシヌラ（Ｕｎｃｉｎ
ｕｌａ）属菌類、例えばウンシヌラ　ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）、
ウンシヌラ　シムランス（Ｕｎｃｉｎｕｌｉｅｌｌａ　ｓｉｍｕｌａｎｓ）；
　黒星病（ｓｃａｂ）の病原体であるベンチュリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）属菌類、例えば
ベンチュリア　イナエクアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）、ベンチュ
リア　ナシコラ（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｎａｓｈｉｃｏｌａ）が挙げられる。
【０１７９】
　担子菌門（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｏｔａ）に属する病原性微生物の例としては；
　株腐病（ｆｏｏｔ－ｒｏｔ）、冬紋枯病（ｗｉｎｔｅｒ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）の病原体
であるセラトバシディウム（Ｃｅｒａｔｏｂａｓｉｄｉｕｍ）属菌類、例えばセラトバシ
ディウムグラミネラム（Ｃｅｒａｔｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅｒｕｍ）；
　株腐病（ｆｏｏｔ－ｒｏｔ）、冬紋枯病（ｗｉｎｔｅｒ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）の病原体
であるコルチシウム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ）属菌類、例えばコルチシウム　グラミネラム
（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅｒｕｍ）；
　もち病（ｌｅａｆ　ｇａｌｌ）、てんぐ巣病（ｗｉｔｃｈｅｓ　ｂｒｏｏｍ）、網もち
病（ｎｅｔ　ｂｌｉｓｔｅｒ　ｂｌｉｇｈｔ）の病原体であるエキソバシジウム（Ｅｘｏ
ｂａｓｉｄｉｕｍ）属菌類、例えばエキソバシジウム　ペンタスポリウム（Ｅｘｏｂａｓ
ｉｄｉｕｍ　ｐｅｎｔａｓｐｏｒｉｕｍ）、エキソバシジウム　レチクラタム（Ｅｘｏｂ
ａｓｉｄｉｕｍ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）、エキソバシジウム　ベキサンス（Ｅｘｏｂ
ａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘａｎｓ）；
　萎縮病（Ｄｗａｒｆ）の病原体であるフォミチポリア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ）属菌
類、例えばフォミチポリア　メジテラネア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ　ｍｅｄｉｔｅｒｒ
ａｎｅａ）；
　シママンネンタケ（Ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）の病原体であるガノデルマ（Ｇａｎｏｄｅｒｍ
ａ）属菌類、例えばガノデルマ　ボニネンセ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ　ｂｏｎｉｎｅｎｓｅ
）；
　赤さび病（ｒｕｓｔ）の病原菌であるギムノスポランギウム（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎ
ｇｉｕｍ）属菌類、例えばギムノスポランギウム　サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇ
ｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）、ギムノスポランギウム　サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎ
ｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）；
　さび病（ｒｕｓｔ）の病原菌であるヘミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）属菌類、例えばヘ
ミレイア　バスタトリクス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）；
　紅粒がんしゅ病（ｃｏｒａｌ　ｓｐｏｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）、立枯病（ｎｅｃｔｒｉａ
　ｂｌｉｇｈｔ）の病原体であるネクトリア（Ｎｅｃｔｒｉａ）属菌類、例えばネクトリ
ア　ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｇａｌｌｉｇｅｎａ）；
　褐さび病、さび病（ｒｕｓｔ）の病原体であるファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）
属菌類、例えばファコプソラ　メイボミアエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａ
ｅ）、ファコプソラ　パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）；
　さび病（ｒｕｓｔ）、黒さび病（ｓｔｅｍ　ｒｕｓｔ）、赤さび病（ｌｅａｆ　ｒｕｓ
ｔ）の病原体であるプッシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）属菌類、例えばプッシニア　アラキ
ディス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、プッシニア　グラミニス（Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、プッシニア　ホルデイ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｈｏｒｄｅ
ｉ）、プッシニア　レコンジタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、プッシニア
　ストリイホルミス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ）；
　なまぐさ黒穂病（Ｓｔｉｎｋｉｎｇ　ｓｍｕｔ）の病原菌であるチレチア（Ｔｉｌｌｅ
ｔｉａ）属菌類、例えばチレチア　カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｃａｒｉｅｓ）；
　雪腐小粒菌核病（ｔｙｐｈｕｌａ　ｓｎｏｗ　ｂｌｉｇｈｔ）、小粒菌核腐敗病（ｔｙ
ｐｈｕｌａ　ｒｏｔ）の病原体であるチフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）属菌類、例えばチフラ　
インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）、チフラ　イシカリエンシス（Ｔ
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ｙｐｈｕｌａ　ｉｓｈｉｋａｒｉｅｎｓｉｓ）；
　黒穂病（ｓｍｕｔ）の病原体であるウロシスチス（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ）属菌類、例え
ばウロシスチス　セプラエ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｃｅｐｕｌａｅ）、ウロシスチス　オ
クルタ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）；
　さび病（ｒｕｓｔ）の病原体であるウロミセス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）属菌類、例えばウ
ロミセス　アペンジクラツス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）、ウ
ロミセス　ファゼオリ（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ）；
　黒穂病（ｓｍｕｔ）、裸黒穂病（ｌｏｏｓｅ　ｓｍｕｔ）の病原体であるウスチラゴ（
Ｕｓｔｉｌａｇｏ）属菌類、例えばウスチラゴ　マイヂス（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｍａｙｄ
ｉｓ）、ウスチラゴ　ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）が挙げられる。
【０１８０】
　不完全菌門（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｏｔａ）に属する病原性微生物の例としては；
　黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｌｏｔｃｈＡｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐ
ｏｔ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｌａｃｋ　ｒｏｔ）、黒葉枯病（ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈ
ｔ）、夏疫病（ｅａｒｌｙ　ｂｌｉｇｈｔ）、輪紋病（ｅａｒｌｙ　ｂｌｉｇｈｔ）の病
原体であるアルタナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）属菌類、例えばアルタナリア　ブラシ
シコラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）、アルテルナリア　ソラニ
（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
　黒かび病（ｃｒｏｗｎ　ｒｏｔ）の病原体であるアスペルギルス（Ａｓｅｒｇｉｌｌｕ
ｓ）属菌類、例えばアスペルギルス　フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ
）；
　灰色かび病（ｇｒａｙ　ｍｏｌｄ）、灰色腐敗病（ｎｅｃｋ　ｒｏｔ）、赤色斑点病（
ｒｅｄ　ｓｐｏｔ）の病原体であるボトリティス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）属菌類、例えばボ
トリティス　シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）；
　黒渋病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるセルコスポリジウム（Ｃｅｒｃｏｓｐｏ
ｒｉｄｉｕｍ）属菌類、例えばセルコスポリジウム　ペルソナツム（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒ
ｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｓｏｎａｔｕｍ）；
　斑点病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、褐斑病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、褐色円星病（ｂｒｏ
ｗｎ　ｒｏｕｎｄ　ｓｐｏｔ）、葉枯病（ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、紫斑病（ｐｕｒｐ
ｌｅ　ｓｔａｉｎ）の病原体であるセルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）属菌類、例え
ばセルコスポラ　アラキディコーラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ
）、セルコスポラ　ベティコーラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、セルコ
スポラ　チャエ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｃｈａａｅ）、セルコスポラ　キクチ（Ｃｅｒ
ｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）；
　黒星病（ｓｃａｂ）、にせいもち病（ｆａｌｓｅ　ｂｌａｓｔ）、斑葉病（ｌｅａｆ　
ｂｌｏｔｃｈ）の病原菌であるクラドスポリウム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）属菌類、
例えばクラドスポリウム　ククメリヌム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉ
ｎｕｍ）、クラドスポリウム　クラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌ
ａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）、クラドスポリウム　ヘルバルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉ
ｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）；
　炭疽病（ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ）、晩腐病（ｒｉｐｅ　ｒｏｔ）の病原菌であるコレ
トトリカム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）属菌類、例えばコレトトリカム　ココデス
（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｏｃｃｏｄｅｓ）、コレトトリカム　グラミニコー
ラ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、コレトトリカム　リン
デムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）、コレ
トトリカム　オルビクラレ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｏｒｂｉｃｕｌａｒｅ）；
　つる割病（ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）、萎凋病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｗｉｌｔ）、乾腐病（ｄ
ｒｙ　ｒｏｔ）、根腐萎凋病（ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）、立枯病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｗｉｌ
ｔ）の病原体であるフザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）属菌類、例えばフサリウム　クルモ
ルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）、フザリウム　グラミネアルム（Ｆｕｓａ
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ｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、フサリウム　オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、フザリウム　ロゼウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）；
　炭疽病（ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ）の病原体であるグロエオスポリウム（Ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ）属菌類、例えばグロエオスポリウム　ラエチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）；
　斑点病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、白斑病（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ
）、胴枯病（ｂｒａｎｃｈ　ｃａｎｋｅｒ）の病原菌であるマクロホミナ（Ｍａｃｒｏｐ
ｈｏｍｉｎａ）属菌類、例えばマクロホミナ　テイコラ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍａ　ｔｈｅ
ｉｃｏｌａ）、マクロホミナ　ファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏ
ｌｉｎａ）；
　穿孔病（ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ）の病原体であるミクロドキウム（Ｍｉｃｒｏｄｏｃ
ｈｉｕｍ）属菌類、例えばミクロドキウム　ニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖ
ａｌｅ）；
　青かび病（ｂｌｕｅ　ｍｏｌｄ）、緑かび病（ｃｏｍｍｏｎ　ｇｒｅｅｎ　ｍｏｌｄ）
の病原体であるペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）属菌類、例えばペニシリウム　
エキスパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）、例えばペニシリウム　
プルプロゲヌム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）；
　蛇の目病（ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、実腐病（ｆｒｕｉｔ　ｒｏｔ）、根朽病（ｒｏｏｔ
　ｒｏｔ）の病原体であるホマ（Ｐｈｏｍａ）属菌類、例えばホマ　リンガム（Ｐｈｏｍ
ａ　ｌｉｎｇａｍ）；
　例えばホマ　ダウチ（Ｐｈｏｍａ　ｄａｕｃｉ）；
　胴枯病（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｃａｎｋｅｒ）、茎枯病（ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇｈｔ）の
病原体であるホモプシス（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ）属菌類、例えばホモプシス　ソジャエ（
Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ）、ホモプシス　ビティコーラ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　
ｖｉｔｉｃｏｌａ）；
　眼紋病（ｅｙｅ　ｓｐｏｔ）の病原菌であるプソイドセルコスポレラ（Ｐｓｅｕｄｏｃ
ｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ）属菌類、例えばプソイドセルコスポレラ　ヘルポトリコイド
（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）；
　いもち病（ｂｌａｓｔ）の病原体であるピリクラリア（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ）属菌
類、例えばピリクラリア　オリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）；
　斑点病（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であるラムラリア　アレ
オラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）属菌類、例えばラムラリア　アレオラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ
　ａｒｅｏｌａ）、ラムラリア　コロ－シグニ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙ
ｇｎｉ）；
　苗立枯病（ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）、根腐病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　
ｒｏｔ）、茎腐病（ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）、紋枯病（ｓｈｅａｔｈ　ｂｌｉｇｈｔ）の病原
体であるリゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）属菌類、例えばリゾプス　オリザエ（
Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、リゾクトニア　ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　
ｓｏｌａｎｉ）；
　雲形病（ｌｅａｆ　ｂｌｏｔｃｈ）の病原体であるリンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏ
ｓｐｏｒｉｕｍ）属菌類、例えばリンコスポリウム　セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）；
　葉しょう腐敗病（ｓｈｅａｔｈ　ｒｏｔ）の病原体であるサロクラジウム（Ｓａｒｏｃ
ｌａｄｉｕｍ）属菌類、例えばサロクラジウム　オリザエ（Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏ
ｒｙｚａｅ）；
　黒点葉枯病（ｂｌａｃｋ　ｓｐｏｔｔｅｄ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、葉枯病（ｌｅ
ａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、褐斑病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）の病原体であ
るセプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）属菌類、例えばセプトリア　アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉ
ａ　ａｐｉｉ）、セプトリア　リコペルシシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃ
ｉ）、セプトリア　ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、セプトリア　トリ
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ティシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）；
　赤斑病（ｒｅｄ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、斑点病（ｌｅａｆ　ｓｃｏｒｃｈ）の病原体
であるスタゴノスポラ（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ　）属菌類、スタゴノスポラ　ノドル
ム（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
　黒根病（ｂｌａｃｋ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）、根腐病（ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）の病原菌であ
るチエラビオプシス（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）属菌類、例えばチエラビオプシス　
バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）；
　半身萎凋病（ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｗｉｌｔ）の病原体であるバーチシリウ（Ｖ
ｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）属菌類、例えばバーチシリウム　アルボアトルム（Ｖｅｒｔｉｃ
ｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）、バーチシリウム　ダーリアエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌ
ｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）が挙げられる。
【０１８１】
　キサントモナス科（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）に属する病原性微生物の例と
しては、白葉枯病（ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）、斑点細菌病（ｂａ
ｃｔｅｒｉａｌ　ｓｐｏｔ）、褐斑細菌病（ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ
）の病原体であるキサントモナス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）属細菌、例えばキサントモ
ナス　キャンペストリス　パソバー　オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ　ｐｖ．ｏｒｙｚａｅ）、キサントモナス　キャンペストリス　パソバー　ベジ
カトリア（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．．ｖｅｓｉｃａｔｏ
ｒｉａ）挙げられる。
【０１８２】
　シュードモナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）に属する病原性微生物の例と
しては、葉しょう褐変病（ｓｈｅａｔｈ　ｂｌｏｗｎ　ｒｏｔ）、萎凋細菌病（ｂａｃｔ
ｅｒｉａｌ　ｗｉｌｔ）の病原体であるシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）属細
菌、例えばシュードモナス　シリンガエ　パソバー　ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）、シュードモナス　シリンガエ
　パソバー　モリ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．ｍｏｒｉ）が挙
げられる。
【０１８３】
　腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）に属する病原性微生物の例とし
ては、軟腐病（ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ｓｏｆｔ　ｒｏｔ）の病原体であるエルビニア（Ｅ
ｒｖｉｎｉａ）属細菌、例えばエルウィニア　アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏ
ｖｏｒａ）、エルウィニア　カロトボーラ　サブスピーシズ　カロトボーラ（Ｅｒｗｉｎ
ｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ　ｓｕｂｓｐ．ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）挙げられる。
【０１８４】
　コリネバクテリウム科（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）細菌の例としては、
帯花病（ｆａｓｃｉａｔｉｏｎ）の病原体であるコリネバクテリウム（Ｃｏｒｙｎｅｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ）属細菌、例えばコリネバクテリウム　ファシアンス（Ｃｏｒｙｎｅｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｆａｃｉａｎｓ）が挙げられる。
【０１８５】
　ストレプトマイセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃｅａｅ）に属する病原性微生物
の例としては、土臭黄変米（Ｓｏｉｌ　ｓｍｅｌｌｉｎｇ　ｙｅｌｌｏｗ　ｒｉｃｅ）の
病原体であるストレプトマイセス属（Ｓｔｒｅｐｔｍｙｃｅｓ）細菌、例えばストレプト
マイセス　フラボビレンス（Ｓｔｒｅｐｔｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｏｖｉｒｅｎｓ）が挙げ
られる。
【０１８６】
　本発明の植物有害生物の防除方法においては、（ａ）式［１］で表される化合物、およ
び（ｂ）農園芸用殺菌剤又はその塩を、植物または植物周辺の領域に処理する工程を含み
、成分（ａ）および成分（ｂ）が同時に、連続して、または別々に処理される。ここで植
物とは、野生植物、育成植物、自然発生植物及び栽培植物等の植物又は植物群を指し、導
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入育種法、分離育種法、交雑育種法、雑種強勢育種法、突然変異育種法、倍数性育種法、
遺伝子組換え（遺伝子導入）法、又はマーカー支援選抜等の育種法により作出された植物
も含まれる。また、処理する植物は、植物の全体および植物の一部のいずれでもよい。さ
らに、植物周辺の領域とは、土壌（種子を播種する土壌）、水田、水耕栽培の水、栽培資
材などを指す。加えて、植物または植物周辺の領域への処理とは、噴霧、散布、散粉、ス
プレー、拡散、浸漬、灌注、注入、散水（浸水）、発泡、塗布、粉衣、コーティング、吹
付け、くん蒸、くん煙、煙霧、塗装などを指す。
【０１８７】
　植物病原微生物又はそれにより発生する植物病害を防除するために本発明による殺菌性
組成物を処理する場合、処理は植物病原性微生物の感染の前後に関わらず、植物の生育期
間及び貯蔵期間を通じて行うことができる。ここで、植物の一部とは、植物の葉、茎、幹
、枝、花、子実体、果実、種子、根、塊茎及び根茎等、植物を構成する全ての部分又はそ
の組合せを意味する。
【０１８８】
　植物病原性微生物及びこれにより発生する植物病害を防除するために、本発明による殺
菌性組成物を有効であるが植物に毒性を示さない量となるように処理量を調整し、使用す
ることができる。ここで、有効であるが植物に毒性を示さない量とは、植物病原性微生物
又はこれにより発生する植物病害を十分に防除でき、かつ、植物に害を与えない量であり
、この量は防除する微生物、適用する植物、使用される自然環境及び本発明による組成物
の成分により、比較的広い範囲で変動し得る。
【０１８９】
　以下に、本発明による殺菌性組成物で処理することのできる植物の例を挙げるが、必ず
しもこれに限定されるものではない。
すなわち；
　アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ）植物、例えば、オクラ、ワタ；
　アオギリ科（Ｓｔｅｒｃｕｌｉａｃｅａｅ）植物、例えば、カカオノキ；
　アカザ科（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ）植物、例えば、ホウレンソウ；
　アカテツ科（Ｓａｐｏｔａｃｅａｅ）植物、例えば、ミラクルフルーツ；
　アカネ科（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ）植物、例えば、コーヒーノキ、ロブスタコーヒーノキ
；
　アサ科（Ｃａｎｎａｂａｃｅａｅ）植物、例えば、ホップ；
　アブラナ科（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ）植物、例えば、アブラナ、カブ、カリフラワ
ー、キャベツ、コマツナ、ダイコン、チンゲンサイ、ハクサイ、ブロッコリー；
　イネ科（Ｐｏａｃｅａｅ）植物、例えば、イネ、オオムギ、コムギ、サトウキビ、シバ
、トウモロコシ、ライムギ；
　ウリ科（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ）植物、例えば、カボチャ、キュウリ、スイカ、
ズッキーニ、トウガン、ニガウリ、ハヤトウリ、マクワウリ、メロン、ユウガオ；
　ウルシ科（Ａｎａｃａｒｄｉａｃｅａｅ）植物、例えば、マンゴー；
　オシロイバナ科（Ｎｙｃｔａｇｉｎａｃｅａｅ）植物、例えば、ウドノキ；
　オトギリソウ科（Ｃｌｕｓｉａｃｅａｅ）植物、例えば、マンゴスチン；
　カキノキ科（Ｅｂｅｎａｃｅａｅ）植物、例えば、カキノキ；
　キク科（Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ）植物、例えば、サンチュ、リーフレタス、レタス、キ
ク、シュンギク、チコリ、ゴボウ、ヒマワリ、フキ；
　カバノキ科（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ）植物；
　キントラノオ科（Ｍａｌｐｉｇｈｉａｃｅａｅ）植物、例えば、アセロラ；
　クスノキ科（Ｌａｕｒａｃｅａｅ）植物；
　グミ科（Ｅｌａｅａｇｎａｃｅａｅ）植物、例えば、オニグルミ、ブラックウォールナ
ッツ；
　クワ科（Ｍｏｒａｃｅａｅ）植物、例えば、イチジク、ゴムノキ；
　コバノイシカグマ科（Ｄｅｎｎｓｔａｅｄｔｉａｃｅａｅ）植物、例えば、ワラビ；
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　ゴマ科（Ｐｅｄａｌｉａｃｅａｅ）植物、例えば、ゴマ；
　ザクロ科（Ｐｕｎｉｃａｃｅａｅ）植物、例えば、ザクロ；
　サトイモ科（Ａｒａｃｅａｅ）植物、例えば、コンニャク、サトイモ；
　シシガシラ科（Ｂｌｅｃｈｎａｃｅａｅ）植物、例えば、シシガシラ；
　シソ科（Ｌａｍｉａｃｅａｅ）植物、例えば、アオジソ、アカジソ；
　シナノキ科（Ｔｉｌｉａｃｅａｅ）植物、例えば、モロヘイヤ；
　ショウガ科（Ｚｉｎｇｉｂｅｒａｃｅａｅ）植物、例えば、ウコン、ジンジャー、ショ
ウガ、ミョウガ；
　セリ科（Ａｐｉａｃｅａｅ）植物、例えば、パセリ、セロリ、ニンジン；
　タデ科（Ｐｏｌｙｇｏｎａｃｅａｅ）植物、例えば、ソバ；
　ツツジ科（Ｅｒｉｃａｃｅａｅ）植物、例えば、ツツジ；
　ツバキ科（Ｔｈｅａｃｅａｅ）植物、例えば、チャノキ；
　ナス科（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ）植物、例えば、タバコ、トウガラシ、ピーマン、トマ
ト、ジャガイモ、ナス；
　ナデシコ科（Ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌａｃｅａｅ）植物、例えば、カーネーション；
　パイナップル科（Ｂｒｏｍｅｌｉａｃｅａｅ）植物、例えば、パイナップル；
　ハゴロモモ科（Ｃａｂｏｍｂａｃｅａｅ）植物、例えば、ジュンサイ；
　バショウ科（Ｍｕｓａｃｅａｅ）植物、例えば、バナナ；
　パパイア科（Ｃａｒｉｃａｃｅａｅ）植物、例えば、パパイア；
　バラ科（Ｒｏｓａｃｅａｅ）植物、例えば、アンズ、イチゴ、ウメ、カリン、スモモ、
セイヨウナシ、ナシ、ネクタリン、バラ、ビワ、ブラックラズベリー、マルメロ、ミニバ
ラ、モモ、リンゴ；
　ヒルガオ科（Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌａｃｅａｅ）植物、例えば、サツマイモ；
　ヒユ科（Ａｍａｒａｎｔｈａｃｅａｅ）植物、例えば、テンサイ；
　ブドウ科（Ｖｉｔａｃｅａｅ）植物、例えば、ブドウ；
　ブナ科（Ｆａｇａｃｅａｅ）植物、例えば、クリ；
　ベンケイソウ科（Ｃｒａｓｓｕｌａｃｅａｅ）植物、例えば、ヤツガシラ；
　マメ科（Ｆａｂａｃｅａｅ）植物、例えば、アズキ、インゲンマメ、エンドウ、クロア
ズキ、ササゲ、ソラマメ、ダイズ、ブラックビーン、ラッカセイ；
　ミカン科（Ｒｕｔａｃｅａｅ）植物、例えば、カラタチ、アマナツミカン、オレンジ、
キンカン、グレーブフルーツ、サンショウ、スダチ、ダイダイ、タチバナ、タヒチライム
、ナツミカン、ハッサク、ミカン、ブンタン、ポンカン、ユズ、ライム、レモン；
　モクセイ科（Ｏｌｅａｃｅａｅ）植物、例えば、オリーブ；
　ヤシ科（Ａｒｅｃａｃｅａｅ）植物、例えば、ココヤシ；
　ヤマグルマ科（Ｔｒｏｃｈｏｄｅｎｄｒａｃｅａｅ）植物、例えば、ヤマゴボウ；
　ヤマノイモ科（Ｄｉｏｓｃｏｒｅａｃｅａｅ）植物、例えば、ナガイモ、ヤマノイモ；
　ユリ科（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ）植物、例えば、アスパラガス、チューリップ、タマネギ
、ニラ、ニンニク、ネギ、ラッキョウ、ワケギ、ユリ；
　ワサビノキ科（Ｍｏｒｉｎｇａｃｅａｅ）植物、例えば、ワサビノキ；
　及びこれら植物のそれぞれの遺伝子組み換えが行われた品種等が挙げられる。
【０１９０】
　本発明の更なる態様は、本発明による殺菌性組成物で処理された種子に関する。当該種
子は、植物病原性微生物による植物病害の発生を防ぐために使用される。植物病原性微生
物が感染あるいは付着した種子（以下、汚染種子）が健全な種子に混入した場合、汚染種
子が植物病原性微生物の感染源となり、近傍で育成している健全な植物にも病害が伝播す
る。従って、植物病害微生物に対する殺菌活性の高い本発明による殺菌性組成物で処理さ
れた種子は、植物病害の発生と健全な植物への病原微生物の伝播を防ぐ有効な手段となる
。
【０１９１】
　本発明による殺菌性組成物は、全ての植物の種子に使用できる。特にイネ、コムギ、オ
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オムギ、ライムギ、トウモロコシ、ダイズ、綿、ジャガイモ、テンサイなどは栽培規模が
大きく、汚染種子による病害の伝播による被害の拡大も大きくなるため、本発明による種
子は植物病原性微生物による植物病害の発生防ぐ手段として有効である。加えて、本発明
による殺菌性組成物を遺伝子組み換え作物の種子に処理することも、植物病原性微生物に
よる植物病害の発生防ぐ手段として有効である。
【０１９２】
　以下に、本発明による殺菌性組成物で処理することのできる遺伝子組み換え植物の例を
挙げるが、必ずしもこれに限定されるものではない。すなわち；
　除草剤に対して耐性を示すように形質転換させた植物、例としてはグリホサート耐性植
物、ビアラホス耐性植物、ブロモキシニル耐性植物、スルホニルウレア系除草剤耐性作物
、イミダゾリノン系除草剤耐性作物、２，４－Ｄ耐性植物、ジカンバ耐性植物、イソキサ
フルトール耐性植物、メソトリオン耐性植物等；
　害虫に対して抵抗性を示すように形質転換させた植物、例としてはＢｔ　ｔｏｘｉｎ（
バチルス　チューリンゲンシスの殺虫性毒素）を生産するように形質転換させた植物、天
敵誘引物質を生産するように形質転換させた植物等；
　植物病害に対して抵抗性を示すように形質転換させた植物、例としてはウイルス抵抗性
植物、ディフェンシンを生産するように形質転換させた植物等；
　果実の収穫適期を拡大させ保存性を向上するように形質転換させた植物、例としてはポ
リガラクチュロナーゼの生産を抑制するように形質転換させた植物、エチレン生合成酵素
を抑制するように形質転換させた植物等；
　収穫物の安全性を高めるように形質転換させた植物、例えば、マイコトキシン分解酵素
生産植物等；
　育種上有用になるように形質転換させた植物、例えば、雄性不稔形質を示すように形質
転換させた植物等；
　バイオエタノールの原料として有用な形質を付与した形質転換植物、例としては耐熱性
α－アミラーゼ生産植物等；
　環境ストレスに対して耐性を示すように形質転換させた植物、例えばＲＮＡシャペロン
を利用した乾燥耐性を示す植物、低温耐性の植物に多く含まれる適合溶質であるグリシン
ベタインを蓄積する植物、適合溶質であるプロリンを蓄積する植物、保水力の強いトレハ
ロースを蓄積し、乾燥耐性を示す植物、活性酸素を消去する酵素を過剰生産する植物、ム
ギネ酸類を生産することでアルカリ土壌での鉄欠乏に耐性示す植物、ムギネ酸類を生産す
ることで鉄欠乏に耐性示す植物等；
　特定の機能性栄養素を生産するように形質転換させた植物、例えばオレイン酸を過剰に
生産する植物、ステアリドン酸を過剰に産生する植物、リシンを過剰に産生する植物、プ
ロビタミンＡ強化作物、ビタミンＥ強化植物、アントシアニンを過剰に産生する植物、ス
ギのアレルゲンを産生しスギ花粉症を緩和する効果のある植物等；
が挙げられる。
【０１９３】
　本発明による殺菌性組成物は、微生物に対して高い殺菌効果を示すことから、産業材料
を微生物の繁殖から保護するために使用することができる。ここで産業材料の非限定的な
事例としては、木材、プラスチック資材、紙資材、革資材、タイル、陶器、セメント、ペ
ンキ、冷却潤滑剤及び接着剤等が挙げられる。これら産業材料への処理は、本発明による
殺菌性組成物を保護対象物に噴霧、散布、散粉、スプレー、拡散、浸漬、灌注、散水（浸
水）、発泡、塗布、粉衣、コーティング、吹付け、くん蒸、くん煙、煙霧、塗装及び混合
することで行うことができる。
【０１９４】
　本発明による殺菌性組成物には、必要に応じ農薬製剤に通常用いられる添加物を含有す
ることができる。この添加物としては、固体担体又は液体担体等の担体、界面活性剤、結
合剤、粘着付加剤、増粘剤、着色剤、拡展剤、凍結防止剤、固結防止剤、崩壊剤、分解防
止剤等が挙げられ、その他必要に応じ、防腐剤や植物片等を添加成分に用いてもよい。
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【０１９５】
　これらの添加物は１種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０１９６】
　上記添加成分について説明する。
【０１９７】
　固体担体としては、例えば石英、クレー、カオリナイト、ピロフィライト、セリサイト
、タルク、チョーク、ベントナイト、アタパルジャイト、モンモリロナイト、酸性白土、
ゼオライト、天然岩、珪藻土、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰石、等の天然鉱物質
類；炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム又はその他のアンモニウム塩、硫酸ナトリウム、
塩化カルシウム、塩化カリウム等の無機塩類；デンプン、セルロース、植物粉末等の有機
固体担体；ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニリデン等のプラスチック担体；
その他、合成ケイ酸、合成ケイ酸塩、アルミナ、微粉化シリカ、シリケート等が挙げられ
る。これらは単独で用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０１９８】
　液体担体としては、例えばメタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール
、ブタノール等の１価アルコール類や、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ヘキシレングリコール、ポリエチレングリコール；ポリプロピレン
ギリコールグリセリン等の多価アルコール類に大別されるアルコール類、プロピレン系グ
リコールエーテル等の多価アルコール誘導体類；アセトン、メチルエチルケトン、メチル
イソブチルケトン、ジイソブチルケトン、シクロヘキサノン、イソホロン等のケトン類；
エチルエーテル、ジオキサン、セロソルブ、ジプロピルエーテル、テトラヒドロフラン等
のエーテル類；ノルマルパラフィン、ナフテン、イソパラフィン、ケロシン、鉱油等の脂
肪族炭化水素類；ベンゼン、トルエン、キシレン、ソルベントナフサ、アルキルナフタレ
ン等の芳香族炭化水素類、ジクロロエタン、クロロホルム、四塩化炭素等のハロゲン化炭
化水素類；酢酸エチル、ジイソプロピルフタレート、ジブチルフタレート、ジオクチルフ
タレート、アジピン酸ジメチル等のエステル類；γ－ブチロラクトン等のラクトン類；ジ
メチルホルムアミド、ジエチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－アルキルピロ
リジン等のアミド類；アセトニトリル等のニトリル類；ジメチルスルホキシド等の硫黄化
合物類；大豆油、ナタネ油、綿実油、ヒマシ油等の植物油；水等を挙げることができる。
これらは単独で用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０１９９】
　界面活性剤は特に制限されないが、好ましくは水中でゲル化するか、あるいは膨潤性を
示すものであり、例えばソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪
酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレン樹脂酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸ジエステル、ポリオキシエチレンアル
キルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェノールエーテル、ポリオキシエチレンジ
アルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェノールホルマリン縮合物、
ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマー、アルキルポリオキシエチレ
ンポリプロピレンブロックポリマーエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリ
オキシエチレン脂肪酸アミド、ポリオキシエチレン脂肪酸ビスフェニルエーテル、ポリア
ルキレンベンジルフェニルエーテル、ポリオキシアルキレンスチレンフェニルエーテル、
アセチレンジオール、ポリオキシアルキレン付加アセチレンジオール、ポリオキシエチレ
ンエーテル型シリコーン、エステル型シリコーン、フッ素系界面活性剤、ポリオキシエチ
レンひまし油、ポリオキシエチレン硬化ひまし油等の非イオン性界面活性剤；アルキル硫
酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニ
ルエーテル硫酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、リグニンスルホン酸塩、アルキルス
ルホコハク酸塩、ナフタレンスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、ナフタレ
ンスルホン酸のホルマリン縮合物の塩、アルキルナフタレンスルホン酸のホルマリン縮合
物の塩、脂肪酸塩、ポリカルボン酸塩、Ｎ－メチル－脂肪酸サルコシネート、樹脂酸塩、
ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエ
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ーテルリン酸塩等のアニオン性界面活性剤；ラウリルアミン塩酸塩、ステアリルアミン塩
酸塩、オレイルアミン塩酸塩、ステアリルアミン酢酸塩、ステアリルアミノプロピルアミ
ン塩酸塩、アルキルトリメチルアンモニウムクロライド、アルキルジメチルベンザルコニ
ウムクロライド等のアルキルアミン塩等のカチオン性界面活性剤；及びアミノ酸型又はベ
タイン型等の両性界面活性剤が挙げられる。これらの界面活性剤は１種用いてもよいし、
又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０２００】
　また、結合剤や粘着付与物としては、例えばカルボキシメチルセルロースやその塩、デ
キストリン、水溶性デンプン、キサンタンガム、グアーガム、蔗糖、ポリビニルピロリド
ン、アラビアゴム、ポリビニルアルコール、ポリビニルアセテート、ポリアクリル酸ナト
リウム、平均分子量６０００～２００００のポリエチレングリコール、平均分子量１０万
～５００万のポリエチレンオキサイド、天然燐脂質（例えばセファリン酸、レシチン酸等
）等が挙げられる。これらの結合剤や粘着付与物は１種用いてもよいし、又、２種以上を
組み合わせて用いてもよい。増粘剤としては、例えばキサンタンガム、グアーガム、カル
ボキシメチルセルロース、ポリビニルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、アクリル
系ポリマー、デンプン誘導体、多糖類のような水溶性高分子；及び高純度ベントナイト、
ホワイトカーボンのような無機微粉等が挙げられる。これらの増粘剤は１種用いてもよい
し、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。着色剤としては、例えば酸化鉄、酸化チ
タン、プルシアンブルーのような無機顔料；及びアリザリン染料、アゾ染料、金属フタロ
シアニン染料のような有機染料等が挙げられる。これらの着色剤は１種用いてもよいし、
又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０２０１】
　拡展剤としては、例えばシリコーン系界面活性剤、セルロース粉末、デキストリン、加
工デンプン、ポリアミノカルボン酸キレート化合物、架橋ポリビニルピロリドン、マレイ
ン酸とスチレン酸、メタアクリル酸共重合体、多価アルコールのポリマーとジカルボン酸
無水物とのハーフエステル、ポリスチレンスルホン酸の水溶性塩等が挙げられる。これら
の拡展剤は１種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。展着剤とし
ては、例えばジアルキルスルホコハク酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
等の種々の界面活性剤；パラフィン、テルペン、ポリアミド樹脂、ポリアクリル酸塩、ポ
リオキシエチレン、ワックス、ポリビニルアルキルエーテル、アルキルフェノールホルマ
リン縮合物、合成樹脂エマルジョン等が挙げられる。これらの展着剤は１種用いてもよい
し、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０２０２】
　凍結防止剤としては、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレン
グリコール、グリセリン等の多価アルコール類等が挙げられる。これらの凍結防止剤は１
種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０２０３】
　固結防止剤としては、例えばデンプン、アルギン酸、マンノース、ガラクトース等の多
糖類、ポリビニルピロリドン、ホワイトカーボン、エステルガム、石油樹脂等が挙げられ
る。これらの固結防止剤は１種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用いてもよ
い。崩壊剤としては、例えばトリポリリン酸ソーダ、ヘキサンメタリン酸ソーダ、ステア
リン酸金属塩、セルロース粉末、デキストリン、メタクリル酸エステルの共重合体、ポリ
ビニルピロリドン、ポリアミノカルボン酸キレート化合物、スルホン化スチレン・イソブ
チレン・無水マレイン酸共重合体、デンプン・ポリアクリロニトリルグラフト共重合体等
が挙げられる。これらの崩壊剤は１種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用い
てもよい。
【０２０４】
　分解防止剤としては、例えばゼオライト、生石灰、酸化マグネシウムのような乾燥剤、
フェノール系、アミン系、硫黄系、リン酸系等の酸化防止剤、サリチル酸系、ベンゾフェ
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ノン系等の紫外線吸収剤等が挙げられる。これらの分解防止剤は１種用いてもよいし、又
、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０２０５】
　防腐剤としては、例えばソルビン酸カリウム、１，２－ベンズチアゾリン－３－オン等
が挙げられる。これらの防腐剤は１種用いてもよいし、又、２種以上を組み合わせて用い
てもよい。
【０２０６】
　植物片としては、例えばおがくず、やしがら、トウモロコシ穂軸、タバコ茎等が挙げら
れる。
【０２０７】
　本発明の殺菌性組成物又は組み合わせ物において、上記添加成分を含有させる場合、そ
の含有割合については、質量基準で、担体では通常５～９５％、好ましくは２０～９０％
、界面活性剤では通常０．１～３０％、好ましくは０．５～１０％、その他の添加物は０
．１～３０％、好ましくは０．５～１０％の範囲で選ばれる。
【０２０８】
　本発明の殺菌性組成物は、例えば、粒剤、粉粒剤、微粒剤、液剤、水溶剤、油剤、乳剤
、サーフ剤、エマルジョン剤、マイクロエマルジョン剤、サスポエマルジョン製剤、ＥＷ
（ｅｍｕｌｓｉｏｎ　ｏｉｌ　ｉｎ　ｗａｔｅｒ）剤、マイクロカプセル剤、水和剤、懸
濁剤、フロアブル剤、錠剤、顆粒水和剤、ドライフロアブル剤、水和性顆粒剤、エアロゾ
ル、ペースト剤、サイクロデキストリン製剤、ジャンボ剤、パック剤、水溶性包装製剤、
粉剤、燻煙剤、燻蒸剤などのような農園芸用殺菌剤に適する薬剤として使用することがで
きる。
【０２０９】
　このような態様は、式［１］から選択される少なくとも一種の化合物と、構成成分（ｂ
）から選択される少なくとも一種との適当な固体又は液体の担体類、及び所望により、有
効成分の分散性や、他の性質の改善のために適当な補助剤（例えば、界面活性剤、溶剤、
安定剤）とともに混合する通常の方法によって得ることができる。使用に際しては適当な
濃度に希釈して散布するか又は直接施用する。
【０２１０】
　本発明による殺菌性組成物は、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺カタツムリ剤、摂食阻
害剤、除草剤、殺藻剤殺ダニ剤、殺線虫剤、生物農薬、フェロモン剤、天然殺菌剤、天然
殺虫剤といったブリティシュクロッププロテクションカウンシル発行のペスチサイド　マ
ニュアル（２０１３年）、全国農業協同組合連合会発行のクミアイ農薬総覧(２０１４年)
及び全国農村教育協会発行のＳＨＩＢＵＹＡ　ＩＮＤＥＸ(第１７版) などで知られてい
る成分を共同成分として含むことで、さらに広い範囲の農業保護をもたらす多構成成分有
害生物防除剤を形成する事が可能である。下記に共同成分の例を示すが、これらに限定さ
れるものではない。
【０２１１】
　殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺カタツムリ剤及び摂食阻害剤の例としては、１，２－
ジクロロプロパン（１，２－ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｒｏｐａｎｅ）、１，３－ジクロロプロ
ペン（１，３－ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｒｏｐｅｎｅ）、アバメクチン（ａｂａｍｅｃｔｉｎ
）、アセフェート（ａｃｅｐｈａｔｅ）、アセキノシル（ａｃｅｑｕｉｎｏｃｙｌ）、ア
セタミプリド（ａｃｅｔａｍｉｐｒｉｄ）、アセチオン（ａｃｅｔｈｉｏｎ）、アセトホ
ス（ａｃｅｔｏｐｈｏｓ）、アセトプロール（ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ）、アクリナスリン
（ａｃｒｉｎａｔｈｒｉｎ）、アクリロニトリル（ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉｌｅ）、アフ
ィドピロペン（ａｆｉｄｏｐｙｒｏｐｅｎ）、アラニカルブ（ａｌａｎｙｃａｒｂ）、ア
ルドキシカルブ（ａｌｄｏｘｙｃａｒｂ）、アレスリン（ａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、アリシ
ン（ａｌｌｉｃｉｎ）、アロサミジン（ａｌｌｏｓａｍｉｄｉｎ）、アリキシカルブ（ａ
ｌｌｙｘｙｃａｒｂ）、アルファーシペルメトリン（ａｌｐｈａ－ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒ
ｉｎ）、アルファーエンドスルファン（ａｌｐｈａ－ｅｎｄｏｓｕｌｆａｎ）、アミジチ
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オン（ａｍｉｄｉｔｈｉｏｎ）、アミドフルメト（ａｍｉｄｏｆｌｕｍｅｔ）、アミノカ
ルブ（ａｍｉｎｏｃａｒｂ）、アミトン（ａｍｉｔｏｎ）、アミトラズ（ａｍｉｔｒａｚ
）、アナバシン（ａｎａｂａｓｉｎｅ）、アラマイ（ａｒａｍｉｔｅ）、アチダチオン（
ａｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）、アザジラクチン（ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、アザメチホ
ス（ａｚａｍｅｔｈｉｐｈｏｓ）、アジンホスエチル（ａｚｉｎｐｈｏｓ－ｅｔｈｙｌ）
、アジンホスメチル（ａｚｉｎｐｈｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、アゾベンゼン（ａｚｏｂｅｎ
ｚｅｎｅ）、アゾシクロチン（ａｚｏｃｙｃｌｏｔｉｎ）、アゾトアート（ａｚｏｔｈｏ
ａｔｅ）、バチルス　チーリンゲンシス　クルスターキ系（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルス　チーリンゲンシス　ブイブイ系（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｕｉｂｕｉ）、バチルス　チーリン
ゲンシス　アイザワイ系（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ａｉｓａｗ
ａｉ）、六フッ化ケイ酸バリウム（ｂａｒｉｕｍ　ｈｅｘａｆｌｕｏｒｏｓｉｌｉｃａｔ
ｅ）、バルスリン（ｂａｒｔｈｒｉｎ）、ベンクロチアズ（ｂｅｎｃｌｏｔｈｉａｚ）、
ベンジオカルブ（ｂｅｎｄｉｏｃａｒｂ）、ベンフラカルブ（ｂｅｎｆｕｒａｃａｒｂ）
、ベノキサホス（ｂｅｎｏｘａｆｏｓ）、ベンスルタップ（ｂｅｎｓｕｌｔａｐ）、ベン
ゾキシマート（ｂｅｎｚｏｘｉｍａｔｅ）、安息香酸ベンジル（ｂｅｎｚｙｌ　ｂｅｎｚ
ｏａｔｅ）、ベータシフルトリン（ｂｅｔａ－ｃｙｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ベータシペルメ
トリン（ｂｅｔａ－ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、ビフェナゼート（ｂｉｆｅｎａｚａｔ
ｅ）、ビフェンスリン（ｂｉｆｅｎｔｈｒｉｎ）、ｂｉｆｕｊｕｎｚｈｉ、ビナパクリル
（ｂｉｎａｐａｃｒｙｌ）、ビオアレトリン（ｂｉｏａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、ビオメタエ
トリン（ｂｉｏｅｔｈａｎｏｍｅｔｈｒｉｎ）、ビオペルメトリン（ｂｉｏｐｅｒｍｅｔ
ｈｒｉｎ）、ビストリフルロン（ｂｉｓｔｒｉｆｌｕｒｏｎ）、ボラックス（ｂｏｒａｘ
）、ほう酸（ｂｏｒｉｃ　ａｃｉｄ）、ブロフェンバレレート（ｂｒｏｆｅｎｖａｌｅｒ
ａｔｅ）、ブロフラニリド（ｂｒｏｆｌａｎｉｌｉｄ）、ブロフルトリネート（ｂｒｏｆ
ｌｕｔｈｒｉｎａｔｅ）、ブロメトリン（ｂｒｏｍｅｔｈｒｉｎ）、ブロムフェンビンホ
ス（ｂｒｏｍｆｅｎｖｉｎｆｏｓ）、ブロモアセトタミド（ｂｒｏｍｏａｃｅｔａｍｉｄ
ｅ）、ブロモシクレン（ｂｒｏｍｏｃｙｃｌｅｎ）、ブロモＤＤＴ（ｂｒｏｍｏ－ＤＤＴ
）、ブロモホス（ｂｒｏｍｏｐｈｏｓ）、ブロモホスエチル（ｂｒｏｍｏｐｈｏｓ－ｅｔ
ｈｙｌ）、ブロモプロピレート（ｂｒｏｍｏｐｒｏｐｙｌａｔｅ）、ブフェンァルブ（ｂ
ｕｆｅｎｃａｒｂ）、ブプロフェジン（ｂｕｐｒｏｆｅｚｉｎ）、ブタカルブ（ｂｕｔａ
ｃａｒｂ）、ブタチオホス（ｂｕｔａｔｈｉｏｆｏｓ）、ブテトリン（ｂｕｔｅｔｈｒｉ
ｎ）、ブトカルボキシム（ｂｕｔｏｃａｒｂｏｘｉｍ）、ブトネート（ｂｕｔｏｎａｔｅ
）、ブトキシカルボキシム（ｂｕｔｏｘｙｃａｒｂｏｘｉｍ）、カズサホス（ｃａｄｕｓ
ａｆｏｓ）、多硫酸カルシウム（ｃａｌｃｉｕｍ　ｐｏｌｙｓｕｌｆｉｄｅ）、カルビン
ホス（ｃａｌｖｉｎｐｈｏｓ）、カンフェクロル（ｃａｍｐｈｅｃｈｌｏｒ）、カルバノ
レート（ｃａｒｂａｎｏｌａｔｅ）、カルバニル（ｃａｒｂａｒｙｌ）、カルボフラン（
ｃａｒｂｏｆｕｒａｎ）、二硫化炭素（ｃａｒｂｏｎ　ｄｉｓｕｌｆｉｄｅ）、四塩化炭
素（ｃａｒｂｏｎ　ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒｉｄｅ）、硫化カルボニル（ｃａｒｂｏｎｙｌ
　ｓｕｌｆｉｄｅ）、カルボフェノチオン（ｃａｒｂｏｐｈｅｎｏｔｈｉｏｎ）、カルボ
スルファン（ｃａｒｂｏｓｕｌｆａｎ）、カルタップ（ｃａｒｔａｐ）、カルバクロール
（ｃａｒｖａｃｒｏｌ）、キノメチオナート（ｃｈｉｎｏｍｅｔｈｉｏｎａｔ）、クロラ
ミンホスホラス（ｃｈｌｏｒａｍｉｎｅ　ｐｈｏｓｐｈｏｒｕｓ）、クロラントラニリプ
ロール（ｃｈｌｏｒａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、クロルベンシド（ｃｈｌｏｒｂｅ
ｎｓｉｄｅ）、クロルベンズウロン（ｃｈｌｏｒｂｅｎｚｕｒｏｎ）、クロルビシクレン
（ｃｈｌｏｒｂｉｃｙｃｌｅｎ）、クロルデコン（ｃｈｌｏｒｄｅｃｏｎｅ）、クロレン
ペントリン（ｃｈｌｏｒｅｍｐｅｎｔｈｒｉｎ）、クロレトキシホス（ｃｈｌｏｒｅｔｈ
ｏｘｙｆｏｓ）、クロルフェナピル（ｃｈｌｏｒｆｅｎａｐｙｒ）、クロルフェネトール
（ｃｈｌｏｒｆｅｎｅｔｈｏｌ）、クロルフェンソン（ｃｈｌｏｒｆｅｎｓｏｎ）、クロ
ルフェンスルフィド（ｃｈｌｏｒｆｅｎｓｕｌｐｈｉｄｅ）、クロルフェンビンホス（ｃ
ｈｌｏｒｆｅｎｖｉｎｐｈｏｓ）、クロルフルアズロン（ｃｈｌｏｒｆｌｕａｚｕｒｏｎ
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）、クロルメホス（ｃｈｌｏｒｍｅｐｈｏｓ）、クロロホルム（ｃｈｌｏｒｏｆｏｒｍ）
、クロロメブホルム（ｃｈｌｏｒｏｍｅｂｕｆｏｒｍ）、クロロメチウロン（ｃｈｌｏｒ
ｏｍｅｔｈｉｕｒｏｎ）、クロロピクリン（ｃｈｌｏｒｏｐｉｃｒｉｎ）、クロロプラレ
トリン（ｃｈｌｏｒｏｐｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、クロロプロピレート（ｃｈｌｏｒｏｐ
ｒｏｐｙｌａｔｅ）、クロルホキシム（ｃｈｌｏｒｐｈｏｘｉｍ）、クロルプラゾホス（
ｃｈｌｏｒｐｒａｚｏｐｈｏｓ）、クロルピリフォス（ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ）、ク
ロルピリホスメチル（ｃｈｌｏｒｐｙｒｉｆｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、クロルチオホス（ｃ
ｈｌｏｒｔｈｉｏｐｈｏｓ）、クロマフェノジド（ｃｈｒｏｍａｆｅｎｏｚｉｄｅ）、シ
ネリンI（ｃｉｎｅｒｉｎ　I）、シネリンII（ｃｉｎｅｒｉｎ　II）、シネリン複合体（
ｃｉｎｅｒｉｎｓ）、シスメトリン（ｃｉｓｍｅｔｈｒｉｎ）、クレンピリン（ｃｌｅｎ
ｐｉｒｉｎ）、クロエトカルブ（ｃｌｏｅｔｈｏｃａｒｂ）、クロフェンテジン（ｃｌｏ
ｆｅｎｔｅｚｉｎｅ）、クロサンテル（ｃｌｏｓａｎｔｅｌ）、クロチアニジン（ｃｌｏ
ｔｈｉａｎｉｄｉｎ）、コロホネート（ｃｏｌｏｐｈｏｎａｔｅ）、ナフテン酸銅（ｃｏ
ｐｐｅｒ　ｎａｐｈｔｈｅｎａｔｅ）、オレイン酸銅（ｃｏｐｐｅｒ　ｏｌｅａｔｅ）、
硫酸銅（ｃｏｐｐｅｒ　ｓｕｌｆａｔｅ）、クマホス（ｃｏｕｍａｐｈｏｓ）、クミトエ
ート（ｃｏｕｍｉｔｈｏａｔｅ）、ＣＰＭＣ、クロタミトン（ｃｒｏｔａｍｉｔｏｎ）、
クロトキシホス（ｃｒｏｔｏｘｙｐｈｏｓ）、クルホメート（ｃｒｕｆｏｍａｔｅ）、ク
リオライト（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シアノフェンホス（ｃｙａｎｏｆｅｎｐｈｏｓ）、シ
アノゲン（ｃｙａｎｏｇｅｎ）、シアノホス（ｃｙａｎｏｐｈｏｓ）、シアントエート（
ｃｙａｎｔｈｏａｔｅ）、シアントラニリプロール（ｃｙａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ
）、シクラニリプロール（ｃｙｃｌａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、シクレトリン（ｃｙｃｌｅ
ｔｈｒｉｎ）、シクロプラート（ｃｙｃｌｏｐｒａｔｅ）、シクロプロトリン（ｃｙｃｌ
ｏｐｒｏｔｈｒｉｎ）、シエノピラフェン（ｃｙｅｎｏｐｙｒａｆｅｎ）、シフルメトフ
ェン（ｃｙｆｌｕｍｅｔｏｆｅｎ）、シフルトリン（ｃｙｆｌｕｔｈｒｉｎ）、シハロジ
アミド（ｃｙｈａｌｏｄｉａｍｉｄｅ）、シハロトリン（ｃｙｈａｌｏｔｈｒｉｎ）、シ
ヘキサチン（ｃｙｈｅｘａｔｉｎ）、シミアゾール（ｃｙｍｉａｚｏｌｅ）、シペルメト
リン（ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、シロマジン（ｃｙｒｏｍａｚｉｎｅ）、シチオエー
ト（ｃｙｔｈｉｏａｔｅ）、ｄａｙｏｕｔｏｎｇ、ダゾメット（ｄａｚｏｍｅｔ）、ＤＢ
ＣＰ、ＤＣＩＰ、デカルボフラン（ｄｅｃａｒｂｏｆｕｒａｎ）、デルタメトリン（ｄｅ
ｌｔａｍｅｔｈｒｉｎ）、デメフィオン（ｄｅｍｅｐｈｉｏｎ）、デメフィオンＯ（ｄｅ
ｍｅｐｈｉｏｎ－Ｏ）、デメフィオンＳ（ｄｅｍｅｐｈｉｏｎ－Ｓ）、デメトン（ｄｅｍ
ｅｔｏｎ）、デメトンメチル（ｄｅｍｅｔｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、デメトンＯ（ｄｅｍｅ
ｔｏｎ－Ｏ）、デメトンＯメチル（ｄｅｍｅｔｏｎ－Ｏ－ｍｅｔｈｙｌ）、デメトンＳ（
ｄｅｍｅｔｏｎ－Ｓ）、デメトンＳメチル（ｄｅｍｅｔｏｎ－Ｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、デメ
トンＳメチルスルホン（ｄｅｍｅｔｏｎ－Ｓ－ｍｅｔｈｙｌｓｕｌｐｈｏｎ）、ｄ－ｆａ
ｎｓｈｉｌｕｑｕｅｂｉｎｇｊｕｚｈｉ、ジアフェンチウロン（ｄｉａｆｅｎｔｈｉｕｒ
ｏｎ）、ジアリホス（ｄｉａｌｉｆｏｓ）、ジアミダホス（ｄｉａｍｉｄａｆｏｓ）、珪
藻土（ｄｉａｔｏｍａｃｅｏｕｓ　ｅａｒｔｈ）、ジアジノン（ｄｉａｚｉｎｏｎ）、ジ
カプトン（ｄｉｃａｐｔｈｏｎ）、ジクロフェンチオン（ｄｉｃｈｌｏｆｅｎｔｈｉｏｎ
）、ジクロフルアニド（ｄｉｃｈｌｏｆｌｕａｎｉｄ）、ジクロルベンズロン（ｄｉｃｈ
ｌｏｒｂｅｎｚｕｒｏｎ）、ジクロルボス（ｄｉｃｈｌｏｒｖｏｓ）、ジクロロメゾチア
ズ（ｄｉｃｌｏｒｏｍｅｚｏｔｉａｚ）、ジコホール（ｄｉｃｏｆｏｌ）、ジクレシル（
ｄｉｃｒｅｓｙｌ）、ジクロトホス（ｄｉｃｒｏｔｏｐｈｏｓ）、ジシクラニル（ｄｉｃ
ｙｃｌａｎｉｌ）、ジエノクロル（ｄｉｅｎｏｃｈｌｏｒ）、ジフロビダジン（ｄｉｆｌ
ｏｖｉｄａｚｉｎ）、ジフルベンズロン（ｄｉｆｌｕｂｅｎｚｕｒｏｎ）、ジロル（ｄｉ
ｌｏｒ）、ジメフルトリン（ｄｉｍｅｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ジメホックス（ｄｉｍｅｆｏ
ｘ）、ジメタン（ｄｉｍｅｔａｎ）、ジメタカルブ（ｄｉｍｅｔｈａｃａｒｂ）、ジメト
エート（ｄｉｍｅｔｈｏａｔｅ）、ジメトリン（ｄｉｍｅｔｈｒｉｎ）、ジメチルビンホ
ス（ｄｉｍｅｔｈｙｌｖｉｎｐｈｏｓ）、ジメチラン（ｄｉｍｅｔｉｌａｎ）、ジネック
ス（ｄｉｎｅｘ）、ジノブトン（ｄｉｎｏｂｕｔｏｎ）、ジノカップ（ｄｉｎｏｃａｐ）
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、ジノカップ ４（ｄｉｎｏｃａｐ－４）、ジノカップ ６（ｄｉｎｏｃａｐ－６）、ジノ
クトン（ｄｉｎｏｃｔｏｎ）、ジノペントン（ｄｉｎｏｐｅｎｔｏｎ）、ジノプロップ（
ｄｉｎｏｐｒｏｐ）、ジノサム（ｄｉｎｏｓａｍ）、ジノスルホン（ｄｉｎｏｓｕｌｆｏ
ｎ）、ジノテフラン（ｄｉｎｏｔｅｆｕｒａｎ）、ジノテルボン（ｄｉｎｏｔｅｒｂｏｎ
）、ジオフェノラン（ｄｉｏｆｅｎｏｌａｎ）、ジオキサベンゾホス（ｄｉｏｘａｂｅｎ
ｚｏｆｏｓ）、ジオキサカルブ（ｄｉｏｘａｃａｒｂ）、ジオキサチオン（ｄｉｏｘａｔ
ｈｉｏｎ）、ジフェニルスルホン（ｄｉｐｈｅｎｙｌｓｕｌｆｏｎｅ）、ジピメチトロン
（ｄｉｐｙｍｅｔｉｔｒｏｎｅ）、ジスルフィラム（ｄｉｓｕｌｆｉｒａｍ）、ジスルホ
トン（ｄｉｓｕｌｆｏｔｏｎ）、ジチクロホス（ｄｉｔｈｉｃｒｏｆｏｓ）、ジチオエー
テル（ｄｉｔｈｉｏｅｔｈｅｒ）、ｄ－リモネン（ｄ－ｌｉｍｏｎｅｎｅ）、ＤＮＯＣ、
ドフェナピン（ｄｏｆｅｎａｐｙｎ）
、ドラメクチン（ｄｏｒａｍｅｃｔｉｎ）、エクジステロン（ｅｃｄｙｓｔｅｒｏｎｅ）
、エマメクチン（ｅｍａｍｅｃｔｉｎ）、ＥＭＰＣ、エンペントリン（ｅｍｐｅｎｔｈｒ
ｉｎ）、エンドチオン（ｅｎｄｏｔｈｉｏｎ）、エンドリン（ｅｎｄｒｉｎ）、ＥＰＮ、
エポフェノナート（ｅｐｏｆｅｎｏｎａｎｅ）、エプリノメクチン（ｅｐｒｉｎｏｍｅｃ
ｔｉｎ）、イプシロンメトフルトリン（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｍｅｔｏｆｌｕｔｈｒｉｎ）、
イプシロンモンフルオロトリン（ｅｐｓｉｌｏｎ－ｍｏｍｆｌｕｏｒｏｔｈｒｉｎ）、エ
スデパレトリン（ｅｓｄeｐａｌｌeｔｈｒｉｎｅ）、エスフェンバレレート（ｅｓｆｅｎ
ｖａｌｅｒａｔｅ）、エタホス（ｅｔａｐｈｏｓ）、エチオフェンカルブ（ｅｔｈｉｏｆ
ｅｎｃａｒｂ）、エチオン（ｅｔｈｉｏｎ）、エチプロル（ｅｔｈｉｐｒｏｌｅ）、エト
アートメチル（ｅｔｈｏａｔｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、エトプロホス（ｅｔｈｏｐｒｏｐｈｏ
ｓ）、ギ酸エチル（ｅｔｈｙｌ　ｆｏｒｍａｔｅ）、エチルＤＤＤ（ｅｔｈｙｌ－ＤＤＤ
）、二臭化エチレン（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｄｉｂｒｏｍｉｄｅ）、二塩化エチレン（ｅｔ
ｈｙｌｅｎｅ　ｄｉｃｈｌｏｒｉｄｅ）、エトフェンプロックス（ｅｔｏｆｅｎｐｒｏｘ
）、エトキサゾール（ｅｔｏｘａｚｏｌｅ）、エトリムホス（ｅｔｒｉｍｆｏｓ）、ＥＸ
Ｄ、ファンファー（ｆａｍｐｈｕｒ）、フェナミホス（ｆｅｎａｍｉｐｈｏｓ）、フェナ
ザフロル（ｆｅｎａｚａｆｌｏｒ）、フェナザキン（ｆｅｎａｚａｑｕｉｎ）、酸化フェ
ンブタスズ（ｆｅｎｂｕｔａｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、フェンクロルホス（ｆｅｎｃｈｌｏ
ｒｐｈｏｓ）、フェネタカルブ（ｆｅｎｅｔｈａｃａｒｂ）、フェンフルトリン（ｆｅｎ
ｆｌｕｔｈｒｉｎ）、フェニトロチオン（ｆｅｎｉｔｒｏｔｈｉｏｎ）、フェノブカルブ
（ｆｅｎｏｂｕｃａｒｂ）、フェノチオカルブ（ｆｅｎｏｔｈｉｏｃａｒｂ）、フェノキ
サクリム（ｆｅｎｏｘａｃｒｉｍ）、フェノキシカルブ（ｆｅｎｏｘｙｃａｒｂ）、フェ
ンピリトリン（ｆｅｎｐｉｒｉｔｈｒｉｎ）、フェンプロパトリン（ｆｅｎｐｒｏｐａｔ
ｈｒｉｎ）、フェンピロキシメー ト（ｆｅｎｐｙｒｏｘｉｍａｔｅ）、フェンソン（ｆ
ｅｎｓｏｎ）、フェンスルホチオン（ｆｅｎｓｕｌｆｏｔｈｉｏｎ）、フェンチオン（ｆ
ｅｎｔｈｉｏｎ）、フェンチオンエチル（ｆｅｎｔｈｉｏｎ－ｅｔｈｙｌ）、フェントリ
ファニル（ｆｅｎｔｒｉｆａｎｉｌ）、フェンバレート（ｆｅｎｖａｌｅｒａｔｅ）、リ
ン酸第二鉄（ｆｅｒｒｉｃ　ｐｈｏｓｐｈａｔｅ）、フィプロニル（ｆｉｐｒｏｎｉｌ）
、フィプロニル（ｆｉｐｒｏｎｉｌ）、フロメトキン（ｆｌｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）、フロ
ニカミド（ｆｌｏｎｉｃａｍｉｄ）、フルアクリピリム（ｆｌｕａｃｒｙｐｙｒｉｍ）、
フルアザインドリジン（ｆｌｕａｚａｉｎｄｏｌｉｚｉｎｅ）、フルアズロン（ｆｌｕａ
ｚｕｒｏｎ）、フルベンジアミド（ｆｌｕｂｅｎｄｉａｍｉｄｅ）、フルベンジミン（ｆ
ｌｕｂｅｎｚｉｍｉｎｅ）、フルコフロン（ｆｌｕｃｏｆｕｒｏｎ）、フルシクロクスロ
ン（ｆｌｕｃｙｃｌｏｘｕｒｏｎ）、フルシクロクスロン（ｆｌｕｃｙｃｌｏｘｕｒｏｎ
）、フルシトリネート（ｆｌｕｃｙｔｈｒｉｎａｔｅ）、フルエネチル（ｆｌｕｅｎｅｔ
ｉｌ）、フルエンスルホン（ｆｌｕｅｎｓｕｌｆｏｎｅ）、フルフェネリム（ｆｌｕｆｅ
ｎｅｒｉｍ）、フルフェノクスロン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、フルフェノキシスト
ロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、フルフェンプロックス（ｆｌｕｆｅｎｐ
ｒｏｘ）、フルフィプロール（ｆｌｕｆｉｐｒｏｌｅ）、フルヘキサホン（ｆｌｕｈｅｘ
ａｆｏｎ）、フルメトリン（ｆｌｕｍｅｔｈｒｉｎ）、フルオルベンシド（ｆｌｕｏｒｂ
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ｅｎｓｉｄｅ）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）、フルララナー
（ｆｌｕｒａｌａｎｅｒ）、フルルスラミド（ｆｌｕｒｓｕｌａｍｉｄ）、フルバリネー
ト（ｆｌｕｖａｌｉｎａｔｅ）、フルキサメタミド（ｆｌｕｘａｍｅｔａｍｉｄｅ）、ホ
ノホス（ｆｏｎｏｆｏｓ）、ホルメタネート（ｆｏｒｍｅｔａｎａｔｅ）、塩酸ホルメタ
ネート（ｆｏｒｍｅｔａｎａｔｅ ｈｙｄｒｏｃｈｌｏｒｉｄｅ）、ホルモチオン（ｆｏ
ｒｍｏｔｈｉｏｎ）、ホルムパラナート（ｆｏｒｍｐａｒａｎａｔｅ）、ホスメチラン（
ｆｏｓｍｅｔｈｉｌａｎ）、ホスピレート（ｆｏｓｐｉｒａｔｅ）、ホスチアゼート（ｆ
ｏｓｔｈｉａｚａｔｅ）、ホスチエタン（ｆｏｓｔｈｉｅｔａｎ）、フラメトリン（ｆｕ
ｒａｍｅｔｈｒｉｎ）、フランテブフェノジド（ｆｕｒａｎ　ｔｅｂｕｆｅｎｏｚｉｄｅ
）、フランチオカルブ（ｆｕｒａｔｈｉｏｃａｒｂ）、フレトリン（ｆｕｒｅｔｈｒｉｎ
）、フルフラール（ｆｕｒｆｕｒａｌ）、ガンマーシハロトリン（ｇａｍｍａ－ｃｙｈａ
ｌｏｔｈｒｉｎ）、ガンマーＨＣＨ（ｇａｍｍａ－ＨＣＨ）、ゲニット（ｇｅｎｉｔ）、
グアザチン（ｇｕａｚａｔｉｎｅ）、ハルフェンプロックス（ｈａｌｆｅｎｐｒｏｘ）、
ハロフェノジド（ｈａｌｏｆｅｎｏｚｉｄｅ）、ＨＣＨ、ＨＥＯＤ、ヘプタフルトリン（
ｈｅｐｔａｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ヘプテノホス（ｈｅｐｔｅｎｏｐｈｏｓ）、ヘテロホス
（ｈｅｔｅｒｏｐｈｏｓ）、ヘキサクロロフェン（ｈｅｘａｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｅ）、
ヘキサフルムロン（ｈｅｘａｆｌｕｍｕｒｏｎ）、ヘキシチアゾクス（ｈｅｘｙｔｈｉａ
ｚｏｘ）、ＨＨＤＮ、ヒドラメチルノン（ｈｙｄｒａｍｅｔｈｙｌｎｏｎ）、ヒドロプレ
ン（ｈｙｄｒｏｐｒｅｎｅ）、ヒキンカルブ（ｈｙｑｕｉｎｃａｒｂ）、イミシアホス（
ｉｍｉｃｙａｆｏｓ）、イミダクロプリド（ｉｍｉｄａｃｌｏｐｒｉｄ）、イミダクロチ
ズ（ｉｍｉｄａｃｌｏｔｈｉｚ）、イミプロトリン（ｉｍｉｐｒｏｔｈｒｉｎ）、インド
キサカルブ（ｉｎｄｏｘａｃａｒｂ）、ＩＰＳＰ、イサミドホス（ｉｓａｍｉｄｏｆｏｓ
）、イサゾホス（ｉｓａｚｏｆｏｓ）、イソベンザン（ｉｓｏｂｅｎｚａｎ）、イソカル
ボホス（ｉｓｏｃａｒｂｏｐｈｏｓ）、イソドリン（ｉｓｏｄｒｉｎ）、イソフェホス（
ｉｓｏｆｅｎｐｈｏｓ）、イソフェホスメチル（ｉｓｏｆｅｎｐｈｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）
、イソラン（ｉｓｏｌａｎ）、イソプロカルブ（ｉｓｏｐｒｏｃａｒｂ）、イソプロチオ
ラン（ｉｓｏｐｒｏｔｈｉｏｌａｎｅ）、イソチオエート（ｉｓｏｔｈｉｏａｔｅ）、イ
ソキサチオン（ｉｓｏｘａｔｈｉｏｎ）、イベルメクチン（ｉｖｅｒｍｅｃｔｉｎ）、ジ
ャポトリンス（ｊａｐｏｔｈｒｉｎｓ）、ジャスモリンI（ｊａｓｍｏｌｉｎ　I）、ジャ
スモリンII（ｊａｓｍｏｌｉｎ　II）、ｊｉａｈｕａｎｇｃｈｏｎｇｚｏｎｇ、ヨードフ
ェンホス（ｊｏｄｆｅｎｐｈｏｓ）、幼若ホルモンI（ｊｕｖｅｎｉｌｅ　ｈｏｒｍｏｎ
ｅ　I）、幼若ホルモンII（ｊｕｖｅｎｉｌｅ　ｈｏｒｍｏｎｅ　II）、幼若ホルモンIII
（ｊｕｖｅｎｉｌｅ　ｈｏｒｍｏｎｅ　III）、カデトリン（ｋａｄｅｔｈｒｉｎ）、カ
ッパビフェントリン（ｋａｐｐａ－ｂｉｆｅｎｔｈｒｉｎ）、カッパテフルトリン（ｋａ
ｐｐａ－ｔｅｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ケレバン（ｋｅｌｅｖａｎ）、キノプレン（ｋｉｎｏ
ｐｒｅｎｅ）、ラムダシハロトリン（ｌａｍｂｄａ－ｃｙｈａｌｏｔｈｒｉｎ）、レピメ
クチン（ｌｅｐｉｍｅｃｔｉｎ）、レプトホス（ｌｅｐｔｏｐｈｏｓ）、リリンホス（ｌ
ｉｒｉｍｆｏｓ）、ルフェヌロン（ｌｕｆｅｎｕｒｏｎ）、リチダチオン（ｌｙｔｈｉｄ
ａｔｈｉｏｎ）、マラチオン（ｍａｌａｔｈｉｏｎ）、マロノベン（ｍａｌｏｎｏｂｅｎ
）、マルトデキストリン（ｍａｌｔｏｄｅｘｔｒｉｎ）、マトリン（ｍａｔｒｉｎｅ）、
マジドックス（ｍａｚｉｄｏｘ）、メカルバム（ｍｅｃａｒｂａｍ）、メカルホン（ｍｅ
ｃａｒｐｈｏｎ）、メジメホルム（ｍｅｄｉｍｅｆｏｒｍ）、メナゾン（ｍｅｎａｚｏｎ
）、メペルフルトリン（ｍｅｐｅｒｆｌｕｔｈｒｉｎ）、メホスホラン（ｍｅｐｈｏｓｆ
ｏｌａｎ）、メスルフェン（ｍｅｓｕｌｆｅｎ）、メスルフェンホス（ｍｅｓｕｌｆｅｎ
ｆｏｓ）、メタフルミゾン（ｍｅｔａｆｌｕｍｉｚｏｎｅ）、メタアルデヒド（ｍｅｔａ
ｌｄｅｈｙｄｅ）、メタム（ｍｅｔａｍ）、メタクリホス（ｍｅｔｈａｃｒｉｆｏｓ）、
メチダチオン（ｍｅｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）、メチオカルブ（ｍｅｔｈｉｏｃａｒｂ）、
メトクロトホス（ｍｅｔｈｏｃｒｏｔｏｐｈｏｓ）、メソミル（ｍｅｔｈｏｍｙｌ）、メ
トプレン（ｍｅｔｈｏｐｒｅｎｅ）、メトトリン（ｍｅｔｈｏｔｈｒｉｎ）、メトキシク
ロル（ｍｅｔｈｏｘｙｃｈｌｏｒ）、メトキシフェノジド（ｍｅｔｈｏｘｙｆｅｎｏｚｉ
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ｄｅ）、ヨウ化メチル（ｍｅｔｈｙｌ　ｉｏｄｉｄｅ）、イソチオシアン酸メチル（ｍｅ
ｔｈｙｌ　ｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）、メチルアセトホス（ｍｅｔｈｙｌａｃｅｔ
ｏｐｈｏｓ）、メチルクロロホルム（ｍｅｔｈｙｌｃｈｌｏｒｏｆｏｒｍ）、塩化メチレ
ン（ｍｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）、メトフルトリン（ｍｅｔｏｆｌｕｔｈｒ
ｉｎ）、メトルカルブ（ｍｅｔｏｌｃａｒｂ）、メトキサジアゾン（ｍｅｔｏｘａｄｉａ
ｚｏｎｅ）、メビンホス（ｍｅｖｉｎｐｈｏｓ）、メキサカルベート（ｍｅｘａｃａｒｂ
ａｔｅ）、ミルベメクチン（ｍｉｌｂｅｍｅｃｔｉｎ）、ミルベマイシンオキシム（ｍｉ
ｌｂｅｍｙｃｉｎ　ｏｘｉｍｅ）、ミパホックス（ｍｉｐａｆｏｘ）、ミレックス（ｍｉ
ｒｅｘ）、ＭＮＡＦ、モンフルオロトリン（ｍｏｍｆｌｕｏｒｏｔｈｒｉｎ）、モルホチ
オン（ｍｏｒｐｈｏｔｈｉｏｎ）、モキシデクチン（ｍｏｘｉｄｅｃｔｉｎ）、ナフタロ
ホス（ｎａｆｔａｌｏｆｏｓ）、ナレド（ｎａｌｅｄ）、ナフタレン（ｎａｐｈｔｈａｌ
ｅｎｅ）、ニクロサミド（ｎｉｃｌｏｓａｍｉｄｅ）、ニコチン（ｎｉｃｏｔｉｎｅ）、
ニフルリジド（ｎｉｆｌｕｒｉｄｉｄｅ）、ニコマイシン複合体（ｎｉｋｋｏｍｙｃｉｎ
ｓ）、ニテンピラム（ｎｉｔｅｎｐｙｒａｍ）、ニチアジン（ｎｉｔｈｉａｚｉｎｅ）、
ニトリラカルブ（ｎｉｔｒｉｌａｃａｒｂ）、ノルニコチン（ｎｏｒｎｉｃｏｔｉｎｅ）
、ノバルロン（ｎｏｖａｌｕｒｏｎ）、ノビフルムロン（ｎｏｖｉｆｌｕｍｕｒｏｎ）、
オメトエート（ｏｍｅｔｈｏａｔｅ）、オキサミル（ｏｘａｍｙｌ）、オキシデメトンメ
チル（ｏｘｙｄｅｍｅｔｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、オキシデプロホス（ｏｘｙｄｅｐｒｏｆ
ｏｓ）、オキシジスルホトン（ｏｘｙｄｉｓｕｌｆｏｔｏｎ）、オキシマトリン（ｏｘｙ
ｍａｔｒｉｎｅ）、ｐａｉｃｈｏｎｇｄｉｎｇ、パラジクロロベンゼン（ｐａｒａ－ｄｉ
ｃｈｌｏｒｏｂｅｎｚｅｎｅ）、ペンフルロン（ｐｅｎｆｌｕｒｏｎ）、ペンタクロロフ
ェノール（ｐｅｎｔａｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｏｌ）、ペントメトリン（ｐｅｎｔｍｅｔｈ
ｒｉｎ）、ペルメトリン（ｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、フェンカプトン（ｐｈｅｎｋａｐｔ
ｏｎ）、フェノトリン（ｐｈｅｎｏｔｈｒｉｎ）、フェンプロキシド（ｐｈｅｎｐｒｏｘ
ｉｄｅ）、フェントエート（ｐｈｅｎｔｈｏａｔｅ）、ホレート（ｐｈｏｒａｔｅ）、ホ
サロン（ｐｈｏｓａｌｏｎｅ）、ホスホラン（ｐｈｏｓｆｏｌａｎ）、ホスホランメチル
（ｐｈｏｓｆｏｌａｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、ホスグリシン（ｐｈｏｓｇｌｙｃｉｎ）、ホス
メット（ｐｈｏｓｍｅｔ）、ホスニクロル（ｐｈｏｓｎｉｃｈｌｏｒ）、ホスフィン（ｐ
ｈｏｓｐｈｉｎｅ）、ホスホカルブ（ｐｈｏｓｐｈｏｃａｒｂ）、ホスチン（ｐｈｏｓｔ
ｉｎ）、ホキシム（ｐｈｏｘｉｍ）、ホキシムメチル（ｐｈｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、
ピリメタホス（ｐｉｒｉｍｅｔａｐｈｏｓ）、ピリミノカルブ（ｐｉｒｉｍｉｃａｒｂ）
、ピリミオキシホス（ｐｉｒｉｍｉｏｘｙｐｈｏｓ）、ピリミホスエチル（ｐｉｒｉｍｉ
ｐｈｏｓ－ｅｔｈｙｌ）、ピリミホスメチル（ｐｉｒｉｍｉｐｈｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、
プリフェナート（ｐｌｉｆｅｎａｔｅ）、ポリチアラン（ｐｏｌｙｔｈｉａｌａｎ）、チ
オシアン酸カリウム（ｐｏｔａｓｓｉｕｍ　ｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）、プラレトリン（
ｐｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、プレコセンI（ｐｒｅｃｏｃｅｎｅ　I）、プレコセンII（ｐ
ｒｅｃｏｃｅｎｅ　II）、プレコセンIII（ｐｒｅｃｏｃｅｎｅ　III）、プリミドホス（
ｐｒｉｍｉｄｏｐｈｏｓ）、プロクロノール（ｐｒｏｃｌｏｎｏｌ）、プロフェノホス（
ｐｒｏｆｅｎｏｆｏｓ）、
プロフルトリン（ｐｒｏｆｌｕｔｈｒｉｎ）、プロマシル（ｐｒｏｍａｃｙｌ）、プロメ
カルブ（ｐｒｏｍｅｃａｒｂ）、プロパホス（ｐｒｏｐａｐｈｏｓ）、プロパルギット（
ｐｒｏｐａｒｇｉｔｅ）、プロパトリン（ｐｒｏｐａｒｔｈｒｉｎ）、プロペタントス（
ｐｒｏｐｅｔａｍｐｈｏｓ）、プロポクスル （ｐｒｏｐｏｘｕｒ）、プロポクスル（ｐ
ｒｏｐｏｘｕｒ）、プロチダチオン（ｐｒｏｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）、プロチオホス（ｐ
ｒｏｔｈｉｏｆｏｓ）、プロトアート（ｐｒｏｔｈｏａｔｅ）、プロトリフェンブト（ｐ
ｒｏｔｒｉｆｅｎｂｕｔｅ）、ピフルブミド（ｐｙｆｌｕｂｕｍｉｄｅ）、ピメトロジン
（ｐｙｍｅｔｒｏｚｉｎｅ）、ピラクロホス（ｐｙｒａｃｌｏｆｏｓ）、ピラフルプロー
ル（ｐｙｒａｆｌｕｐｒｏｌｅ）、ピラマット（ｐｙｒａｍａｔ）、ピラゾホス（ｐｙｒ
ａｚｏｐｈｏｓ）、ピラゾチオン（ｐｙｒａｚｏｔｈｉｏｎ）、ピレスメトリン（ｐｙｒ
ｅｓｍｅｔｈｒｉｎ）、ピレトリンI（ｐｙｒｅｔｈｒｉｎ　I）、ピレトリンII（ｐｙｒ
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ｅｔｈｒｉｎ　II）、ピレトリン（ｐｙｒｅｔｈｒｉｎｓ）、ピリダベン（ｐｙｒｉｄａ
ｂｅｎ）、ピリダリル（ｐｙｒｉｄａｌｙｌ）、ピリダフェンチオン（ｐｙｒｉｄａｐｈ
ｅｎｔｈｉｏｎ）、ピリフルキナゾン（ｐｙｒｉｆｌｕｑｕｉｎａｚｏｎ）、ピリミジフ
ェン（ｐｙｒｉｍｉｄｉｆｅｎ）、ピリミノストロビン（ｐｙｒｉｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉ
ｎ）、ピリミテート（ｐｙｒｉｍｉｔａｔｅ）、ピリプロール（ｐｙｒｉｐｒｏｌｅ）、
ピリプロキシフェン（ｐｙｒｉｐｒｏｘｙｆｅｎ）、ピロラン（ｐｙｒｏｌａｎ）、ケア
ジア（ｑｕａｓｓｉａ）、キナルホス（ｑｕｉｎａｌｐｈｏｓ）、キナルホスメチル（ｑ
ｕｉｎａｌｐｈｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、キノチオン（ｑｕｉｎｏｔｈｉｏｎ）、キンチオ
フォス（ｑｕｉｎｔｉｏｆｏｓ）、ラフォキサニド（ｒａｆｏｘａｎｉｄｅ）、レスメト
リン（ｒｅｓｍｅｔｈｒｉｎ）、ロドジャポニンIII（ｒｈｏｄｏｊａｐｏｎｉｎ－III）
、ロテノン（ｒｏｔｅｎｏｎｅ）、リアニア（ｒｙａｎｉａ）、サバジラ（ｓａｂａｄｉ
ｌｌａ）、ｓａｎｇｕｉｎａｒｉｎｅ、シュラーダン（ｓｃｈｒａｄａｎ）、セラメクチ
ン（ｓｅｌａｍｅｃｔｉｎ）、セミアミトラズ（ｓｅｍｉａｍｉｔｒａｚ）、塩化セミア
ミトラズ（ｓｅｍｉａｍｉｔｒａｚ ｃｈｌｏｒｉｄｅ）、シラフルオフェン（ｓｉｌａ
ｆｌｕｏｆｅｎ）、シリカゲル（ｓｉｌｉｃａ　ｇｅｌ）、フッ化ナトリウム（ｓｏｄｉ
ｕｍ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ）、ヘキサフルオロけい酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｈｅｘａ
ｆｌｕｏｒｏｓｉｌｉｃａｔｅ）、クロロフェノールナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｐｅｎ
ｔａｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｏｘｉｄｅ）、テトラチオ炭酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｔ
ｅｔｒａｔｈｉｏｃａｒｂｏｎａｔｅ）、チオシアン酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｔｈ
ｉｏｃｙａｎａｔｅ）、ソファミド（ｓｏｐｈａｍｉｄｅ）、スピネトラム（ｓｐｉｎｅ
ｔｏｒａｍ）、スピノサド（ｓｐｉｎｏｓａｄ）、スピロジクロフェン（ｓｐｉｒｏｄｉ
ｃｌｏｆｅｎ）、スピロメシフェン（ｓｐｉｒｏｍｅｓｉｆｅｎ）、スピロテトラマト（
ｓｐｉｒｏｔｅｔｒａｍａｔ）、スルコフロン（ｓｕｌｃｏｆｕｒｏｎ）、スルコフロン
ナトリウム塩（ｓｕｌｃｏｆｕｒｏｎ－ｓｏｄｉｕｍ）、スルフィラム（ｓｕｌｆｉｒａ
ｍ）、スルフルラミド（ｓｕｌｆｌｕｒａｍｉｄ）、スルホテップ（ｓｕｌｆｏｔｅｐ）
、スルホクサフロール（ｓｕｌｆｏｘａｆｌｏｒ）、スルホキシム（ｓｕｌｆｏｘｉｍｅ
）、硫黄（ｓｕｌｆｕｒ）、フッ化スルフリル（ｓｕｌｆｕｒｙｌ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ）
、スルプロホス（ｓｕｌｐｒｏｆｏｓ）、タウフルバリネート（ｔａｕ－ｆｌｕｖａｌｉ
ｎａｔｅ）、タジムカルブ（ｔａｚｉｍｃａｒｂ）、ＴＤＥ、テブフェノジド（ｔｅｂｕ
ｆｅｎｏｚｉｄｅ）、テブフェンピラド（ｔｅｂｕｆｅｎｐｙｒａｄ）、テブピリムホス
（ｔｅｂｕｐｉｒｉｍｆｏｓ）、テフルベンズロン（ｔｅｆｌｕｂｅｎｚｕｒｏｎ）、テ
フルトリン（ｔｅｆｌｕｔｈｒｉｎ）、テメホス（ｔｅｍｅｐｈｏｓ）、ＴＥＰＰ、テラ
レトリン（ｔｅｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、テブホス（ｔｅｒｂｕｆｏｓ）、テトラクロロ
エタン（ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒｏｅｔｈａｎｅ）、テトラクロロビンホス（ｔｅｔｒａｃ
ｈｌｏｒｖｉｎｐｈｏｓ）、テトラジホン（ｔｅｔｒａｄｉｆｏｎ）、テトラメトリン（
ｔｅｔｒａｍｅｔｈｒｉｎ）、テトラメチルフルトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｆｌｕ
ｔｈｒｉｎ）、テトラナクチン（ｔｅｔｒａｎａｃｔｉｎ）、テトラニリプロール（ｔｅ
ｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、テトラサル（ｔｅｔｒａｓｕｌ）、テトラシペルメトリン
（ｔｈｅｔａ－ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、チアクロプリド（ｔｈｉａｃｌｏｐｒｉｄ
）、チアメトキサム（ｔｈｉａｍｅｔｈｏｘａｍ）、チアプロニル（ｔｈｉａｐｒｏｎｉ
ｌ）、トリクロホス（ｔｈｉｃｒｏｆｏｓ）、チオカルボキシム（ｔｈｉｏｃａｒｂｏｘ
ｉｍｅ）、チオシクラム（ｔｈｉｏｃｙｃｌａｍ）、チオジカルブ（ｔｈｉｏｄｉｃａｒ
ｂ）、チオファノックス（ｔｈｉｏｆａｎｏｘ）、チオフルオキシメート（ｔｈｉｏｆｌ
ｕｏｘｉｍａｔｅ）、チメトン（ｔｈｉｏｍｅｔｏｎ）、チオナジン（ｔｈｉｏｎａｚｉ
ｎ）、チオキノックス（ｔｈｉｏｑｕｉｎｏｘ）、チオスルタップ（ｔｈｉｏｓｕｌｔａ
ｐ）、チオスルタップナトリウム塩（ｔｈｉｏｓｕｌｔａｐ－ｓｏｄｉｕｍ）、チオキサ
ザフェン（ｔｉｏｘａｚａｆｅｎ）、チルパート（ｔｉｒｐａｔｅ）、トルフェンピラド
（ｔｏｌｆｅｎｐｙｒａｄ）、トラロシトリン（ｔｒａｌｏｃｙｔｈｒｉｎ）、トラロメ
トリン（ｔｒａｌｏｍｅｔｈｒｉｎ）、トラロピリル（ｔｒａｌｏｐｙｒｉｌ）、トラン
スペルメトリン（ｔｒａｎｓｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、トリアラテン（ｔｒｉａｒａｔｈ
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ｅｎｅ）、トリアザメート（ｔｒｉａｚａｍａｔｅ）、トリアゾホス（ｔｒｉａｚｏｐｈ
ｏｓ）、トリクロルホン（ｔｒｉｃｈｌｏｒｆｏｎ）、トリクロルメタホス３（ｔｒｉｃ
ｈｌｏｒｍｅｔａｐｈｏｓ－３）、トリクロロナート（ｔｒｉｃｈｌｏｒｏｎａｔ）、ト
リフェンモルフ（ｔｒｉｆｅｎｍｏｒｐｈ）、トリフェノホス（ｔｒｉｆｅｎｏｆｏｓ）
、トリフルメゾピリン（ｔｒｉｆｌｕｍｅｚｏｐｙｒｉｍ）、トリフルムロン（ｔｒｉｆ
ｌｕｍｕｒｏｎ）、トリメタカルブ（ｔｒｉｍｅｔｈａｃａｒｂ）、トリプレン（ｔｒｉ
ｐｒｅｎｅ）、トリプトリド（ｔｒｉｐｔｏｌｉｄｅ）、バレレート（ｖａｌｅｒａｔｅ
）、バミドチオン（ｖａｍｉｄｏｔｈｉｏｎ）、バニリプロール（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌ
ｅ）、ｘｉａｏｃｈｏｎｇｌｉｕｌｉｎ、ＸＭＣ、キシレノール類（ｘｙｌｅｎｏｌｓ）
、キシリルカルブ（ｘｙｌｙｌｃａｒｂ）、ｙｉｓｈｉｊｉｎｇ、ゼータシペルメトリン
（ｚｅｔａ－ｃｙｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）、ゾラプロホス（ｚｏｌａｐｒｏｆｏｓ）、ア
ルファエクダイソン（α－ｅｃｄｙｓｏｎｅ）、ＡＫＤ－１１９３、ＤＫＮ－２６０１、
ＩＫＩ－３１０６、ＫＵＩ－１１０３、ＫＵＩ－１３０１、ＫＹＩＦ－１４０２、ＭＥ５
３８２、ＭＩＥ－１２０９、ＭＩＥ－１４０５、ＭＳＩ－１３０１、ＭＳＩ－１３０２、
ＮＡ－８９、ＮＣ－５１５、ＺＤＩ－２５０１、ＺＤＩ－２５０２等が挙げられる。
【０２１２】
　除草剤及び殺藻剤の例としては、２，３，６－ＴＢＡ、２，４，５－ＴＢ、２，４－Ｄ
、２，４－ＤＢ、２，４－ＤＥＢ、２，４－ＤＥＰ、３，４－ＤＡ、３，４－ＤＢ、３，
４－ＤＰ、４－ＣＰＡ、４－ＣＰＢ、４－ＣＰＰ、アセトクロル（ａｃｅｔｏｃｈｌｏｒ
）、アシフルオルフェン（ａｃｉｆｌｕｏｒｆｅｎ）、アクロニフェン（ａｃｌｏｎｉｆ
ｅｎ）、アクロレイン（ａｃｒｏｌｅｉｎ）、アリドクロル（ａｌｌｉｄｏｃｈｌｏｒ）
、アロキシジム（ａｌｌｏｘｙｄｉｍ）、アリルアルコール（ａｌｌｙｌ　ａｌｃｏｈｏ
ｌ）、アロラック（ａｌｏｒａｃ）、アメチジオン（ａｍｅｔｒｉｄｉｏｎｅ）、アメト
リン（ａｍｅｔｒｙｎ）、アミブジン（ａｍｉｂｕｚｉｎ）、アミカルバゾン（ａｍｉｃ
ａｒｂａｚｏｎｅ）、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、アミノシクロ
ピラクロル（ａｍｉｎｏｃｙｃｌｏｐｙｒａｃｈｌｏｒ）、アミノピラリド（ａｍｉｎｏ
ｐｙｒａｌｉｄ）、アミプロホス-メチル（ａｍｉｐｒｏｆｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、アミ
プロホス（ａｍｉｐｒｏｐｈｏｓ）、アミトロール（ａｍｉｔｒｏｌｅ）、スルファミン
酸アンモニウム（ａｍｍｏｎｉｕｍ　ｓｕｌｆａｍａｔｅ）、アニロホス（ａｎｉｌｏｆ
ｏｓ）、アニスロン（ａｎｉｓｕｒｏｎ）、アシュラム（ａｓｕｌａｍ）、アトラトン（
ａｔｒａｔｏｎ）、アトラジン（ａｔｒａｚｉｎｅ）、アザフェニジン（ａｚａｆｅｎｉ
ｄｉｎ）、アジムスルフロン（ａｚｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、アジプロトリン（ａｚｉｐ
ｒｏｔｒｙｎｅ）、バーバン（ｂａｒｂａｎ）、ＢＣＰＣ、ベフルブタミド（ｂｅｆｌｕ
ｂｕｔａｍｉｄ）、ベナゾリン（ｂｅｎａｚｏｌｉｎ）、ベンカルバゾン（ｂｅｎｃａｒ
ｂａｚｏｎｅ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌｕｒａｌｉｎ）、ベンフレセート（ｂｅｎ
ｆｕｒｅｓａｔｅ）、ベンスルフロン（ｂｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ベンスリド（ｂｅｎ
ｓｕｌｉｄｅ）、ベンタゾン（ｂｅｎｔａｚｏｎｅ）、ベントラニル（ｂｅｎｔｒａｎｉ
ｌ）、ベンザドクス（ｂｅｎｚａｄｏｘ）、塩化ベンザルコニウム（ｂｅｎｚａｌｋｏｎ
ｉｕｍ　ｃｈｌｏｒｉｄｅ）、ベンズフェンジゾン（ｂｅｎｚｆｅｎｄｉｚｏｎｅ）、ベ
ンジプラム（ｂｅｎｚｉｐｒａｍ）、ベンゾビシクロン（ｂｅｎｚｏｂｉｃｙｃｌｏｎ）
、ベンゾフェナップ（ｂｅｎｚｏｆｅｎａｐ）、ベンゾフルオール（ｂｅｎｚｏｆｌｕｏ
ｒ）、ベンゾイルプロップ（ｂｅｎｚｏｙｌｐｒｏｐ）、ベンズチアズロン（ｂｅｎｚｔ
ｈｉａｚｕｒｏｎ）、ベトキサジン（ｂｅｔｈｏｘａｚｉｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃ
ｙｃｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂｉｆｅｎｏｘ）、ビアラホス（ｂｉｌａｎ
ａｆｏｓ）、ビスピリバック（ｂｉｓｐｙｒｉｂａｃ）、ホウ砂（ｂｏｒａｘ）、ブロマ
シル（ｂｒｏｍａｃｉｌ）、ブロモボニル（ｂｒｏｍｏｂｏｎｉｌ）、ブロモブチド（ｂ
ｒｏｍｏｂｕｔｉｄｅ）、ブロモフェノキシム（ｂｒｏｍｏｆｅｎｏｘｉｍ）、ブロモキ
シニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、ブロムピラゾン（ｂｒｏｍｐｙｒａｚｏｎ）、ブタク
ロール（ｂｕｔａｃｈｌｏｒ）、ブタフェナシル（ｂｕｔａｆｅｎａｃｉｌ）、ブタミホ
ス（ｂｕｔａｍｉｆｏｓ）、ブテナクロル（ｂｕｔｅｎａｃｈｌｏｒ）、ビチアゾール（
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ｂｕｔｈｉｄａｚｏｌｅ）、ブチウロン（ｂｕｔｈｉｕｒｏｎ）、ブトラリン（ｂｕｔｒ
ａｌｉｎ）、ブトロキシジム（ｂｕｔｒｏｘｙｄｉｍ）、ブツロン（ｂｕｔｕｒｏｎ）、
ブチレート（ｂｕｔｙｌａｔｅ）、カコジル酸（ｃａｃｏｄｙｌｉｃ　ａｃｉｄ）、カフ
ェンストロール（ｃａｆｅｎｓｔｒｏｌｅ）、塩素酸カルシウム（ｃａｌｃｉｕｍ　ｃｈ
ｌｏｒａｔｅ）、カルシウムシアナミド（ｃａｌｃｉｕｍ　ｃｙａｎａｍｉｄｅ）、カム
ベンジクロール（ｃａｍｂｅｎｄｉｃｈｌｏｒ）、カルバスラム（ｃａｒｂａｓｕｌａｍ
）、カルベタミド（ｃａｒｂｅｔａｍｉｄｅ）、カルボキサゾール（ｃａｒｂｏｘａｚｏ
ｌｅ）、カルフェントラゾン（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ）、ＣＤＥＡ、ＣＥＰＣ、ク
ロメトキシニル（ｃｈｌｏｍｅｔｈｏｘｙｆｅｎ）、クロランベン（ｃｈｌｏｒａｍｂｅ
ｎ）、クロラノクリル（ｃｈｌｏｒａｎｏｃｒｙｌ）、クロラジホップ（ｃｈｌｏｒａｚ
ｉｆｏｐ）、クロラジン（ｃｈｌｏｒａｚｉｎｅ）、クロルブロムロン（ｃｈｌｏｒｂｒ
ｏｍｕｒｏｎ）、クロロブファム（ｃｈｌｏｒｂｕｆａｍ）、クロレツロン（ｃｈｌｏｒ
ｅｔｕｒｏｎ）、クロルフェナック（ｃｈｌｏｒｆｅｎａｃ）、クロルフェンプロップ（
ｃｈｌｏｒｆｅｎｐｒｏｐ）、クロルフルラゾール（ｃｈｌｏｒｆｌｕｒａｚｏｌｅ）、
クロルフルレノール（ｃｈｌｏｒｆｌｕｒｅｎｏｌ）、クロリダゾン（ｃｈｌｏｒｉｄａ
ｚｏｎ）、クロリムロン（ｃｈｌｏｒｉｍｕｒｏｎ）、クロルニジン（ｃｈｌｏｒｎｉｄ
ｉｎｅ）、クロロニトロフェン（ｃｈｌｏｒｎｉｔｒｏｆｅｎ）、クロロポン（ｃｈｌｏ
ｒｏｐｏｎ）、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロロクスロン（ｃｈ
ｌｏｒｏｘｕｒｏｎ）、クロロキシニル（ｃｈｌｏｒｏｘｙｎｉｌ）、クロルプロカルブ
（ｃｈｌｏｒｐｒｏｃａｒｂ）、クロルプロファム（ｃｈｌｏｒｐｒｏｐｈａｍ）、クロ
ルスルフロン（ｃｈｌｏｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、クロルタール（ｃｈｌｏｒｔｈａｌ）、
クロルチアミド（ｃｈｌｏｒｔｈｉａｍｉｄ）、シニドンエチル（ｃｉｎｉｄｏｎ－ｅｔ
ｈｙｌ）、シンメチリン（ｃｉｎｍｅｔｈｙｌｉｎ）、シノスルフロン（ｃｉｎｏｓｕｌ
ｆｕｒｏｎ）、シサニリド（ｃｉｓａｎｉｌｉｄｅ）、クラシホス（ｃｌａｃｙｆｏｓ）
、クレトジム（ｃｌｅｔｈｏｄｉｍ）、クリオジネート（ｃｌｉｏｄｉｎａｔｅ）、クロ
ジナホップ（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ）、クロホップ（ｃｌｏｆｏｐ）、クロマゾン（ｃｌ
ｏｍａｚｏｎｅ）、クロメプロップ（ｃｌｏｍｅｐｒｏｐ）、クロプロップ（ｃｌｏｐｒ
ｏｐ）、クロプロキシジム（ｃｌｏｐｒｏｘｙｄｉｍ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａ
ｌｉｄ）、クロランスラム（ｃｌｏｒａｎｓｕｌａｍ）、ＣＭＡ、硫酸銅（ｃｏｐｐｅｒ
　ｓｕｌｆａｔｅ）、ＣＰＭＦ、ＣＰＰＣ、クレダジン（ｃｒｅｄａｚｉｎｅ）、クレゾ
ール（ｃｒｅｓｏｌ）、クミルロン（ｃｕｍｙｌｕｒｏｎ）、シアナミド（ｃｙａｎａｍ
ｉｄｅ）、シアナトリン（ｃｙａｎａｔｒｙｎ）、シアナジン（ｃｙａｎａｚｉｎｅ）、
シアノーゲン（ｃｙａｎｏｇｅｎ）、シブトリン（ｃｙｂｕｔｒｙｎｅ）、シクロエート
（ｃｙｃｌｏａｔｅ）、シクロピリモレート（ｃｙｃｌｏｐｙｒｉｍｏｒａｔｅ）、シク
ロスルファムロン（ｃｙｃｌｏｓｕｌｆａｍｕｒｏｎ）、シクロキシジム（ｃｙｃｌｏｘ
ｙｄｉｍ）、シクルロン（ｃｙｃｌｕｒｏｎ）、シハロホップ（ｃｙｈａｌｏｆｏｐ）、
シペルクアット（ｃｙｐｅｒｑｕａｔ）、シプラジン（ｃｙｐｒａｚｉｎｅ）、シプラゾ
ール（ｃｙｐｒａｚｏｌｅ）、シプロミド（ｃｙｐｒｏｍｉｄ）、ダイムロン（ｄａｉｍ
ｕｒｏｎ）、ダラポン（ｄａｌａｐｏｎ）、ダゾメット（ｄａｚｏｍｅｔ）、デラクロル
（ｄｅｌａｃｈｌｏｒ）、デスメディファム（ｄｅｓｍｅｄｉｐｈａｍ）、デスメトリン
（ｄｅｓｍｅｔｒｙｎ）、ジアレート（ｄｉ－ａｌｌａｔｅ）、ジカンバ（ｄｉｃａｍｂ
ａ）、ジクロベニル（ｄｉｃｈｌｏｂｅｎｉｌ）、ジクロン（ｄｉｃｈｌｏｎｅ）、ジク
ロラルウレア（ｄｉｃｈｌｏｒａｌｕｒｅａ）、ジクロメート（ｄｉｃｈｌｏｒｍａｔｅ
）、ジクロロフェン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎ）、ジクロルプロップ（ｄｉｃｈｌｏｒ
ｐｒｏｐ）、ジクロルプロップ－Ｐ（ｄｉｃｈｌｏｒｐｒｏｐ－Ｐ）、ジクロホップ（ｄ
ｉｃｌｏｆｏｐ）、ジクロスラム（ｄｉｃｌｏｓｕｌａｍ）、ジエタムクアット（ｄｉｅ
ｔｈａｍｑｕａｔ）、ジエタチルエチル（ｄｉｅｔｈａｔｙｌ）、ジフェノペンテン（ｄ
ｉｆｅｎｏｐｅｎｔｅｎ）、ジフェノクスロン（ｄｉｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、ジフェンゾ
クワット（ｄｉｆｅｎｚｏｑｕａｔ）、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕｆｅｎｉｃａｎ）
、ジフルフェンゾピル（ｄｉｆｌｕｆｅｎｚｏｐｙｒ）、ジメフロン（ｄｉｍｅｆｕｒｏ
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ｎ）、ジメピペレート（ｄｉｍｅｐｉｐｅｒａｔｅ）、ジメタクロル（ｄｉｍｅｔｈａｃ
ｈｌｏｒ）、ジメタメトリン（ｄｉｍｅｔｈａｍｅｔｒｙｎ）、ジメテナミド（ｄｉｍｅ
ｔｈｅｎａｍｉｄ）、ジメテナミド－Ｐ（ｄｉｍｅｔｈｅｎａｍｉｄ－Ｐ）、ジメキサノ
（ｄｉｍｅｘａｎｏ）、ジミダゾン（ｄｉｍｉｄａｚｏｎ）、ジニトラミン（ｄｉｎｉｔ
ｒａｍｉｎｅ）、ジノフェナート（ｄｉｎｏｆｅｎａｔｅ）、ジノプロップ（ｄｉｎｏｐ
ｒｏｐ）、ジノサム（ｄｉｎｏｓａｍ）、ジノテルブ（ｄｉｎｏｔｅｒｂ）、ジフェナミ
ド（ｄｉｐｈｅｎａｍｉｄ）、ジプロパリン（ｄｉｐｒｏｐａｌｉｎ）、ジプロペトリン
（ｄｉｐｒｏｐｅｔｒｙｎ）、ジクワット（ｄｉｑｕａｔ）、ジスル（ｄｉｓｕｌ）、ジ
チオエーテル（ｄｉｔｈｉｏｅｔｈｅｒ）、ジチオピル（ｄｉｔｈｉｏｐｙｒ）、ジウロ
ン（ｄｉｕｒｏｎ）、ＤＭＰＡ、ＤＮＯＣ、ＤＳＭＡ、ＥＢＥＰ、エグリナジン（ｅｇｌ
ｉｎａｚｉｎｅ）、エンドタール（ｅｎｄｏｔｈａｌ）、エプロナズ（ｅｐｒｏｎａｚ）
、ＥＰＴＣ、エルボン（ｅｒｂｏｎ）、ｅｒｌｕｊｉｘｉａｎｃａｏａｎ、エスプロカル
ブ（ｅｓｐｒｏｃａｒｂ）、エタクロル（ｅｔｈａｃｈｌｏｒ）、エタルフルラリン（ｅ
ｔｈａｌｆｌｕｒａｌｉｎ）、エタメツルフロン（ｅｔｈａｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、
エタプロクロル（ｅｔｈａｐｒｏｃｈｌｏｒ）、エチジムロン（ｅｔｈｉｄｉｍｕｒｏｎ
）、エチオレート（ｅｔｈｉｏｌａｔｅ）、エチオジン（ｅｔｈｉｏｚｉｎ）、エトフメ
セート（ｅｔｈｏｆｕｍｅｓａｔｅ）、エトキシフェン（ｅｔｈｏｘｙｆｅｎ）、エトキ
シスルフロン（ｅｔｈｏｘｙｓｕｌｆｕｒｏｎ）、エチノフェン（ｅｔｉｎｏｆｅｎ）、
エトニプロミド（ｅｔｎｉｐｒｏｍｉｄ）、エトベンザニド（ｅｔｏｂｅｎｚａｎｉｄ）
、ＥＸＤ、フェナスラム（ｆｅｎａｓｕｌａｍ）、フェノプロップ（ｆｅｎｏｐｒｏｐ）
、フェノキサプロップ（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ）、フェノキサプロップ－Ｐ（ｆｅｎｏｘ
ａｐｒｏｐ－Ｐ）、フェノキサスルホン（ｆｅｎｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、フェンキノト
リオン（ｆｅｎｑｕｉｎｏｔｒｉｏｎｅ）、フェンテラコール（ｆｅｎｔｅｒａｃｏｌ）
、フェンチアプロップ（ｆｅｎｔｈｉａｐｒｏｐ）、スズ（ｆｅｎｔｉｎ）、フェントラ
ザミ ド（ｆｅｎｔｒａｚａｍｉｄｅ）、フェヌロン（ｆｅｎｕｒｏｎ）、硫酸鉄（ｆｅ
ｒｒｏｕｓ　ｓｕｌｆａｔｅ）、フラムプロップ（ｆｌａｍｐｒｏｐ）、フラムプロップ
－Ｍ（ｆｌａｍｐｒｏｐ－Ｍ）、フラザスルフロン（ｆｌａｚａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フ
ロラスラム（ｆｌｏｒａｓｕｌａｍ）、フルアジホップ（ｆｌｕａｚｉｆｏｐ）、フルア
ジホップ－Ｐ（ｆｌｕａｚｉｆｏｐ－Ｐ）、フルアゾレート（ｆｌｕａｚｏｌａｔｅ）、
フルカルバゾン（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルセトスルフロン（ｆｌｕｃｅｔｏｓ
ｕｌｆｕｒｏｎ）、フルクロラリン（ｆｌｕｃｈｌｏｒａｌｉｎ）、フルフェナセット（
ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、フルフェニカン（ｆｌｕｆｅｎｉｃａｎ）、フルフェンピル（
ｆｌｕｆｅｎｐｙｒ）、フルメツラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルメジン（ｆｌｕ
ｍｅｚｉｎ）、フルミクロラック（ｆｌｕｍｉｃｌｏｒａｃ）、フルミオキサジン（ｆｌ
ｕｍｉｏｘａｚｉｎ）、フルミプロピン（ｆｌｕｍｉｐｒｏｐｙｎ）、フルオメツロン（
ｆｌｕｏｍｅｔｕｒｏｎ）、フルオロジフェン（ｆｌｕｏｒｏｄｉｆｅｎ）、フルオログ
リコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルオロミジン（ｆｌｕｏｒｏｍｉｄｉ
ｎｅ）、フルオロニトロフェン（ｆｌｕｏｒｏｎｉｔｒｏｆｅｎ）、フルオチウロン（ｆ
ｌｕｏｔｈｉｕｒｏｎ）、フルポキサム
（ｆｌｕｐｏｘａｍ）、フルプロパシル（ｆｌｕｐｒｏｐａｃｉｌ）、フルプロパネート
（ｆｌｕｐｒｏｐａｎａｔｅ）、フルピルスルフロン（ｆｌｕｐｙｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）
、フルリドン（ｆｌｕｒｉｄｏｎｅ）、フルロクロリドン（ｆｌｕｒｏｃｈｌｏｒｉｄｏ
ｎｅ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）、フルルタモン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎ
ｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、ホムセイフェン（ｆｏｍｅｓａｆｅｎ
）、ホラムスルフロン（ｆｏｒａｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ホサミン（ｆｏｓａｍｉｎｅ）
、フカオジン（ｆｕｃａｏｊｉｎｇ）、フカオミ（ｆｕｃａｏｍｉ）、フナイヘカオリン
（ｆｕｎａｉｈｅｃａｏｌｉｎｇ）、フリールオキシフェン（ｆｕｒｙｌｏｘｙｆｅｎ）
、グリホシネート（ｇｌｕｆｏｓｉｎａｔｅ）、グルホシネート－Ｐ（ｇｌｕｆｏｓｉｎ
ａｔｅ－Ｐ）、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、ハラウキシフェン（ｈａｌａｕ
ｘｉｆｅｎ）、ハロサフェン（ｈａｌｏｓａｆｅｎ）、ハロスルフロン（ｈａｌｏｓｕｌ
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ｆｕｒｏｎ）、ハロキシジン（ｈａｌｏｘｙｄｉｎｅ）、ハロキシホップ（ｈａｌｏｘｙ
ｆｏｐ）、ハロキシホップ－Ｐ（ｈａｌｏｘｙｆｏｐ－Ｐ）、ハービマイシン（ｈｅｒｂ
ｉｍｙｃｉｎ）、ヘキサクロロアセトン（ｈｅｘａｃｈｌｏｒｏａｃｅｔｏｎｅ）、ヘキ
サフルレート（ｈｅｘａｆｌｕｒａｔｅ）、ヘキサジノン（ｈｅｘａｚｉｎｏｎｅ）、フ
アンカイウォ（ｈｕａｎｃａｉｗｏ）、フアンカオリン（ｈｕａｎｇｃａｏｌｉｎｇ）、
消石灰（ｈｙｄｒａｔｅｄ　ｌｉｍｅ）、マザメタベンズ（ｉｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎ
ｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏｘ）、イマザピック（ｉｍａｚａｐｉｃ）、イマ
ザピル（ｉｍａｚａｐｙｒ）、イマザキン（ｉｍａｚａｑｕｉｎ）、イマゼタピル（ｉｍ
ａｚｅｔｈａｐｙｒ）、イマゾスルフロン（ｉｍａｚｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、インダノフ
ァン（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードボニル
（ｉｏｄｏｂｏｎｉｌ）、イオドスルフロンメチル（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨー
フェンスルフロン（ｉｏｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ）、イオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ）、
イパジン（ｉｐａｚｉｎｅ）、イプフェンカルバゾン（ｉｐｆｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ）
、イプリミダム（ｉｐｒｙｍｉｄａｍ）、イソカルバミド（ｉｓｏｃａｒｂａｍｉｄ）、
イソシル（ｉｓｏｃｉｌ）、イソメチオジン（ｉｓｏｍｅｔｈｉｏｚｉｎ）、イソノルロ
ン（ｉｓｏｎｏｒｕｒｏｎ）、イソポリナート（ｉｓｏｐｏｌｉｎａｔｅ）、イソプロパ
リン（ｉｓｏｐｒｏｐａｌｉｎ）、イソプロチュロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソ
ウロン（ｉｓｏｕｒｏｎ）、イソキサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、イソキサクロロトール
（ｉｓｏｘａｃｈｌｏｒｔｏｌｅ）、イソキサフルトール（ｉｓｏｘａｆｌｕｔｏｌｅ）
、イソキサピリホップ（ｉｓｏｘａｐｙｒｉｆｏｐ）、カルブチレート（ｋａｒｂｕｔｉ
ｌａｔｅ）、ケトスピラドックス（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）、クイカオキシ（ｋｕｉ
ｃａｏｘｉ）、ラクトフェン（ｌａｃｔｏｆｅｎ）、レナシル（ｌｅｎａｃｉｌ）、リニ
ュロン（ｌｉｎｕｒｏｎ）、ＭＡＡ、ＭＡＭＡ、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡ－チオエチル（ＭＣ
ＰＡ－ｔｈｉｏｅｔｈｙｌ）、ＭＣＰＢ、メコプロップ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ）、メ コプ
ロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、メジノテルブ（ｍｅｄｉｎｏｔｅｒｂ）、メフェ
ナセット（ｍｅｆｅｎａｃｅｔ）、メフルイジド（ｍｅｆｌｕｉｄｉｄｅ）、メソパジン
（ｍｅｓｏｐｒａｚｉｎｅ）、メソスルフロン（ｍｅｓｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メソトリ
オン（ｍｅｓｏｔｒｉｏｎｅ）、メタム（ｍｅｔａｍ）、メタミホップ（ｍｅｔａｍｉｆ
ｏｐ）、メタミトロン（ｍｅｔａｍｉｔｒｏｎ）、メタザクロール（ｍｅｔａｚａｃｈｌ
ｏｒ）、メタゾスルフロン（ｍｅｔａｚｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトフルラゾン（ｍｅｔ
ｆｌｕｒａｚｏｎ）、メタベンズチアズロン（ｍｅｔｈａｂｅｎｚｔｈｉａｚｕｒｏｎ）
、メタルプロパリン（ｍｅｔｈａｌｐｒｏｐａｌｉｎ）、メタゾール（ｍｅｔｈａｚｏｌ
ｅ）、メチオベンカルブ（ｍｅｔｈｉｏｂｅｎｃａｒｂ）、メチオピリスルフロン（ｍｅ
ｔｈｉｏｐｙｒｉｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メチオゾリン（ｍｅｔｈｉｏｚｏｌｉｎ）、メチ
ウロン（ｍｅｔｈｉｕｒｏｎ）、メトメトン（ｍｅｔｈｏｍｅｔｏｎ）、メトプロトリン
（ｍｅｔｈｏｐｒｏｔｒｙｎｅ）、メトキシフェノン（ｍｅｔｈｏｘｙｐｈｅｎｏｎｅ）
、臭化メチル（ｍｅｔｈｙｌ　ｂｒｏｍｉｄｅ）、ヨウ化メチル（ｍｅｔｈｙｌ　ｉｏｄ
ｉｄｅ）、イソチオシアン酸メチル（ｍｅｔｈｙｌ　ｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）、
メチルダイムロン（ｍｅｔｈｙｌｄｙｍｒｏｎ）、メトベンズロン（ｍｅｔｏｂｅｎｚｕ
ｒｏｎ）、メトブロムロン（ｍｅｔｏｂｒｏｍｕｒｏｎ）、メトラクロール（ｍｅｔｏｌ
ａｃｈｌｏｒ）、メトスラム（ｍｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトキスロン（ｍｅｔｏｘｕｒｏ
ｎ）、メトリブジン（ｍｅｔｒｉｂｕｚｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏ
ｎ）、モリネート（ｍｏｌｉｎａｔｅ）、モナリド（ｍｏｎａｌｉｄｅ）、モニソウロン
（ｍｏｎｉｓｏｕｒｏｎ）、モノクロロ酢酸（ｍｏｎｏｃｈｌｏｒｏａｃｅｔｉｃ　ａｃ
ｉｄ）、モノリニュロン（ｍｏｎｏｌｉｎｕｒｏｎ）、モノスルフロン（ｍｏｎｏｓｕｌ
ｆｕｒｏｎ）、モニュロン（ｍｏｎｕｒｏｎ）、モルファムコート（ｍｏｒｆａｍｑｕａ
ｔ）、ＭＳＭＡ、ナーバム（ｎａｂａｍ）、ナプロアニリド（ｎａｐｒｏａｎｉｌｉｄｅ
）、ナプロパミド－Ｍ（ｎａｐｒｏｐａｍｉｄｅ－Ｍ）、ナプタラム（ｎａｐｔａｌａｍ
）、ネブロン（ｎｅｂｕｒｏｎ）、ニコスルフロン（ｎｉｃｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ニピ
ラクロフェン（ｎｉｐｙｒａｃｌｏｆｅｎ）、ニトラリン（ｎｉｔｒａｌｉｎ）、ニトロ
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フェン（ｎｉｔｒｏｆｅｎ）、ニトロフルオルフェン（ｎｉｔｒｏｆｌｕｏｒｆｅｎ）、
ノルフルラゾン（ｎｏｒｆｌｕｒａｚｏｎ）、ノルロン（ｎｏｒｕｒｏｎ）、ＯＣＨ、オ
ルベンカルブ（ｏｒｂｅｎｃａｒｂ）、o－ジクロロベンゼン（ｏｒｔｈｏ－ｄｉｃｈｌ
ｏｒｏｂｅｎｚｅｎｅ）、オルトスルファムロン（ｏｒｔｈｏｓｕｌｆａｍｕｒｏｎ）、
オリザリン（ｏｒｙｚａｌｉｎ）、オキサジアルギル（ｏｘａｄｉａｒｇｙｌ）、オキサ
ジアゾン（ｏｘａｄｉａｚｏｎ）、オキサピラゾン（ｏｘａｐｙｒａｚｏｎ）、オキサス
ルフロン（ｏｘａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、オキサジクロメホン（ｏｘａｚｉｃｌｏｍｅｆｏ
ｎｅ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒｆｅｎ）、パラフルロン（ｐａｒａｆ
ｌｕｒｏｎ）、パラコート（ｐａｒａｑｕａｔ）、ペブレート（ｐｅｂｕｌａｔｅ）、ペ
ラルゴン酸（ｐｅｌａｒｇｏｎｉｃ　ａｃｉｄ）、ペンディメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔ
ｈａｌｉｎ）、ペノキススラム（ｐｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ラウリン酸ペンタクロロフェ
ニル（ｐｅｎｔａｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｙｌ　ｌａｕｒａｔｅ）、ペンタノクロル（ｐｅ
ｎｔａｎｏｃｈｌｏｒ）、ペントキサゾン（ｐｅｎｔｏｘａｚｏｎｅ）、パーフルイドン
（ｐｅｒｆｌｕｉｄｏｎｅ）、ペトキサミド（ｐｅｔｈｏｘａｍｉｄ）、フェニソファム
（ｐｈｅｎｉｓｏｐｈａｍ）、フェンメジファム（ｐｈｅｎｍｅｄｉｐｈａｍ）、フェン
メジファム－エチル（ｐｈｅｎｍｅｄｉｐｈａｍ－ｅｔｈｙｌ）、フェノベンズロン（ｐ
ｈｅｎｏｂｅｎｚｕｒｏｎ）、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐｉ
ｃｏｌｉｎａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、ピペロホス（ｐｉｐｅｒ
ｏｐｈｏｓ）、プレチラクロール（ｐｒｅｔｉｌａｃｈｌｏｒ）、プリミスルフロン（ｐ
ｒｉｍｉｓｕｌｆｕｒｏｎ）、プロシアジン（ｐｒｏｃｙａｚｉｎｅ）、プロジアミン（
ｐｒｏｄｉａｍｉｎｅ）、プロフルアゾール（ｐｒｏｆｌｕａｚｏｌ）、プロフルラリン
（ｐｒｏｆｌｕｒａｌｉｎ）、プロホキシジム（ｐｒｏｆｏｘｙｄｉｍ）、プログリナジ
ン（ｐｒｏｇｌｉｎａｚｉｎｅ）、プロメトン（ｐｒｏｍｅｔｏｎ）、プロメトリン（ｐ
ｒｏｍｅｔｒｙｎ）、プロパクロル（ｐｒｏｐａｃｈｌｏｒ）、プロパニル（ｐｒｏｐａ
ｎｉｌ）、プロパキザホップ（ｐｒｏｐａｑｕｉｚａｆｏｐ）、プロパジン（ｐｒｏｐａ
ｚｉｎｅ）、プロファム（ｐｒｏｐｈａｍ）、プロピソクロール（ｐｒｏｐｉｓｏｃｈｌ
ｏｒ）、プロポキシカルバゾン（ｐｒｏｐｏｘｙｃａｒｂａｚｏｎｅ）、プロピリスルフ
ロン（ｐｒｏｐｙｒｉｓｕｌｆｕｒｏｎ）、プロピザミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、
プロスルファリン（ｐｒｏｓｕｌｆａｌｉｎ）、プロスルホカルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃ
ａｒｂ）、プロスルフロン（ｐｒｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、プロキサン（ｐｒｏｘａｎ）、
プリナクロール（ｐｒｙｎａｃｈｌｏｒ）、ピダノン（ｐｙｄａｎｏｎ）、ピラクロニル
（ｐｙｒａｃｌｏｎｉｌ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ）、ピラスルホトー
ル（ｐｙｒａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピラゾレート（ｐｙｒａｚｏｌｙｎａｔｅ）、ピラ
ゾスルフロン（ｐｙｒａｚｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ピラゾキシフェン（ｐｙｒａｚｏｘｙ
ｆｅｎ）、ピリバムベンズ－イソプロピル（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ－ｉｓｏｐｒｏｐｙ
ｌ）、ピリバムベンズ－プロピル（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ－ｐｒｏｐｙｌ）、ピリベン
ゾキシム（ｐｙｒｉｂｅｎｚｏｘｉｍ）、ピリベンカルブ（ｐｙｒｉｂｕｔｉｃａｒｂ）
、ピリクロル（ｐｙｒｉｃｌｏｒ）、ピリダフォル（ｐｙｒｉｄａｆｏｌ）、ピリデート
（ｐｙｒｉｄａｔｅ）、ピリフタリド（ｐｙｒｉｆｔａｌｉｄ）、ピリミノバック（ｐｙ
ｒｉｍｉｎｏｂａｃ）、ピリミスルファン（ｐｙｒｉｍｉｓｕｌｆａｎ）、ピリチオバッ
ク（ｐｙｒｉｔｈｉｏｂａｃ）、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、ピ
ロキシスラム（ｐｙｒｏｘｓｕｌａｍ）、キンクロラック（ｑｕｉｎｃｌｏｒａｃ）、キ
ンメラック（ｑｕｉｎｍｅｒａｃ）、キノクラミン（ｑｕｉｎｏｃｌａｍｉｎｅ）、キノ
ナミド（ｑｕｉｎｏｎａｍｉｄ）、キザロホップ（ｑｕｉｚａｌｏｆｏｐ）、キザロホッ
プ－Ｐ（ｑｕｉｚａｌｏｆｏｐ－Ｐ）、ローデタニル（ｒｈｏｄｅｔｈａｎｉｌ）、リム
スルフロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌｕｆｅｎａｃｉｌ
）、セブチラジン（ｓｅｂｕｔｈｙｌａｚｉｎｅ）、セクブメトン（ｓｅｃｂｕｍｅｔｏ
ｎ）、セトキシジム（ｓｅｔｈｏｘｙｄｉｍ）、ｓｈｕａｎｇｊｉａａｎｃａｏｌｉｎ、
シデュロン（ｓｉｄｕｒｏｎ）、シマジン（ｓｉｍａｚｉｎｅ）、シメトン（ｓｉｍｅｔ
ｏｎ）、シメトリン（ｓｉｍｅｔｒｙｎ）、ＳＭＡ、Ｓ－メトラクロール（Ｓ－ｍｅｔｏ
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ｌａｃｈｌｏｒ）、塩素酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｃｈｌｏｒａｔｅ）、スルコトリ
オン（ｓｕｌｃｏｔｒｉｏｎｅ）、スルファレート（ｓｕｌｆａｌｌａｔｅ）、スルフェ
ントラゾン（ｓｕｌｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ）、スルホメツロン（ｓｕｌｆｏｍｅｔｕｒｏ
ｎ）、スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、スルグリカピン（ｓｕｌｇｌ
ｙｃａｐｉｎ）、スウェップ（ｓｗｅｐ）、タブロン（ｔａｖｒｏｎ）、ＴＣＡ、テブタ
ム（ｔｅｂｕｔａｍ）、テブチウロン（ｔｅｂｕｔｈｉｕｒｏｎ）、テフリルトリオン（
ｔｅｆｕｒｙｌｔｒｉｏｎｅ）、テンボトリオン（ｔｅｍｂｏｔｒｉｏｎｅ）、テプラロ
キシジム（ｔｅｐｒａｌｏｘｙｄｉｍ）、テルバシル（ｔｅｒｂａｃｉｌ）、テルブカル
ブ（ｔｅｒｂｕｃａｒｂ）、テルブクロル（ｔｅｒｂｕｃｈｌｏｒ）、テルブメトン（ｔ
ｅｒｂｕｍｅｔｏｎ）、テルブチラジン（ｔｅｒｂｕｔｈｙｌａｚｉｎｅ）、テルブトリ
ン（ｔｅｒｂｕｔｒｙｎ）、テルブトリン（ｔｅｒｂｕｔｒｙｎ）、テトラフルロン（ｔ
ｅｔｒａｆｌｕｒｏｎ）、テニルクロール（ｔｈｅｎｙｌｃｈｌｏｒ）、トリアジフラム
（ｔｈｉａｚａｆｌｕｒｏｎ）、チアゾピル（ｔｈｉａｚｏｐｙｒ）、チジアジミン（ｔ
ｈｉｄｉａｚｉｍｉｎ）、チジアズロン（ｔｈｉｄｉａｚｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン
（ｔｈｉｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏ
ｎ）、チオベンカルブ（ｔｈｉｏｂｅｎｃａｒｂ）、チアフェナシル（ｔｉａｆｅｎａｃ
ｉｌ）、チオカルバジル（ｔｉｏｃａｒｂａｚｉｌ）、チオクロリム（ｔｉｏｃｌｏｒｉ
ｍ）、トルピラレート（ｔｏｌｐｙｒａｌａｔｅ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍｅｚｏ
ｎｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａｌｋｏｘｙｄｉｍ）、トリアファモン（ｔｒｉａｆａ
ｍｏｎｅ）、トリアレート（ｔｒｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒｉａｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ）、トリアジフラム（ｔｒｉａｚｉｆｌａｍ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅ
ｎｕｒｏｎ）、トリカンバ（ｔｒｉｃａｍｂａ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）
、トリジファン（ｔｒｉｄｉｐｈａｎｅ）、トリエタジン（ｔｒｉｅｔａｚｉｎｅ）、ト
リフロキシスルフロン（ｔｒｉｆｌｏｘｙｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリフルジモキサジン（
ｔｒｉｆｌｕｄｉｍｏｘａｚｉｎ）、トリフルラリン（ｔｒｉｆｌｕｒａｌｉｎ）、トリ
フルスルフロン（ｔｒｉｆｌｕｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリホップ（ｔｒｉｆｏｐ）、トリ
ホプシム（ｔｒｉｆｏｐｓｉｍｅ）、トリヒドロキシトリアジン（ｔｒｉｈｙｄｒｏｘｙ
ｔｒｉａｚｉｎｅ）、トリメツロン（ｔｒｉｍｅｔｕｒｏｎ）、トリプロピンダン（ｔｒ
ｉｐｒｏｐｉｎｄａｎ）、トリタック（ｔｒｉｔａｃ）、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ）、バーノレート（ｖｅｒｎｏｌａｔｅ）、キシラクロール（ｘｙｌａ
ｃｈｌｏｒ）、ｚｕｏｍｉｈｕａｎｇｌｏｎｇ、ＤＡＨ－５００、ＳＬ－２６１等が挙げ
られる。
【０２１３】
　生物農薬の例としては、核多角体ウイルス（Ｎｕｃｌｅａｒ　ｐｏｌｙｈｅｄｒｏｓｉ
ｓ　ｖｉｒｕｓ、ＮＰＶ）、顆粒病ウイルス（Ｇｒａｎｕｌｏｓｉｓ　ｖｉｒｕｓ、ＧＶ
）、細胞質多角体病ウイルス(Ｃｙｔｏｐｌａｓｍｉｃ　ｐｏｌｙｈｅｄｒｏｓｉｓ　ｖ
ｉｒｕｓ、ＣＰＶ）、スタイナ－ネマ　カーポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａ
ｒｐｏｃａｐｓａｅ）、スタイナ－ネマ　グラセライ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａ
ｓｅｒｉ）、モノクロスポリウム　フィマトパガム（Ｍｏｎａｃｒｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｐ
ｈｙｍａｔｏｐｈａｇｕｍ）、スタイナ－ネマ　クシダエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｋ
ｕｓｈｉｄａｉ）、パスツーリア　ペネトランス（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａ
ｎｓ）。アグロバクテリウム　ラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉ
ｏｂａｃｔｅｒ）、バチルス　ズブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、バ
チルス　アミロリクエファシエンス（Ｂｕｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉ
ｅｎｓ）、エルビニア　カロトボーラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、シュ
ードモナス　フルオレッセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、
タラロマイセス　フラバス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、トリコデルマ　
アトリロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、バチルス　チュー
リンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、ボーベリア　ブロン
ニアティ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）、ボーベリア　バシアーナ
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（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、ペキロマイセス　フモソロセウス（Ｐａｅ
ｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）、バーティシリ　レカニ（Ｖｅｒｔｉ
ｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）、キサントモナス　キャンペリトリス（Ｘａｎｔｈｏ
ｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、オンシツツヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒ
ｍｏｓａ）、サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）、チチュ
ウカイツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｍｕｎｄｕｓ）、コレマンアブラバチ（Ａ
ｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）、ショクガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅ
ｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅ
ａ）、ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）、チリカブリダニ（Ｐ
ｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）、ククメリスカブリダニ（Ａｍｂｌｙ
ｓｅｉｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、ミヤコカブリダニ（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｃａｌ
ｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、タイリクヒメハナカメムシ（Ｏｒｉｕｓ　ｓｔｒｉｇｉｃｏｌｌ
ｉｓ）等が挙げられる。
【０２１４】
　フェロモン剤（害虫誘引剤）の例としては、ブレビコミン（ｂｒｅｖｉｃｏｍｉｎ）、
セラルレ（ｃｅｒａｌｕｒｅ）、コドレモン（ｃｏｄｌｅｌｕｒｅ）、キュールア（ｃｕ
ｅ－ｌｕｒｅ）、ディスパールア（ｄｉｓｐａｒｌｕｒｅ）、ドミニカルレ１（ｄｏｍｉ
ｎｉｃａｌｕｒｅ－１）、オイゲノール（ｅｕｇｅｎｏｌ）、フロンタリン（ｆｒｏｎｔ
ａｌｉｎ）、ゴシプルレ（ｇｏｓｓｙｐｌｕｒｅ）、グランディス（ｇｒａｎｄｌｕｒｅ
）、ヘキサルア（ｈｅｘａｌｕｒｅ）、イプスジエノール（ｉｐｓｄｉｅｎｏｌ）、イプ
セノール（ｉｐｓｅｎｏｌ）、ジャポニルア（ｊａｐｏｎｉｌｕｒｅ）、ラチルレ（ｌａ
ｔｉｌｕｒｅ）、リネアチン（ｌｉｎｅａｔｉｎ）、リトルア（ｌｉｔｌｕｒｅ）、ルー
プルア（ｌｏｏｐｌｕｒｅ）、メドルア（ｍｅｄｌｕｒｅ）、メガトモ酸（ｍｅｇａｔｏ
ｍｏｉｃ　ａｃｉｄ）、メチルオイゲノール（ｍｅｔｈｙｌ　ｅｕｇｅｎｏｌ）、ｍｏｇ
ｕｃｈｕｎ、ムスカルア（ｍｕｓｃａｌｕｒｅ）、オルフラルア（ｏｒｆｒａｌｕｒｅ）
、オリクタルア（ｏｒｙｃｔａｌｕｒｅ）、オストラモン（ｏｓｔｒａｍｏｎｅ）、レス
カルレ（ｒｅｓｃａｌｕｒｅ）、シグルレ（ｓｉｇｌｕｒｅ）、スルカトール（ｓｕｌｃ
ａｔｏｌ）、トリメドルア（ｔｒｉｍｅｄｌｕｒｅ）、トランクコール（ｔｒｕｎｃ－ｃ
ａｌｌ）、α‐ムルチストリアチン（α－ｍｕｌｔｉｓｔｒｉａｔｉｎ）等が挙げられる
。
【０２１５】
　フェロモン剤（害虫忌避剤）としては、アクレップ（ａｃｒｅｐ）、ブトピロノキシ（
ｂｕｔｏｐｙｒｏｎｏｘｙｌ）、カンファー（ｃａｍｐｈｏｒ）、ｄ－カンファー（ｄ－
ｃａｍｐｈｏｒ）、カルボキシミド（ｃａｒｂｏｘｉｄｅ）、フタル酸ジブチル （ｄｉ
ｂｕｔｙｌ　ｐｈｔｈａｌａｔｅ）、ジエチルトルアミド（ｄｉｅｔｈｙｌｔｏｌｕａｍ
ｉｄｅ）、炭酸ジメチル（ｄｉｍｅｔｈｙｌ　ｃａｒｂａｔｅ）、フタル酸ジメチル（ｄ
ｉｍｅｔｈｙｌ　ｐｈｔｈａｌａｔｅ）、コハク酸ジブチル（ｄｉｂｕｔｙｌ　ｓｕｃｃ
ｉｎａｔｅ）、エトヘキサジオール（ｅｔｈｏｈｅｘａｄｉｏｌ）、ヘキサン酸アミド（
ｈｅｘａｍｉｄｅ）、イカリジン（ｉｃａｒｉｄｉｎ）、メトキン－ブチル（ｍｅｔｈｏ
ｑｕｉｎ－ｂｕｔｙｌ）、メチルネオデカナミド（ｍｅｔｈｙｌｎｅｏｄｅｃａｎａｍｉ
ｄｅ）、２－（メチルチオ）エタノール（２－（ｏｃｔｙｌｔｈｉｏ）ｅｔｈａｎｏｌ）
、オキサメート（ｏｘａｍａｔｅ）、クウェンチ（ｑｕｗｅｎｚｈｉ）、クイングジング
（ｑｕｙｉｎｇｄｉｎｇ）、レベミド（ｒｅｂｅｍｉｄｅ）、ｚｅｎｇｘｉａｏａｎ等が
挙げられる。
【０２１６】
　天然殺菌剤・天然殺虫剤の例としては、マシン油（ｍａｃｈｉｎｅ　ｏｉｌｓ）、メチ
ルフェニルアセテート（ｍｅｔｈｙｌｐｈｅｎｙｌ　ａｃｅｔａｔｅ）、α-ピネン（α
－pｉｎｅｎｅ）、蛋白加水分解物（ｐｒｏｔｅｉｎ　ｈｙｄｒｏｌｙｓａｔｅ）、（Ｚ
）－１－Ｔｅｔｒａｄｅｃｅｎ－１－ｏｌ、テレピン油（Ｔｕｒｐｅｎｔｉｎｅ）等が挙
げられる。
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【０２１７】
　本発明による殺菌性組成物はまた、必要に応じて発根促進剤などの植物成長調整剤、植
物栄養分等の肥料等の少なくとも一種の生物学的に有効な成分を共同成分として含むこと
で、さらに広い範囲の農業保護をもたらす多構成成分有害生物防除剤を形成する事も可能
である。
【０２１８】
　本発明の殺菌性組成物における構成成分（ａ）式［１］で示される化合物又はその塩と
構成成分（ｂ）で示される農園芸用殺菌剤又はその塩との重合混合比は１：３０００～３
０００：１の割合であり、好ましくは１：１０００～１０００：１である。
【０２１９】
　本発明の殺菌性組成物の施用量は、対象作物、対象病害、発生傾向、環境条件ならびに
使用する剤型等によって変わるが、粉剤及び粒剤等のようにそのまま使用する場合は、有
効成分として１ヘクタール当り１ｇ～５０ｋｇ、好ましくは１０ｇ～１０ｋｇの範囲から
適宜選ぶのがよい。又、乳剤、水和剤及びフロアブル剤等とする場合のように液状で使用
する場合は、０．１～５０，０００ｐｐｍ、好ましくは１０～１０，０００ｐｐｍの範囲
から適宜選ぶのがよい。
【実施例】
【０２２０】
　本明細書に記載の式［１］の化合物及び中間体に対して、様々な求電子反応、求核反応
、ラジカル反応、有機金属反応、酸化反応、還元反応を実施し、置換基を加えたり既存の
置換基を修飾したりできることは、当業者であれば認識するであろう。
【０２２１】
　これ以上詳細に説明しなくても、上述の説明を用いる当業者であれば、本発明を最大限
に利用できると考えられる。したがって、以下の実施例は単に例示的なものと解釈され、
本開示を何ら限定するものではない。以下の例での工程は全体的な合成展開における各工
程の手順を説明するものであり、各工程の出発原料が、他の例又は工程に手順を記載した
特定の調製の実施によって必ずしも調製される必要はない。
【０２２２】
　なお、以下の説明において「％」は重量百分率を示し、「部」は重量部を示す。
【０２２３】
　実施例１：４－［４－（６，９－ジフルオロ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベン
ゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（化合物１－３
）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２１０ｍｇ）（ＷＯ
２００８／０１３６２２号公報記載の化合物）と、３，６－ジフルオロ－１，２－ベンゼ
ンジメタノール（２１０ｍｇ）と、パラトルエンスルホン酸一水和物（１１ｍｇ）とを、
トルエン（１５ｍＬ）に溶解し、Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒｋ装置を用いて１時間加熱還流した
。反応液を室温まで冷却後、酢酸エチルで希釈し、水及び飽和食塩水で洗浄した。有機層
を無水硫酸ナトリウムで乾燥し、無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留去した。残渣をフ
ラッシュ自動精製装置（ｂｉｏｔａｇｅ　ＡＢ社製／ＩｓｏｌｅｒａＴＭ）によるフラッ
シュシリカゲルカラムクロマトグラフィー（酢酸エチル－ヘキサン：４０％－１００％で
溶出）を用いて精製することで表題化合物を白色アモルファス状固体（２４５ｍｇ、収率
８３％）として得た。
【０２２４】
　実施例２：４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，
４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［５－メチル－３
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（化合
物１－６）の調製
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　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２００ｍｇ）と、３
－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール（１２１ｍｇ）と、パラトル
エンスルホン酸一水和物（２０ｍｇ）とを、トルエン（２０ｍＬ）に溶解し、化合物１－
３の調製における反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を白色アモルファ
ス状固体（２９８ｍｇ、収率９６％）として得た。
【０２２５】
　実施例３：４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒド
ロ－３Ｈ－２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピ
ペリジン（化合物１－８）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２２０ｍｇ）と、３
－フルオロ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール（１５０ｍｇ
）と、パラトルエンスルホン酸一水和物（２０ｍｇ）とを、トルエン（１５ｍＬ）に溶解
し、化合物１－３の調製における反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を
白色アモルファス状固体（２９７ｍｇ、収率８４％）として得た。得られた樹脂状物にメ
タノールを加え、加熱還流下溶解させた後に、室温で静置することで白色固体（融点１５
１℃）を得た。
【０２２６】
　実施例４：４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，
４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（
ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（化合物１－
３８）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２０２ｍｇ）（ＷＯ２０１
０／０６６３５３号公報記載の化合物）と、３－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベン
ゼンジメタノール（２３２ｍｇ）と、パラトルエンスルホン酸一水和物（５ｍｇ）とを、
トルエン（１５ｍＬ）に溶解し、化合物１－３の調製における反応と同様に反応させ、精
製することで、表題化合物を白色アモルファス状固体（１６４ｍｇ、収率５３％）として
得た。
【０２２７】
　実施例５：４－［４－（６－メトキシ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒド
ロ－３Ｈ－２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［
３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジ
ン（化合物１－３９）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２０２ｍｇ）と、３－メト
キシ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール（２３２ｍｇ）と、
パラトルエンスルホン酸一水和物（５ｍｇ）とを、トルエン（１５ｍＬ）に溶解し、化合
物１－３の調製における反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を白色アモ
ルファス状固体（２６８ｍｇ、収率７５％）として得た。得られた樹脂状物にメタノール
を加え、加熱還流下溶解させた後に、室温で静置することで白色固体（融点１２３－１２
５℃）を得た。
【０２２８】
　実施例６：４－［４－（６－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，
４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（化合物１
－４２）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［３，５－ビス（トリフルオロメ
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チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２００ｍｇ）（４－（４
－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジンと同様の方法で合成した）と、３
－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール（１０９ｍｇ）と、パラトル
エンスルホン酸一水和物（５ｍｇ）とを、トルエン（１００ｍＬ）に溶解し、化合物１－
３の調製における反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を白色アモルファ
ス状固体（９６ｍｇ、収率３１％）として得た。
【０２２９】
　実施例７：４－［４－（６，９－ジフルオロ－１，５－ジヒドロ－３Ｈ－２，４－ベン
ゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［３，５－ビス（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（化合物１－５０）
の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［３，５－ビス（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２００ｍｇ）と、３，６
－ジフルオロ－１，２－ベンゼンジメタノール（８２ｍｇ）と、パラトルエンスルホン酸
一水和物（５ｍｇ）とを、トルエン（１００ｍＬ）に溶解し、化合物１－３の調製におけ
る反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を白色アモルファス状固体（１８
３ｍｇ、収率５３％）として得た。
【０２３０】
　実施例８：４－［４－（６－フルオロ－９－メチルスルホニルオキシ－１，５－ジヒド
ロ－３Ｈ－２，４－ベンゾジオキセピン－３－イル）－２－チアゾリル］－１－［２－［
３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジ
ン（化合物１－６２）の調製
　４－（４－ホルミル－２－チアゾリル）－１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル］ピペリジン（２０２ｍｇ）と、３－フル
オロ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール（２５０ｍｇ）と、
パラトルエンスルホン酸一水和物（５ｍｇ）とを、トルエン（１５ｍＬ）に溶解し、化合
物１－３の調製における反応と同様に反応させ、精製することで、表題化合物を白色アモ
ルファス状固体（１０５ｍｇ、収率３３％）として得た。
【０２３１】
　以下の実施例９～１２に、上記実施例１～８において用いた製造出発物質の製造例を示
す。
【０２３２】
　実施例９：３，６－ジフルオロ－１，２－ベンゼンジメタノールの調製
　テトラヒドロフラン２７ｍＬに水素化アルミニウムリチウム（８７０ｍｇ）と３，６－
ジフルオロフタル酸無水物を、氷冷下、順に溶解させ、反応液を２時間加熱還流した。反
応液を室温まで冷却後、氷冷下、水を加え室温で１時間撹拌した。セライトを用いて溶液
を濾過し、減圧下溶媒を留去することで表題化合物を白色固体（６４０ｍｇ、収率６８％
）として得た。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３／ＴＭＳ　δ（ｐｐｍ）値）：２．８９（ｂｒｓ，２Ｈ）、４
．８４（ｓ，４Ｈ）、７．０３（ｄｄ，２Ｈ）
【０２３３】
　実施例１０：３－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノールの調製
　３－メチルスルホニルオキシフタル酸無水物（２．２ｇ）（ＷＯ２００４／０００７９
６号公報記載の化合物）をテトラヒドロフラン（６０ｍＬ）に溶解し、ボランテトラヒド
ロフラン錯体（０．９Ｍテトラヒドロフラン溶液、５０ｍＬ）を加え、６０℃で６時間撹
拌した。反応終了後、氷冷下メタノールを加え、減圧下溶媒を留去した。残渣を酢酸エチ
ルで希釈し、１Ｎ塩酸、飽和食塩水で洗浄した。有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥し、
無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留去した。残渣をフラッシュ自動精製装置（ｂｉｏｔ
ａｇｅ　ＡＢ社製／ＩｓｏｌｅｒａＴＭ）によるフラッシュシリカゲルクロマトグラフィ
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ー（酢酸エチル－ヘキサン：３０％－１００％で溶出）を用いて精製することで３－メチ
ルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノールを白色固体（１．３６ｍｇ、収率６
４％、融点５６～５８℃）として得た。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６／ＴＭＳ　δ（ｐｐｍ）値）：３．４２（ｓ，３Ｈ）、４
．５７（ｄ，２Ｈ）、４．７０（ｄ，２Ｈ）、４．９８（ｔ，１Ｈ）、５．２７（ｔ，１
Ｈ）、７．２５（ｄ，１Ｈ）、７．３６（ｔ，１Ｈ）、７．４６（ｄ，１Ｈ）
【０２３４】
　実施例１１：３－フルオロ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノ
ールの調製
　工程１：５－フルオロ－２－メチルスルホニルオキシフタリドの調製
　５－フルオロ－２－ヒドロキシフタリド（２００ｍｇ）（ＷＯ２００３／０７６４２４
号公報記載の化合物）をＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（１０ｍＬ）に溶解し、メチルス
ルホニルクロリド（１５０ｍｇ）とトリエチルアミン（１３３ｍｇ）を加え、室温で１晩
撹拌した。反応液を酢酸エチルで希釈し、飽和食塩水で洗浄した。有機層を無水硫酸ナト
リウムで乾燥し、無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留去することで５－フルオロ－２－
メチルスルホニルオキシフタリドを白色固体（２９０ｍｇ、収率１００％）として得た。
【０２３５】
　工程２：３－フルオロ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール
の調製
　５－フルオロ－２－メチルスルホニルオキシフタリド（２９０ｍｇ）をテトラヒドロフ
ラン（１０ｍＬ）に溶解し、水素化アルミニウムリチウム（４５ｍｇ）を加え、室温で３
０分撹拌した。反応液に、氷冷下、１Ｎ塩酸を加え室温で１時間撹拌した。反応液をジク
ロロメタンを用いて抽出し、飽和食塩水で洗浄した。有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥
し、無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留去することで３－フルオロ－６－メチルスルホ
ニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノールを白色固体（２９０ｍｇ、収率１００％、融
点８５～８７℃）として得た。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３／ＴＭＳ　δ（ｐｐｍ）値）：３．２８（ｓ，３Ｈ）、３．４
５（ｂｒｓ，２Ｈ）、４．８４（ｓ，４Ｈ）、７．１１（ｄｄ，１Ｈ）、７．２５～７．
２８（ｍ，１Ｈ）
【０２３６】
　実施例１２：３－メトキシ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノ
ールの調製
　工程１：２，３－ビス（メトキシカルボニル）－１－メトキシ－４－メチルスルホニル
オキシベンゼンの調製
　２，３－ビス（メトキシカルボニル）－４－メトキシフェノール（２．０ｇ）（Ｓｙｎ
ｔｈｅｔｉｃ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ，４３（２），２６０－２６７；２０１３記
載の化合物）をテトラヒドロフラン（３０ｍＬ）に溶解し、メチルスルホニルクロリド（
１．０５ｇ）とトリエチルアミン（１．０１ｇ）を加え、室温で１時間撹拌した。反応液
に水を加え、酢酸エチルで抽出した後、飽和食塩水で洗浄した。有機層を無水硫酸ナトリ
ウムで乾燥し、無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留去することで２，３－ビス（メトキ
シカルボニル）－１－メトキシ－４－メチルスルホニルオキシベンゼンを白色固体（２．
５ｇ、収率１００％）として得た。
【０２３７】
　工程２：３－メトキシ－６－メチルスルホニルオキシ－１，２－ベンゼンジメタノール
の調製
　２，３－ビス（メトキシカルボニル）－１－メトキシ－４－メチルスルホニルオキシベ
ンゼン（２．５ｇ）をテトラヒドロフラン（３０ｍＬ）に溶解し、氷冷下、水素化アルミ
ニウムリチウム（６２０ｍｇ）を加え、氷冷下で１時間撹拌した。反応液に、氷冷下、１
Ｎ塩酸を加え室温で１時間撹拌した。反応液を酢酸エチルを用いて抽出し、飽和食塩水で
洗浄した。有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥し、無機物を濾別した後、減圧下溶媒を留
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去した。残渣をフラッシュ自動精製装置（ｂｉｏｔａｇｅ　ＡＢ社製／ＩｓｏｌｅｒａＴ

Ｍ）によるフラッシュシリカゲルクロマトグラフィー（酢酸エチル－ヘキサン：３０％－
１００％で溶出）を用いて精製することで３－メトキシ－６－メチルスルホニルオキシ－
１，２－ベンゼンジメタノールを白色固体（９０６ｍｇ、収率４２％）として得た。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６／ＴＭＳ　δ（ｐｐｍ）値）：３．３９（ｓ，３Ｈ）、３
．８１（ｓ，３Ｈ）、４．６２～４．６４（ｍ，４Ｈ）、４．８４（ｔ，１Ｈ）、５．０
６（ｔ，１Ｈ）、７．０３（ｄ，１Ｈ）、７．２８（ｄ，１Ｈ）
【０２３８】
　同様の製造法により、［表５］から［表８］に示される化合物１－１、１－２、１－４
、１－５、１－７、１－９～１－３７、１－４０、１－４１、１－４３～１－４９、１－
５１～１－６１、および１－６３～１－１６１を合成した。
【０２３９】
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【０２４０】
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【表６】

【０２４１】
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【表７】

【０２４２】
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【表８】

【０２４３】
　上記実施例で得られた化合物及び同様な方法で製造した本発明化合物の１Ｈ－ＮＭＲデ
ータ（ＣＤＣｌ３／ＴＭＳ　δ（ｐｐｍ）値）を［表９］から［表１８］に示す。
【０２４４】
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【表９】

【０２４５】
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【表１０】

【０２４６】
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【表１１】

【０２４７】
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【表１２】

【０２４８】
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【表１３】

【０２４９】
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【表１４】

【０２５０】
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【表１５】

【０２５１】
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【表１６】

【０２５２】
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【表１７】

【０２５３】
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【表１８】

【０２５４】
　次に、本発明の製剤化実施例を記載する。
【０２５５】
　＜製剤例１＞水和剤
　本発明の化合物５部、メタラキシル－Ｍ５部、ラウリル硫酸ナトリウム２部、リグニン
スルホン酸ナトリウム４部、ホワイトカーボン２０部及びクレー６４部を混合し、粉砕し
て１０％水和剤を得た。
【０２５６】
　＜製剤例２＞フロアブル剤
　本発明の化合物５部、クロロタロニル５部、ポリオキシエチレンアリルフェニルエーテ
ルサルフェート４部、ポリオキシエチレンアルキルエーテル５部、プロピレングリコール
５部、シリコン系消泡剤０．２部、ナトリウムモンモリロナイト０．８部、水５０部を加
え混合しダイノミルを用いて湿式粉砕して粉砕懸濁液を得た。
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【０２５７】
　粉砕懸濁液７５部に、キサンタンガム、2－ベンズイソチアゾリン－3－オンをそれぞれ
０．２部、０．１部を含むキサンタンガム溶液１０部と水１５部添加した後、混合して１
０％水性懸濁状農薬組成物を得た。
【０２５８】
　＜製剤例３＞乳剤
　本発明の化合物５部、アゾキシストロビン５部、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウ
ム２部、ヒマシ油エトキシレート１５部を芳香族炭化水素混合物７３部と混合し溶解させ
て均質な１０％可乳化油状液体を得た。
【０２５９】
　＜製剤例４＞顆粒水和剤
　本発明の化合物５部、ベンチアバリカルブイソプロピル５部、リグニンスルホン酸ナト
リウム２０部、ナフタレンスルホン酸縮合物のナトリウム塩１０部、アルキルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム３部、シリコン系泡消剤０．５部、珪藻土５部、硫酸アンモニウム１
０部、タルク１０部、クレー部３１．５部添加して十分撹混合し粉砕して粉砕物を得た。
粉砕物に必要に応じた適当量の水を加えて造粒機で造粒し、乾燥後に篩分して１０％水和
性細粒を得た。
【０２６０】
　＜製剤例５＞エマルション剤
　本発明の化合物５部、シアゾファミド５部、芳香族炭化水素混合物１５部、ドデシルベ
ンゼンスルホン酸カルシウム２部、ポリオキシエチレンひまし油２０部、プロピレングリ
コール４部加え溶解し混合液を得た。水４９部に混合液を添加しホモジナイザーを用いて
混合して均質な１０％乳濁液体を得た。
【０２６１】
　＜製剤例６＞粒剤
　本発明の化合物５部、アミスルブロム５部、ポリカルボン酸型アニオン界面活性剤３部
、ジオクチルスルホサクシネートナトリウム０．２部、デキストリン２部、ベントナイト
ナトリウム１５部、炭酸カルシウム６９．８部を添加して均一混合した後適当量の水を加
えて混練し、バスケット型造粒機で押し出し造粒して乾燥後に篩分して１０％細粒を得た
。
【０２６２】
　＜製剤例７＞マイクロエマルション剤
　本発明の化合物５部、マンジプロパミド５部と脂肪酸ジメチルアミド１２部、シクロヘ
キサノン１０部アリールフェノールエトキシレート１５部を混合し、アルコールエトキシ
レート１０部及び水を４３部添加して加温下で数分間撹拌し、安定した１０％水溶性液体
を得た。
【０２６３】
　次に、本発明の生物学的実施例を記載する。
【０２６４】
　（１）試験懸濁液の調製の実施手順
　試験１～２用の試験懸濁液を調整するため、製剤例１に従い、本発明の化合物１０部を
、ラウリル硫酸ナトリウム２部、リグニンスルホン酸ナトリウム４部、ホワイトカーボン
２０部及びクレー６４部を混合し、粉砕して各化合物１０％水和剤として作成した。構成
成分（ｂ）のうち、ベンチアバリカルブ、バリフェナレート、ゾキサミド、ファモキサド
ン、イプロバリカルブ、フェナミドン、フルオピコリド、アメトクトラジン、オキサチア
ピプロリンを未配合の工業グレード材料として入手し、上記例に従い１０％水和剤として
作成した。また、シアゾファミド、マンジプロパミド、メタラキシル－Ｍ、エタボキサム
、ジメトモルフ、シモキサニル、塩基性硫酸銅、クロロタロニル、マンゼブ、プロピネブ
、キャプタン、クレソキシム－メチル、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、
フルアジナム、ピリベンカルブ、ペンチオピラド、キノキシフェン、ピリオフェノン、プ



(84) JP 6649967 B2 2020.2.19

10

20

30

40

50

ロパモカルブ、ホセチル－アルミニウム、イミノクタジン、フルジオキソニル、チオファ
ネート－メチル、イプロジオン、テブコナゾール、シプロジニル、アミスルブロム、トリ
シクラゾール、ポリオキシン、テブフロキン、プロピコナゾールは、それぞれ市販されて
いる製品として入手した。各化合物は、それぞれ蒸留水中に分散させて所望の濃度に調整
し、得られた試験懸濁液を試験１～２に用いた。試験懸濁液中には有機溶剤、界面活性剤
等は添加しなかった。
【０２６５】
（２）植物病害に対する防除効果の評価試験手順
　＜試験１　トマト疫病に対する防除効果試験＞
　５葉期のトマト（品種：レジナ）に試験懸濁液を１苗当たり２０ｍｌ散布した。散布の
１日後に１．０×１０５個／ｍｌの濃度に調製したフィトフトラ　インフェスタンス（Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）の遊走子懸濁液を噴霧接種し、２２℃に
調節した湿室に１６時間インキュベートした。その後、室内で発病を促し、接種から４日
後に葉に生じた病斑面積率を調査し、以下の式を用いて防除価を算出した。
　防除価の算出式：防除価値＝｛１－試験薬剤を散布した葉の発病面積率／無処理の発病
面積率｝×１００
【０２６６】
　＜試験２　キュウリべと病に対する防除効果試験＞
　２葉期のキュウリ（品種：相模半白）に試験懸濁液を１苗当たり２０ｍｌ散布した。散
布の１日後に１．０×１０４個／ｍｌの濃度に調製したプセウドペロノスポラ　クベンシ
ス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）の遊走子嚢懸濁液を噴霧
接種し、２２℃に調節した湿室に１６時間インキュベートした。その後、室内で発病を促
し、接種から５日後に葉に生じた病斑面積率を調査し、以下の式を用いて防除価を算出し
た。
　防除価の算出式：防除価値＝｛１－試験薬剤を散布した葉の発病面積率／無処理の発病
面積率｝×１００
【０２６７】
（３）相乗効果の評価試験手順
　２種の化合物処方成分間の相乗効果の存在は、以下のＣｏｌｂｙ式（Ｃｏｌｂｙ , Ｓ
　．　Ｒ　．　「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａ
ｔｉｏｎｓ」、Ｗｅｅｄｓ　、（１９６７年）、１５、２０～２２ページを参照の事）を
用いて確定した。
【０２６８】
【数１】

【０２６９】
　Ｃｏｌｂｙ法を用いる事で、２種の化合物処方成分の間における相乗的相互作用の存在
は、先ず、単独で適用された２種の構成成分の活性に基づいて、混合物の予測された活性
ｐを算出する事により確定される。ｐが実験的に確定された効果よりも低ければ、相乗作
用が生じた事となる。上記式において、Ａは、割合ｘで単独で適用された第１の構成成分
の防除割合での殺菌・殺カビ活性である。Ｂは、割合ｙで適用された第２の構成成分の防
除割合での殺菌・殺カビ活性である。この式は、効果が厳密に相加的であって相互作用が
生じていない場合の、割合ｘでのＡと割合ｙでのＢとの混合物の予測された殺菌・殺カビ
活性ｐを推定する。
【０２７０】
　（４）植物病害＜試験１＞及び＜試験２＞に対する結果
　まず、本発明の化合物の結果を以下に示す。ここでは４ｐｐｍの試験懸濁液を使用した
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際に防除価９０以上を示した化合物Ｎｏ．を記載する。＜試験１＞においては化合物Ｎｏ
．１－１～１－４２、１－４４～１－８８及び１－９０～１６１であった。また、＜試験
２＞においては化合物Ｎｏ．１－１～１－８及び１－１０～１－１６１であった。
【０２７１】
　次に、相乗効果の結果を［表１９］から［表２８］に示す。各表は、同時に行った一連
の評価に相当する。＜試験１＞及び＜試験２＞の欄に記載した数字は防除価を示し、「実
測」と示した欄は、３回の反復から得られた結果の平均値であり、「予測」と示した欄は
、Ｃｏｌｂｙ式を用いて算出した各処理組成物についての予測値を示す。
【０２７２】
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【表１９－１】

【０２７３】
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【表１９－２】

【０２７４】
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【表２０－１】

【０２７５】
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【表２０－２】

【０２７６】
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【表２１－１】

【０２７７】



(91) JP 6649967 B2 2020.2.19

10

20

30

40

【表２１－２】

【０２７８】
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【表２２－１】

【０２７９】
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【表２２－２】

【０２８０】
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【表２３－１】

【０２８１】



(95) JP 6649967 B2 2020.2.19

10

20

30

40

【表２３－２】

【０２８２】
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【表２４－１】

【０２８３】
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【表２４－２】

【０２８４】
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【表２５－１】

【０２８５】
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【表２５－２】

【０２８６】
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【表２６－１】

【０２８７】
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【表２６－２】

【０２８８】
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【表２７－１】

【０２８９】
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【表２７－２】

【０２９０】
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【表２８－１】

【０２９１】
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【表２８－２】

【産業上の利用可能性】
【０２９２】
　本発明の殺菌性組成物は、優れた相乗効果を示し、特に農園芸用植物を冒す病原菌に対
して優れた効果を示すので、新たな殺菌性組成物として極めて有用であり、産業上の利用
可能性を有する。
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